
構造設計標準仕様 ※修正篇爾は下織を引くこと

適用は1印を記入する。

1. 建築物の構造内容

(1)建築場所 新潟県村上市猿沢地内

(2)工事種別 ■新簗 口増築 口増改築 口改築

(3)構造設計ー 級建築士の関与 口必要 ■必妻と しない

口法第20条第一号 （富さ 60 m趣）

口法第20条第二号（口RC造高さ20m超口S造4階建以上口木造高さ13m超口その他）
注(3)構造設計一縁建築士の関与が墓務付けられている建築物について は 解説書等を参照 して確認する事。

(4)構造種別

■ 木造 (W) 口補強 コンクリートブロック造 ( CB) 〇鉄骨造(S)

口鉄筋コンクリー ト造(RC) 口壁式鉄筋コンクリート造( WRC}

口鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC) 口壁式ブレキャスト鉄筋コ ン クリート造(WPRC)

口プレキャスト鉄筋コンクリート造(PRC} 口

(5)階 数

1榛 地下 階 地上 2 階 塔屋 階

(6)主蔓用途 道の駅

(7)屋上付属物

□ J!li架水槽 kN □キュー ビク ル kN □ 広告塔 口煙突

(8) 特別な 荷重

□ エレペー タ9 1人乗 （抄ンレルス ロー ブ式 ） 口ホイスト 台 口走行クレー ン

口倉庫積載床用 N/rrl 口受水槽 kN 口

(9)付帯工事

口門場 口擁壁 口駐輪場 口機械式 駐車場 口 口

(10) 増築計圃 口 有 （ ) ■無

(11)構造計算 ルート x方向 ルート 1 Y方向 ルート 1 

2. 使用建築材料表・仕様構造材料
一

覧表

(1)コ ン クリート （レディー ミクストコンクリー ト JIS Q 1001、JIS Q 1011、JIS A 5308) 

適 用 箇 所 種類

捨コ ン クリート ■詈通
土闇コンクリート ■着通
基礎、基叢梁 ■普通
柱、梁、 床、壁 ■着通 口軽量
テ

・
，キ床コ ン クリート 口普通

ラップ ル コ ン クリー ト口着通 口軽量
細骨材の種類

粗骨材の種類
水の区分
混和材料の種類 (JIS ） 

呼び強 度を保証する材齢、養生

設計基準強 度 品質管理強 度 スランブ
FC-- N/■112 F<FN/""2 cm 

18 12 
18 15 
21 24 18 
21 24 18 比重

比重
比重

口砂 ■山砂 口人工 口
■砂利 ●砕石 ■人工 ロ
■水道水 口地下水 口工業用水口
口圧減水剤 口富性能圧減水剤口 口
■材齢（■28日 口56日 口 口
■養生（口現場封かん ■現場水中 口櫃準 口

偏考

●単位水量 は 185kg/m3 以下｀ 単位 セメント量 は 270kg/m3 以上とする。

(2)コ ン クリートブロック （口JIS A 5406) 

□
A

種 □ B種 □ C種 厚□ 100. □ 120、 口150. □ 190. 使用箇所（ ロ

(3)鉄筋 種 類 径 使用筐所 縫手工法
■ S0295A D10,D13,D16 基礎他 ■重ね継手
□ SD295B ■ガス圧接継手

異形鉄筋
■ SD345 D19 基礁 ■溶接継手
□ S0390 口機械式継手

口 （ 

） 
） 

口

台

｝ 

） 
寓強 度せん断補強筋 口材種 各継手の使用詳細 について は

□大臣認定番号 "SRB- 本仕様5.(2）鉄筋の項の鉄筋
丸鋼 (JISG 311 )□ SR235 継手等の■にて衰示すること

溶接金綱 (JIS G 355 )□ 

(4)鉄骨

種類 使用箇所 硯場溶撞 JIS規格 ・ 認定番号等
• SS400 □ SN400 □ SN400A. B. C. 口有 □ 撫 JIS 6 3101,JIS G 3136 

□ .STKR400 □ STKR490 口 口有 □ 撫 JIS 8 3466 

□ BCR295 □ BCl'235 □ BCP325 □ 有口雛 大臣認定品 認定番号齢TL-

□ S M490A □ SN490B □ SN490C 口有 □ 無 JJS G 3136 

□ SSC400 口 □ 有 □ 艤 JIS G 3350 

溶接材料 □ JIS Z 
□ SNR400B JIS G 3138 

(5)ポルト
〇使用箇所の詳繍について は 別途図示とする。

口富カポ ルト

口FlOT(JIS B 1186) 口S10T大臣認定品 口F8T大臣認定品 （口"16口貶口M22口M24)

ロボ ルト(JJS B 11BO)※戻り止めの措置を講ずること。

ロボ ル ト(4.8) ロポ ル ト(6. 8) ロボルト(10. 9) （口M12口"16口貶0)

■ ア ン カー ポ ルト

■ SNR4908 M27 
■ SNR490B M1 6 
□ SNR490B M24 
□ SS400 M16 

(6)屋根． 床、壁

材 種
A

LC (JIS A 5416) 

折版

特殊デッキブレー ト(JISG 3352) 

デッキブレート (JIS G 3352) 
キー ストンブレート(JISG 3352) 

一

L=590 •• ナット（ロシング ル 、■ダブル ）
L= 3 7 0 •• ナット（ロシ ン グ ル 、■ダブ ル ）
L=530 mm ナット（ロシ ン グ ル ．□ ダブ ル ）
L=480 mm ナット（ロシングル 、□ ダブ ル ） 間柱

形式 厚その他 使用箇所 仕様 ・ 構法

厚

H= 厚

形式 厚

形式 厚
形式 厚

口壁 口床版

口屋根口

口床版口

口床版口
口床版口

ロスライド ロポル ト止め
ロロッキ ング ロ

口

口

口
口

3. 地 盤

(1)地盤調査資料と調査計画

■有 （ ■敷地内 □ 近隣） 〇 無 （ 調査予定 口 有 口 無）

調査項 目 属料 有り量査計画 調査項目 臼料 有り頴査計画 1111査項目 潰料 有り馴査計画

ポー リング調査 ゜ 静的貫入試験 標準貫入試験 ゜
水平地盤反力係数の測定 土質試験 物理調査

試験堀（ 支持層の確認） 平板載荷試顧 液状 化判定

スエ＿デン式サウンディング 現場透水試験 PS検層

注）上記表中の資料が 有るもの．調査計画が 有るものに〇印を記入する。

(2)ポー リング標準貫入値、土質構成（ 基礎· 杭の位置を明記すること）

欄準貫入試験深

開土質
度 10 20 30 40 50 60 

1 

; 

3 

4 

5 

0鯛査地盤

0位置図

0支持地蟹、地層及び深さに
ついてのコ メント

〇孔内水位

GI. - ffl 

0近隣デー タの璽査地盤と

設計地盤と は 約 mの距離

がある

〇懺考

注）地盤調査及び試験 杭の結果により．杭長さ．杭糧．直接基礎の深さ、形状を査更する場合もある。

4. 地業工事

ヽ

（1)直接基磯 ロベタ基礁 ■基礎 □独立基犠 試験塩 口有口 撫

深さGl-1•35m、支持層 ー 肇土（礫混じり土砂） による地豊 長期許容支持力度 100. OkN/n! 
載荷試験 口 有 ■舞

929.... □...
.

.- -ヰ字
深さGL- m、改良長＝ 囮 長期許容支持力度 ― kN/n! 

注） 「2018版 蘊築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築 セン ター 」 を

(3)基磯杭 支持層一

杭 種 材 料 施工法 ／ 傭考

口RC □ PRC PRC （口1種 □I種口直種 ） 口打ち込み
ミ／／工法）口PHC □ H鋼 PHC （口

A
種 □B種口C種 ） 口埋込み（ セメ ン ト

口鋼管 口 摩擦杭 鋼材 口SS400口STI(400 口
／／

／ 認定篤 号

口鉛杭 □ □JIS 口 年月日

口 場所打ち コ ン クリートFe= N/m2 

:口オールー:

シ ン を］拡底杭 拡底杭

コ ン クリート杭 Fq= N/,.,2 ー キュレー ショ ン 日本鷺築 セン ター 自定

スラ ン ブ cm以下 ル ロミニアー ス 第 号

セ9ント量

五

這fm／3 口B H o..〔口手纏 ● 月 B 

単位水量 口機械堀

鉄筋

杭仕様
誓；

計繭::r／
口杭施工結果暢告書

試験杭 （口打ち込み 口載荷 □ 孔壁測定） ＊ 

杭径 (..） 設計支合ヵ(kN) 杭の先端の深さ (m) 本数 特 記 事 項

じブ

／ 
／ 

／ 
I/ 

男琺者

苛贔県村上市

； 

5 鉄筋コンクリ ー ト工事 （施工方法等計画書）

本構造設計 特記仕様 は コンクリートの設計基準強 度(Fc)が
； 

36N/mm2以下に適用 し、鉄筋の材種 は S0390以下に遍用する。

(1)コンクリート

■コンクリートは JIS A 5308 （レディー ミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の 製品と し｀施工

に関 して は 標準図に記載されている事項を除き、J給S 5による。

■耐久設計基準強 度Fd ロ 一般 ■標準 口長期 □ 
■ セメン ト は 、JIS R 5210の 普通 ポ ルトランド セメントを榎準とする。

■調合計画 は 、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

■寡中、暑中、その他 特殊コンクリー トの適用を受ける 期間に当る場合 は 、謂合｀打ち込み、養生、管理

方法など必要事項について｀工事監理者の承認を得ること。

■フレ ッ シュコ ン クリー トの塩化物測定 は 、原則と して工事 現場で （財）国上開発技術研究 センター の技

術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影 した

写真（ カラー ）を保管し承認を得る。

測定検査の回数 は ．通常の場合、1日1回以上と し、1回の検査における測定試験 は 、同一試料から取

り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

■構造体コンクリートについて 現場の圧縮強 度試験方法 は JASS 5T-603によることと し ．供試体 は 現場

水中養生、また は 現場封かん養生とし、採取 は 打ち込み工区ごと．打ち込み日ごととする。

また、打込み量が150m3を超える場合 は 150m3ごとまた は ｀その端数ごとに一回を欄準とする。
一回に採取する供試体 は 、遍当な間隔をおいた3台の運搬車からその 必要本数を採取する。

尚｀供試体の数量は｀ 特別指示なき場合 は 、1回当り6本以上と し、そのうち4運用に3本を用いる。

● ポ ンプ打ちコンクリー ト は 、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下

高さ は コ ン クリートが分離 しない範囲とする。 ポ ンブ圧送に際して は 、コンクリ＿卜圧送技士また は 同

等以上の技能を 有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の隕度は 、外

気温が25℃未満の場合 は 150分以内、25℃ 以上の場合 は 120分以内とする。

■コンクリー ト打込み中及び打込み後5日間は、コ ン クリートの温度が2度を下らないようにする。

■乾燥．振動等によってコンクリ ートの凝結及び 硬化が妨げられないように養生を行う。

(2) 鉄 筋

■鉄筋 は JIS 6 3112の規格品を欄準とする。施工 は 、標準図に記載されている事項を除き、

コンクリー トと同様に｀J応S 5による。

口高強 度せん断補強筋 は 、JIS G 3137に規定 されるD種1号適合品とする。

■鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さ は 「鉄筋コンクリー

ト構遣配筋標準園(1)(2)」また は 「壁式鉄筋コ ン クリー ト構造配筋榎準図(1)(2)Jによる。

■鉄筋継手等

継手の位置響の設計条件による仕様 ・ 等縁

鉄筋継手工法 (1)引張力最ヽIヽ部位 (2) (1)以外の部位 ＼辻 鉄筋の径
A

縁 B縁 c縁

■重ね継手 ■ 40d口35d口( )d ヽ ‘‘‘ ＼ ■D( 16 )以下

■圧接継手 ■告示1463号第2項各号 ． ‘`‘
- ＼ ■D( 25 )以下

口溶接継手 口告示1463号算3項各号 口 口 ‘ 口D( ）以下

口機械式継手 口告示1463号第4項各号 口 口 口 口D( ）以下

注） 1）以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本菫築

センター 等の認定評定等を取得 した纏手工法の等縁で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（ 菫築物

の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した部材の条件 ・ 仕様によること

■D19未満 は 、すぺて重ね継手とする。

■継手部分の籐エ裏饂 は 社） 日本鉄筋纏手協会「鉄筋継手工事標準仕様書 」（ ガス圧接継手工事、

溶撞継手工事、機械式継手工事）による。

纏手部の検査方法 ： ・ 外観検査■有口無 ・ 引張試験口有■無 ・ 趨音波探傷試験■有口撫

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについて は 引彊試験も併用し、

1回の試験 は 5本以上とする。

(1ロット は 同一作業班が岡一日に作集した圧接箇所で 200薗所程度とする）

■柱の帯筋(HOOP)の加工方法 は 、■H型（ タガ型）■W型（ 溶接型）口S型 （スパイラ ル 型）とする。

■コンクリー ト及び鉄筋の試験 は 「建簗物の工事における試験及び検査に1111する東京都取扱妻綱」 算4条

の試験機闘で行うこと．

試験 ・ 検査機関名 （ 

代行業者名

代行業者と は 、試験 検査に伴う業務を代行するものを言う。

(3) 型 枠

■材料 合板厚 12••を 櫃準とする。 ■篇工はJ総S 5による。

■型枠存置 期間

知事登録 号）

:；d 
せき 板 支 柱

基纏、梁側｀柱、壁 スラブ下、 は り下 スラブ下 は り下

早
ラ

強
ン
度
ド

ポ

セ

ル

メ
：1

円
着通

ン
ポ

ド
ル

セ

ト 旱円 強
ン
度

ド
ポ

セ

ル

メ
：1 普通 ポル ト 早 強 度ポ

セ
ル

メ
：1 着通 ポ ルト 旱強 度ポ

セ

ル

メ
：1 

‘ 、• メ：円 ランド セメ: t;;ンド 円 ンド セメ
｀ 円 ン ド ト

T
＼謳遭

S
i

高A炉

種
セメン 1 高A炉

種
セメン 1 高

A
炉

種
セメンl 言フ通

ン
ポ

ド
ル

セメ

ト： 
トgi シA

種
リカセ メ

‘ ト シA
種
リカ セメ

：
ト シA

種
リ カ セメ

、
‘ 瓢A炉

種
セメン 1

: シA
種
リカ セメ

：
ト

＼
U ・

辻
S 15℃以 2 3 4 6 8 17 28 

忠舎 5℃~15fc 3 5 6 10 12 25 28 

I 5℃幻5 8 10 16 15 28 28 

T コ ン クリー トわ 5.0N/lllll2 設計基準強 度の50%
設計基準強 度の

圧縮強 度 85% 100% 

注）1片持ばり、庇．スパン9.0m以上の は り下は、工事監理者の指示による。

注）2大ばりの支柱の盛りかえ は 行わない。また｀その他のはりの場合も原則と して行わない。

注）3 支柱の壷りがえ は 、必ず直上階のコンクリー ト打ち後とする。

注）4 盛りかえ後の支柱頂部に は 亀 厚い受板、角材また は 、これに代わるものを置く。

注）5 支柱の盛りかえ は 、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払つて｀盛りかえを

して は ならない。
注）6 直上階に著 しく大きい積載荷重 がある湯合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

注）7 支柱の盛りかえ は 、養生中のコンクリートに 有書な影響をもたらすおそれのある振動ヌ は 衝撃を与えない
ように行うこと。

l 

（施工方法等計画書）
-

6. 鉄骨工事
(1)鉄骨工導 は指示のない限リ下記による
■日本建築学会「JASS6 J 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針J

■ 社）日本鋼構遣協会「建築鉄骨工事施工指針J

■鉄骨 製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査·補強マニュア ル 」

(2) 工事管理者の承認を 必要とするもの

■製作工場 ■製作lll!頷書 ■工作図 ■施工計画書

口認定また は 登録工場 （大臣認定 S H M R Jグレー ド都登録 TI T2 T3 ランク）

■材料規格証明書※、ーまた は 試験成績書

■鋼材 ■高カポ ル ト ■特殊ポ ル ト 口頭付スタ ッド

※ 社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガ イドライン」の規格証明方法｀また は ミ ル シート

■社 内検査表 ロ ロ

(3)工事監理者が行う検査項目

（■印以外の項目の検査結果について は 、工事監理者に報告すること）

口現寸検査口組立・開先検査 □ 製品検査口菫方検査口

(4)接合部の溶接 は 下記によること

■平成12年建設省 告示篤1464号第二号イ、ロ

口鉄骨造等の蘊築物の工事に関する東京都取扱妻綱

■日本建築学会「溶接工作規準、同解説1、n、m、W,V、VI、'Ill、直．IX」

■日本建築学会「鉄骨工事技術指針工事 現場施工編」

(5)接合部の検査

■溶接部の検査 （検査結果 は 後日工事監理者に報告すること）

検査率又 は 検査数
検 査 筐 所 検 査 方法

工場自主検ヨ 第三者受入検査工事管理者
儀 考

100 ％看 ％ヽ %I ※
第
平成

1464
12年

号
建
第

設

二
省
号告に

示
よi口完全溶込み溶接部 外観検査（ ※｝

（ 突合せ溶接） 超音波深傷試験 100 % t 30(30)％奮 -%t （ 目視及び計測）

琶内 質1口硬さ試験 %t ％看！ ％値（注）条例に基づき必蔓、
ロ

1口示温塗料塗布 ％僭 ％量 ％奮
なる建築物の場合に実l
する

マクロ試験•その他 ヽ 奮 、
工
（ ）

場
内

以
敷

外
字

の
は

場
指

合
示

に
し

遍
た

■ }；；；Eぅ舒五渥： t籾
‘

他 100 %蜃 ％雇 ％蜃外観検査（ ※） 用する。

第＝者検査機関名 （ 知事畳録 号）

第三者検査機関と は 、蘊築主、工事管理者又 は 工事施工者が｀受入検査を代行 させるために自ら契約 した

検査会 社をいう。

注1)現場溶撞部について は 原則として算三者検査機関による全敷検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと

注2)知事が定めた重大な不具合が覺生した場合 は 、是正前に対応策を建築主事等に轍告すること

口高カポルトの検査（ 検査結果は犠日工事監理者に輻告すること）

軸力導入試験 口妻 口否 高カポ ルトすぺり係数試験 口妻 口否

ロトル シア形富カポ ル ト1:1:一次締め後、ピ ン テール が破断 していることを蘊認する。

(6)防錆塗装

■防錆塗装の範囲 は 、高カポ ル ト接合の摩擦園及びコ ン クリートで被覆 される以外の部分とする。

錆止めのペイ ン ト は 、■JIS K 5621、口JIS K 5625、口JIS H 8641、ロ を使用して、

4つ星2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

口環場における富カポルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装 は 工場塗装と同じ

錆止めペイントを使用 し、2回塗りとする。

口磯場における溶融亜紛めっき接合部の摩擦薗 は めっき後、軽く ブラスト処理を施し、表面

粗度 は 50S以上とする。

(7) 耐火被覆の材料

口

7. 設備関係

●蘊築設鑽の構造 は 、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

■董築設備の支持構造部および緊結金物に は ｀錆止め等、防腐のための 有効な憎置を講じること。

■建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突•その他これらに類するもの は 、風圧 ・ 地震力等に

対 して構造耐力上主妻な部分に緊緒され、安全であること。

口煙突 は 、鉄筋に対するコ ン クリートのかぶり厚さを5暉以上と した鉄筋コンクリート造とすること。

■設儀配 管 は 、地震時等の董物変形に追従できること。また、地震力等に対して遍切に支持 されて

いること。
■設偏機器の渠台及び基礎については、風圧 ・ 地震力等に対 して構造耐力上安全であること。

口エレペー ター の駆動装置等 は 、構造体に安全に緊結 されていること。

■ 特記以外の梁貫通 孔 は 原則として設けない。

■ 床スラブ内に設偏配 管等を壇込む場合 は スラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ

5m以上を原則とする。

8. その他

■諸官庁への眉出書類 は 遅滞なく提出すること。

■各試験の供試体 は 公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■必妻に応 して記録写真 を撮り保管すること。

工事名称 図面蕃号

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建竿T事 S-001 

園置i名称 繍尺
意 I 電 IA1 : S=1/non 

樟設計標準仕様 A3: S•l/non @ l 機！



構造関係共通事項 標準仕様書 5章 鉄筋工事 3節 加工及び組立よりの抜粋

,_ 総則

1. 1 遍用範囲

(1)槙造闘係共通1111（配筋榎準図）は．鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工．組立等の一 般
的な標準 lillを表わす．

(2)犠造闘係共通図（鉄骨榎準図）は．鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造における鉄骨の加工．組立の一般的な標準図を表
わす。

(3)構造闘係共通図（配筋榎準図．鉄骨橿寧図）以外については．図面及び監督職員の指示による．

1. 2 優先顕位
(1)設計1111書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

1. 菫築工事特記仕様書（構造1111係）
2. 園iii丁下記以外の図iii・

構造関係共通lill（配筋欄準図．鉄骨檬準図）
3.国土交通省大臣官房官庁営繕部鯛定「公共肇築工事欄準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」

1. 3 用語の定墓
(1)設計lillとは．菫築構造図のうち特記仕様書．構造闘係共通國以外の図iiiをいう．

(2)異形鉄筋の径（本文．図．表において「D, dJで示す）は．呼び名に用いた数値とする。
(3)長さ．厚さ簿の単位は．特記がなけ加凸圃とする。

1. 4 記号等
設計図中で使用する記号は．表1～襄8, 園1を欄準とする。

表5.3.5 投影定着長さ

表1 鉄筋の断面表示

径
I D: I D;

3 
1 芦6 | D-9 | D;

2 | D;
5 | D;9 | Dら2

図3.3 (5.3.2(2)の鱗翫） 末噛郎にフックを必婁とする出隅部の鉄筋（●印）

(3)鉄筋の折曲げ形状及び寸法は．襄5.3.1による。

なお．異形鉄筋の径（この節の本文図及び襄において「dJで示す。）は．呼び名に用いた数値とする。

表5.3.1鉄筋の折曲げ膨状及び寸法

区
分

菫 築

記 号 脱 1111 記 号 説 明

⑤ スラブの配筋種扇 呻
— 杭の位置

＜＞ スラブ庫さ ＋ 試験杭の位置

゜ 庸段の配筋種別 忽睾 打増しの範囲

⑤ 土間コンクリート 巨 スラブ開口

1 | 1 l コンクリートブロック壁 (CB畳） 命 ポーリング位置

蕊寧 累 ・ スラブの上がり下がりの範匿l （±) Flからの上がり下がり"°゜ 耐力壁の穫胴 ’°゜ 一般壁の種JIJ
日償00 片持スラブ形階段を受け．かつ耐 闘00 片持スラブ融疇段を受け．かつ耐

力璧の種別 力壁の種刷
ERWOO 土圧を受け．かつ耐力壁の種胴

襄2 各諧伏図における記号

、 表3 梁貫通孔記号

区げに1：ご言I：ご芯：1：:苫|：
襄4 スリーブ材賣の凡例

記号：：m） I SP:：讐）I
溶朧亘

鉛：

つき鋼概
1

硬賣塩化ビ

：

レ管（薄肉管）

I

つば付き

：

管（黒管）

蘊簗用以外のスリ ーブ材賣は各工事による。

表5 富カポルト径の記号

：云図翌；
襄6 警通ポルト径の記号

で臣芦

5. 3. 2 加工

(2)次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にフックを付ける。
（ア）柱の四隅にある主筋の重ね継手
（イ）最上階の柱の四隅にある主筋の柱頭の定着
（ウ）梁の出隅及び下端の両隅にある梁主筋の重ね縫手（基礎梁を除く。）
（エ）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）
（オ）杭基礎のペース筋

（力）帯筋．あばら筋及び幅止め筋

(4)隣り合う継手の位置は，表5.3.3による。ただし、スラブ筋で016以下の場合及び壁筋の場合は餘く。

なお，先組み工法等で，柱及び梁の主筋のうち，隣り合う艦手を同 一箇所に殷ける湯合は，特記による。

表5.3.3 隣り合う継手の位置

-,-L1 ト→-

-L,J.
0 

二，こフックありの湯合 と1

コl
L。J

：手
a =O. 5 L1 h a �0.5 Ll h 

r-L1-→ 

フックなしの場合
,-L1-, 

LL,上....J.....-L1__J'--a_J 

a =O. 5 L1 aこ0.5L9 

醤閂
芝榛継手 ・ 溶接継手

I 

L ●→ | ． ,a40(扇n

！ 手

、 ク カッブラー

ピ •�400皿かつ．a1a(b+40）,.,

記号

I 突合わせ継手 B 

完全清込み漕撞 | T型継手 T 

鴻 接縫手 | かど継手 L 
1111肉溶養 F 

部分溶込み濤榛 p 

重ねアーク溶榛（フレア溶撞） FL 

溶捜薗
片Ill溶撞 ， 

両薗溶接 2 

襄7 溶撞方法．鴻捜縫手及び清撞iiiの分贖記号

F
表8 溶接の補助記号

．、 環場溶撞

戸
溢 珊

区
湯 溶

分

撞
檜助

；

号

こ接｝ロベぢはロ

〗

準

線

（

？〉：

準練

※特記撫き限り．完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は遍切な溶撞方法等による。
図1 藩榛記号の記載例

折曲げ内法直径(D)

折曲げ
折曲げ國 1 鉄筋の種類 S0295, S0345 

角度
SD390 

I 呼び名 D16以下 D19-D38 D19-D38 

180' 

d

言
L..J 4d以上

135" 

言
夕

3d以上 “以上 閲目上

90• ｀且
135• 

印
手

、
汐

及び

90' 

（幅止め筋）

（注）1. 片持スラブ先嶋豊鰭の自由蝙側の先蟷で如フック又は135゜ フックを用いる湯合には．余長を4d以上
とする．

2. 90・ 未満の折曲げの内法直径は特記による。

6. 3. 4 継手及び定着
(1)鉄筋の継手は重ね縫手．ガス圧撞纏手．懺械式纏手又は溶榛纏手とし．遍用は特記による。

属111として．D35以上の異形鉄筋については．重ね継手を用いない。
(2)鉄の縫手位量は．特記による。
(3)鉄の重ね纏手は．次による。

なお．径が具なる鉄筋の重ね継手の長さは．編い鉄筋の径による。
（ア）柱及び梁の主筋並びに耐力畳の鉄筋の重ね縫手の長さは．特記による。特記がなければ．耐力壁の鉄筋の重ね継手の

長さは．40d (軽量コンクリートの場合は50d)ヌは表5.3.2の重ね継亭の長さのうちいずれか大きい●とする．

（イ）（ア）以外の鉄筋の重ね纏手の長さは．表5.3.2による。

襄5.3.2 鉄筋の重ね継手の長さ

鉄筋の
コンクリートの L1 L1h 

種顕 設計基準彊度 （フックなし） （フックあり）
(Fe) (N/m,I,) 

18 45d 35d 

21 40d 30d 
Sll295 

24, 27 35d 25d 

30, 33, 36 35d 25d 

18 50d 35d 

21 蜘 30d 

24. 27 伽 30d 

30, 33, 36 35d 25d 

21 50d 35d 

S0390 24. 27 知 35d 

30, 33, 36 伽 30d 

（注）1. L1,L1h,重ね縫手の長さ及びフックありの重ね継手の長さ
2. L1hは，園5.3.1に示すようにフック鄭分9を含まない。
3.軽量コンクリートの場合は．裏の値に5dを加えたものとする。、

三
園5.3.1 フックありの重ね継手の長さ

(5)鉄筋の定着は．次による。

（ア）鉄筋の定着の長さは．特記による。特記がなければ．表5.3.4による。

表5.3.4 鉄筋の定着の長さ

コンクリートの 直縁定着の長さ フックあり定着の長さ
鉄筋の

設計基攀彊度 L3 し3h
種類 L9 L2 Llh L2h 

(F c) (N/m,l,) 小梁 スラブ 小梁 スラブ

18 45d 伽 35d 30d 

21 40d 35d 
10d 

30d 25d 
Sll295 

24. 27 35d 30d かつ 25d 20d 

30. 33.⑯ 35d 30d 20d 150m以上 25d 20d 

18 50d 邸 （片持小梁 （片持スラ 35d 30d 

21 45d 35d の湯合は ブの場合は 30d 25d 10d 
SD345 25d) 25d) 

24. 27 40d 35d 30d 25d 

30, 33, 36 35d 30d 25d 20d 

21 50d 40d 35d 30d 

SD390 24, 27 45d 伽 35d 30d 

30, 33, 36 40d 35d 30d 25d 

（注）1. L1, L1 h c 2．から4．まで以外の直繍定着の長さ及びフックありの定着の長さ
2. L2, L2h：割裂磁纏のおそれのない●所への直糠定着の長さ及びフックありの定着の長さ
3. L3 ：ヽIヽ彙及びスラブの下蝙筋の直織定着の長さ。ただし．基彎耐IEスラブ及びこれを曼ける小梁は瞼く。

4. Uh ：ヽIヽ梁の下蝙筋のフックありの定着の長さ
5. フックありの定着の湯合は．園5.3.2に示すようにフックl111分9を含まない。 また．中閻螂での折曲げは行わない．

6.軽量コンクリートの場合は．襄の●に5dを加えたものとする。

ニ
了 L.3

直纏定着の長さ フックあり定着の長さ

園5.3.2 直織定着の長さ及びフックありの定着の長さ

（イ）仕口 内に績に折り幽げて定着する鉄筋の定着長さLが．襄5.3.4のフックありの定着の長さを確録できない湯合の折曲
げ定着の方滋は．特記による。特記がなければ．園5.3.3により．次の(a)から(c)までを全て満足するものとする。

(o)全長は．襄5.3.4の直縁定着の長さ以上とする。
(b)余長は8d以上とする．

(c)仕口薗から鉄筋外iii までの投影定着長さU及びLbは．表5.3.5に示す長さとする。ただし．梁主筋の柱内定着におい

ては．柱せいの3/4倍以上とする。

＿ 
彙主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ ヽlヽ梁及びスラブの上蝙筋の簗内折曲げ定着の投影定着長さ

園5.3.3 折曲げ定薯の方法

コンクリ ートの
鉄筋の種類 設計基準強度 La Lb 

(F c) (N/mん）

18 20d 15d 

21 15d 15d 
SD295 

24, 27 15d 15d 

30. 33, 36 1 5d 15<1 

18 邸 20d 

21 20d 20d 

24. 27 20d 15d 

30, 33, 36 15d 15d 

21 邸 20d 

S0390 24. 27 20d 20d 

30, 33, 36 20d 15d 

（注）1.u：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ（基懺梁．片持梁及び片持スラブを含む。））

2. Lb ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ（片持ヽJヽ彙及び片持スラブを餘く。）

3.軽量コンクリートの場合は．表の鑢に5dを加えたものとする。

(6)溶接金綱及びスバイラル筋の継手及び定着は．次による。
（ア）溶撞金綱の継亭及び定着は．園5.3.4による。

なお． し1 は表5.3.2に．口及びL3は表5.3.4による。

1節半以上かつ15Cm以上

| 1 .. ． ．" •

重ね継手

9箇半以上かつ150lln以上

三三定着（スラブの湯合） 定着（壁の湯合）

園5.3.4 溶撞金綱の継手及び定着

（イ）
’
スパイラル筋の継手及び定着は，園5.3.5による。

亡
l

d(
 

Q
-
鵬二

〖
}

睾
末嶋鄭

（柱頭部又は柱1111鄭）

園5.3.5 スパイラル筋の継手及び定着

5. 3. 5 鉄筋のかぷり厚さ及び闇隔
(1)鉄筋及び溶撞金綱の最小かぶり厚さは．特記による。特記がなければ．表5.3.6による。ただし，柱及び梁の主筋にD29

以上を饒用する場合は．主筋のかぶり厚さを径の1.5惰以上肇録するように最小かぶり厚さを定める。

襄5.3.6 鉄筋及び藩撞金綱の最ヽIヽかぶり厚さ

犠遣部分の種別 最ヽlヽかぷり厚さ(mm)

スラブ， 仕上げあり 20 

耐力螢以外の壁 仕上げなし 30 

屋内
仕上げあり 30 

土に撞し 仕上げなし 30 
ない翻分 柱．累．耐力螢

量外 | 仕上げあり 30 

| 仕上げなし 40 

擁畳，耐圧スラブ 40 

土に接す 柱，累，スラブ，壁 船
るf111分 基朧．擁畳．耐圧スラブ 60 

煙突疇高熱を受ける椰分 60 

（注）1. この表は詈逼コンクリートに遍用し．軽量コンクリートには遍用しない。また．塩害を受けるおそれの

ある郎分寧耐久性上不利な箇所には遍用しない。

2. flt.t,1あり」とは．モルタル塗り等の仕上げのあるものとし．鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上

塗材．肇装疇）のものを除く。

i：螂贔晟尉置協剥貨望渇霞訟®；；か函忍！さには．捨コンクリー トの厚さを含まない。

(2)柱．梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは最ヽIヽかぶり犀さに10mを加えた鰍値を撮準とする。

(3)鉄筋組立後のかぷり厚さは．最,Jヽかぶり厚さ以上とする．
．． 

(4)鉄筋相互のあきは図5.3.6により．次の櫨のうち最大のもの以上とする。ただし．機械式継手及び藩撞継手の場合は．

5箇又は6箇による。

（ア）糎骨材の最大寸法の1.25倍

（イ）2細
（ウ）隣り合う鉄筋の径襴準仕樺書 (5.3.2(3)によるd)の平均の1.5倍

OLD土あき土D」
(
D

は鉄筋の最大外径）

図5.3.6 鉄筋相互のあき及び閻隔
. .  

(5)鉄骨鉄筋コンクリート造の湯合．主筋と平行する鉄骨とのあきは．（4）による．

(6)貫逼孔に接する鉄筋のかぶり厚さは最,Jヽかぶり厚さ以上とする．

発注書 工事名称

箭潟県村上市
鋼湾

園面名称

樟関係共通事項

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事

縮尺

Al: S=l/100 
A3: S=l/200 



配筋標準図
2 基礎梁のあばら筋 -3. 1 大梁主筋の継手，定着及び余長

1. 1 基礎梁主筋の継手．定着及び余長
あぱら筋組立の形及びフックの位置は．3.2(1)による。ただし．梁の上下にスラブが付く場合で．かつ．梁せいが1.5•以上

の湯合は．國1.5によることができる。

(1) 一 般事項
（ア）梁筋は．原則として．柱 をまたいで引き通すものとし． 引き通すことができない湯合は．柱内に定着する。 ただし．

やむ を得ず梁内に定着する場合は．図l.4による。

（イ）梁筋を柱内に定着する湯合は．3.1(1)（イ）による。

=図1.1 梁筋の基礎梁内への定着

万
贔

コンクリ ー t-打継ぎ園

一般の場合 重ね継手とする湯合

図1.5 あばら筋艤立の形及びフックの位置

(2) 独立基礎で基礎梁にスラブが付かない湯合の主筋の継手．定着及び余長

しい位置

園1.2 主筋の継手．定着及び余長（その¢

1.図示のない事項は．3.1による

:: =内:；¢
:

'：
位置を示す。

4. Laの薮●は．願l11と て．柱せいの3/4倍以上とする。

(3)

::？z:

1

;b;:：

[
-

./定着及び余長

長

/ I � I 。 4 1,/2, 。 4

ガス圧撞を例として示す

こ二：継手の好ましい位置

園1.3 主筋の継手．定着及び余長（その2)

1. 園示のない事項は．3.1による。
2. — 印は．継手及び余長位置を示す。
3.馘線は．柱内定着の湯合 を示す。
4. Laの戴●は．願Illとして．柱せいの3/4倍以上とする。

(4)連繊基礎及びぺた基篭の湯合の主筋の継手定着及び余長（耐圧スラブがつく湯合を含む）

ガス圧撞を例として示す

ビ：継手の好ましい位置

國1.4 主筋の継手．定着及び余長（その3)

1.図示のない事項は．3.1による。
2. -’' 印は．継手及び余長位置を示す。
3.破緯は．柱内定着の場合 を示す。
4. Laの数値は．廉則として．柱せいの3/4惰以上とする。

2. 1 柱主筋の継手，定着及び余長

(1)柱主筋の縫手及び定着の一般事項

［
 

ド
1

110
0
1·
1

·

c.

.ri
 ·:
n
弐
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［
 

ド
ヨ
急．一．
C-q
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n
gg

I...J u 
�150 �150 

継手 定着

1.柱の四属にある主筋で，重ね織手の湯合及び最上階の柱頭にある湯合には，フックを付ける．

2.麟り合う継手の位置は，欄準仕樺書 （表5.3.3)による。

3. 柱讀定着長さL2が確録できない場合は．構造計算事により必璽長さの111認を行うものとする。
4. 柱躙柱主筋について．梁上嶋主筋との取合いを考慮し．遍切なかぶり厚さを確録する。

園2.1 柱主筋の艦手．定着及び余長

(2)柱IT増し郎

（●)打増し部分に．璽累．スラブ筋事がとりつく湯合は．壁．梁．スラブ筋等の定着長さには．打増し鄭分を含まない。

(b)土に撞する柱属囲の打増しは園2.2による。

図2.2 柱打増し椰

3 かぷり厚さ

2.2 帯筋組立の形及び割付け

①H形

口 口 m []主

（イ） （口） （ハ） （二）

②W-1骸

口 圧l 肛
（イ） (D) （ハ）

⑤SP形 （スパイラル筋） ⑥丸形

言：
と“Kl

゜詈 ® 
（イ） （口）

口 © 
』（イ） （口）

1.H形を楓準とする。

2フック及び接手の 位置は．交互とする。
3．溶撞は．鉄筋の組立曽に行う。
4．溶接する場合の溶接長さLは．同面重ねアーク藩撞 （フレア溶棲）の湯合は5d以上．片薗重ねアーク藩捜

（フレア溶撞）の場合は10d以上とする．
5 SP形において．柱頭及び柱筋の蝙綿は1.5饗以上の添誉 を行う。
6 H形の135・ 曲げフックが困戴な湯合は，1-1形とする。

園2.3 帯筋組立の形

1．柱に取り付く露に段差がある湯合，帯筋の閻罵を1.5P1＠または1.5P2＠とする範囲は，その柱に取り付

くすべての霙を考慮して遍用する。なお，P1@, P2＠は，特記された帯筋の間罵を示す。

図2.4 帯筋の割付け

(1) 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（ア）梁主筋は．原則として．柱 をまたいで引き通すものとし，引き通すことができない場合は． （イ）により柱内に定着

することができる。ただし，やむを得ず梁内に定着する場合は，図3.1による。

戸園3.1 梁主筋の梁内定着

（イ）梁主筋を柱内に折り曲げて定織する場合は次による．

なお定着の方法は．標準仕樺書(5.3.4(5)(,())による。

上纏筋 ：曲げ降ろす。 ' 

下端筋 （ 一般） ：1111剛として曲げ上げる．
下蟻筋（ハンチ付） ：原則として曲げ上げる。

（ウ）段違い累は．園3.2による。

二戸：�し、王；：は

國3.2 段違い梁

(2)ハンチのない湯合の重ね継手，定着及び余長

最上階

1．継手中心位置は次による。
上罐筋：中央1,/2 以内

下蟷筋：柱111より梁せい (D)以上離し．ヽ,/4を加えt-範11111;1内

2.欄準仕樺書(5.3.2(2） （イ））で定めた鉄筋には．フックを付ける。

3. — 印は．纏手及び余長を示す。
4.醸織は．柱内定着の場合 を示す。

5. Laの敷●は．原lllとして．柱せいの3/4倍以上とする。

園3.3 大累の重ね縫手．定着及び余長

(3)ハンチのある湯合の重ね継手．定着及び余長

L2 
L曇

一般贄

箭潟県村上市

1.欄準仕樺書(5.3.2(2)（イ））で定めた鉄筋には．フック を付ける。

2. ー一 印は．編手及び余長を示す。

3. 累内定葦の纏郎下蝙筋が撞近するときは， のように引き通す ことができる。

4.破織は，柱内定着の場合 を示す。
5. Laの敷筐は9 .II(Illとして．柱せいの3/4倍以上とする。

図3.4 ハンチのある大梁の定着及び余長

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
傭ド

図面名称

樟関係共通事項（配筋源準図その1)

織尺

Al: S=l/100 
A3: S•l/200 



3. 2 あばら筋（小梁，片持梁，基礎梁含む）の紺立て形及び割付け等 3.4 小梁主筋の継手．定着及び余長 4 1 壁の配筋 4.4 壁の開口部補強

(1)あばら筋組立の形及びフックの位置 (1) 連続,1ヽ梁の場合 (1) 壁の配筋は表4 1による。

甘□甘て］ 旦 8d

（イ） （口） （ハ） （二）

1. （イ）形を標準とする。ただし．L形梁の場合は． （口）又は （ハ）．T形梁の場合は． （口）～ （二）とすることが
できる。

2.フックの位置は． （イ）の場合は 交互とし． （口）の場合は．L形では スラブの付く側．T形では 交互とする。
なお． （ハ）の場合は床版の付く側 を90

゜
折曲げとする。

図3.5 あばら筋組立の形

(2)あばら筋の割付け
（ア）間隔が一様でハンチのない場合

D 

=e30 P@ =e30 

:iP@ 

I.あばら筋は．柱面の位置から割り付ける。
2.図中P＠は．特記されたあばら筋の間隔を示す。

図3.6 あばら筋の割付け （そのI)

（イ）間隔が一様でハンチがある場合

1.あばら筋は．柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割り付ける。
2.図中P＠は．特記されたあばら筋の間隔を示す。

図3.7 あばら筋の割付け （その2)

（ウ）梁の端部で間隔の異なる場合

］るP®

□ ,。 □

(2) 単独,1ヽ梁の場合

図3 10 小梁主筋の継手，定着及び余長（その1)

表4.1 壁の配筋

穫別 縦筋及び横筋 断面図 Imm) 

Wt2 010-200＠シングル 120[ 

W15A D10-150＠シングル
150 [ 

W15B 010-100＠シングル

W18A 010-200＠ダブル
180[ -

W18B 010--150@ダブル

W20A D10-200＠ダブル
200[ 

W20B 010-150＠ダブル

(1)耐窟壁を除く壁開口部の補強筋は，A形は表4.3, B形は表4.4とする。

表4.3 壁開口部補強筋(A形）

補強筋
壁の種別

縦横 1 斜め

W12, W15 1-D13 I 1--D1 

W18. W20 2-013 --013 

1.あばら筋は，柱面の位置から割り付ける。
2.図中P@, P'＠は ，特記されたあばら筋の間隔を示す。

図3.8 あばら筋の割付け （その3)

平面

工
立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

図3.11 ヽIヽ梁主筋の継手，定着及び余長（その2)

l -＇， 印は，余長位置を示す。
2. 梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合，斜めにしても良い。
3.図示のない事項は，1.3及び3 1に準ずる．
4. L3"を確保できない場合は，標準仕様書(5.3.4(5)（イ））によることができる。

（注） 壁筋の配筋順序は，規定し ない。

(2) 片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表4.2による。

表4.2 片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

種別

KW1 

KW2 

縦筋

横筋

縦筋

KA1 

KA3 

KA2 

KA4 

4. 2 壁の継手及び定着

3.5 片持梁主筋の継手．定着及び余長

(1)先端に小梁のない場合

表4.4 壁開口部補強筋(B形）

補強筋
壁の種別

情12. W15 

縦横

2-0, 

斜め

1-013 

W18. W20 '4--013 2-013 

（2) 壁開口部補強筋の定着長さは図4.3による。

L1 

L1 

L1 

図4 3 壁開口部補強筋の定着長さ

り開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は，補強を省略

することができる。
(4)コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は，構造図による。

(301±を受ける壁の配筋は，構造図による。 4.5 パラペット

(3) 腹筋及び幅止め筋

□
|
]

D
 

一般階

I 15d1余
1

長） 21/3 1 

L［こ］L2

最上階

L』
-

9

-

先端補強筋
2--013 

筋強T

5
 

一

伯
l

-

図4.4 パラペットの配筋

600:.0<900 

甘10 2-010 

900:aD<t, 200 1, 200:aD<l. 500 

1.腹筋に継手を設ける場合の継手長さは，150,,,程度とする。
2. 幅止め筋及び受け用幅止め筋は，D10-1，印嗚程度とする。

図3.9 腹筋及び幅止め筋

1. — 印は，余長位置を示す。
2.先端の折曲げの長さLは，梁せいからかぶり厚さを除いた 長さとす＂゜
3.図時のない事項は，3.1による。

4. Laの数値は，原則として，柱せいの3/4倍以上とする．
5. L3hを確保できない場合は．標準仕様書(5.3.4(5)（イ））にメることができる。

図3.12 片持梁主筋の定着及び余長

(2)先端にヽlヽ梁がある場合

＇ 

I L2 

折下 げ 年＊ げ [ 

小梁外端部 、Iヽ梁運続
水平断面 垂直断面

1.図示のない事項 ，（9）による。

2．先端小梁終:主筋は，片持梁内に水平定着する。

3.先端ヽlヽ梁の 親端は，片持梁の先蟻を貫通する通し 筋としてよい。

図3.13 片持梁主筋の定着

主筋位置ノ 旦

a.P@ 

1．図中のP＠は．特記された 壁筋の間隔を示す。
2. 壁配筋の重ね継手はLt,定着長さは L2とし．鉄筋の継手位置は柱 ・ 梁以外とする。

3. 幅止め筋は．縦横ともD10-1, 000@程度とする。

図4.1 壁の配筋

ー�
／
 

4. 3 壁の交差部及び端部の配筋

継手L1 1..2 
戸三

2--013 

戸- L2 ]L2 

1..2

[

[13 

1..2[ 1--013 可
2-D13

�

-三
3

交差部 （水平断面）

』リ 』リ
1--013 2--013 

端部 （垂直及び水平断面）

2-013 4-D13 

外壁の端部 （垂直及び水平断面）

図4.2 壁の交差部及び端部の配筋

発注者

新潟県 村上市 道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
備考

縮尺

構造関係共通事項（配筋樗準図その2)
Al: S•l/100 
A3: S•l/200 



5. 1 スラブの配筋 /1 5.6 出隅部及び入隅部の補強 5. 8 段差のあるスラブの補強

11)屋根スラブの出隅及び入隅部

表5.1 スラブの配筋

配筋 短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋） 配筋 短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋I
種別 全域 全域 種別 全域 全域

S 1 D13-100@ D13-100@ S 8 010, D13-150@ D10-150@ 

S 2  同上 D13ー150@ S 9 同上 D10-200@ 

S 3 同上 D10. D13-150@ S10 D10. D13-200@ D10, D13-200@ 

S 4 D13-15偵 D13-150@ Sll 同上 D10-200@ 

S 5  同上 D10. D13-150@ S12 同上 D10-25OO 

S 6  同上 010-150@ S13 D10-2DOO 010-200!! 

S) D1D. D13-150@ 010, 013-150@ S14 同上 D10-250(i 

（注） 上端筋．下端筋とも同一配筋とする。

短辺方向
．� 

� 

三

：：：；）

1．配筋の割付け［ま，中央から行い，端部は定められた間隔以下とする．

2．鉄筋の重ね継手長さは．L1とする、＇

3．土間コンクリ ー ト補強筋の配筋及びコンクリ ー ト厚さは．構造図による。

図9.1 スラブの配筋

�
 

匡
択
日
卓

5.2 スラブ筋の定着及び受け筋

5 3 片持スラブの配筋

表5 2 cs形配筋

配筋種別 主筋 配筋種別 主筋

CSl
上 D13-100@ 上 010-200@ 

CS5 
下 D13-200@ 下 D10-400@ 

CS2 I 
上 D13-15D@ 上

CS6 
下 013-3暉 下

CS3 I 
上 D10. D13-150@ 上

CSJ 口下 010, 013-300@ 

CS4 I
上 D10, D13-200@ 

下 D10-200@ 

受け筋
D13（

(
ヽ;a,1, 000

000
)
) D16 9>1, 

配力筋
＼ [_

主

筋／三

L亡

L仁

2-D13 

受け筋(013

-『
(013)

図5.2 スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その1)

（段差あり）

図5 4 片持スラブの配筋 (CSlからCSS)

(2)片持スラブの出隅部

＇ 
-5-010(1-1,500) 

1．補強筋を上下筋の下側に配置する。

図5.8 出隅及び入隅部の補強配筋

D13 

＝し
H;aJOの場合

三/
 

70<Ha.150の場合

1. 150mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。

図5.12 段差のあるスラブの補強配筋

閤屯囁ば』贔
（イ） （口）

一 般スラブの場合

（ハ）

受け筋( D16)

＝
上｝［ロ

耐圧スラブの場合

図5.3 スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その2)

吐口

（段羞なし） （段差あり）

図5.5 片持スラブの配筋 (CS6 及びCS7)

1．先端の折曲げ長さLは，スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

2．スラブに段差のない場合は，主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

5.4 片持スラブの先端に壁が付く場合の配筋

補強筋の定着し＿しー」

1./，こ／＇とする．

出隅部分補強配筋

し
1.1'.al'とする．
2．出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する。

出隅受け部配筋

図5.9 片持スラブ出隅部の補強配筋

ド上
玉玉

:； 
せ

2-ll13 

図5.6 先端に壁が付く場合の配筋

5. 7 スラブの打継ぎの補強等

(1)土1111スラブのIT継ぎ楕強（基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。）

し2

『
品噂D;

[

し2

a

2
 

―

―

―

 

中間部 端部

1．土間コンクリ ー トとは，土に接するスラブのうち，床荷重を直接地盤へ伝違できるものをいい，それ以外は土間スラブと

して，梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝達するものとする。
2.aが3①m以下の場合に限る。

図5.10 打継ぎ補強配筋

(2)土間コンクリ ー トと基礎梁との接合部配筋

2-ll13 

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合
L2 

5. 5 スラブの開口部の補強
中間部 端部

1．土間コンクリ ー トとは，土に接するスラブのうち，床荷重を直接地盤へ伝遣できるものをいい，それ以外は土間スラブと

して，梁及び柱を介して基礎へ荷重を伝遣するものとする。
2.aが300ml以下の場合に限る。

図5.11 土間コンクリ ー トと基礎梁との接合部配筋

昧
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．
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字）本

n, 
2 ）本

1．スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し．隅角部に斜め方向に2-013 ( 1=2L1)シングルを上下筋

の内側に配筋する。
2．スラブ開口の最大径が両方向の鉄筋間隔以下で．鉄筋を緩やかに曲げることにより．開口部を避けて配筋できる湯合は．

補強を省略することができる。
3．スラブ開口の最大径がJOO呵以下の場合に限る。

図5.7 スラブ開口部の補強配筋

発注者 工寧名称

薪品県 村上市 道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事

備考 図面名称

樟饂関係共通事項（配筋標準図その3)

縮尺

Al: S•l/100 
A3: S•l/200 



6. 1 片持スラブ形階段の配筋 6. 2 二辺固定スラブ形階段の配筋 7. 1 梁貫通孔の配筋
表7.3 MIi形配筋

配筋種9l

配筋図

配筋種別

表6.1 片持スラブ形階段の配筋

KAI I KA2 

KA3 · 
I KM 

配筋國

表6.2 二辺園定スラブ形配筋

j
L
 

壁配筋は．4.1(2）による。

2.1111殿主筋は．畳の中心線を越えてから
織に下ろす。

3．スラブ配力筋の縫手及び定着長さは．
欄準仕樺書（表5.3.4)のL3とする。

配筋種別 上靖筋．下蝙筋とも（全箪）

KB1 D13-2磯

KB2 Dl3-I頭

KB3 013-1四

KB4 013, 016-150@ 

KB5 D16-150@ 

KB6 D16-125@ 

KB7 D16-1匹

い

(1)梁貫通孔補強筋の名称等は，図7.1による．
(2)孔の径は，梁せいの1/3以下とし，孔が円形でない湯合はこれの外接円とする。
(3)孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし，梁中央部下端は梁下罐よりD/3 (Dは梁せい）の範囲には設けてはならない。
(4)孔は，柱面から，1J1(剛として，1．50以上雛す。ただし，基罐簗及び壁付帯梁は除く。
(5)孔が並列する湯合の中心間隔は，孔の径の平均値の3倍以上とする。
(6)縦筋及び上下縦筋は，あばら筋の形に配筋する。
(7)補強筋は，主筋の内欄とする。また．鉄筋の定着長さは，図7.2による。
(8)孔の径が梁せいの1/10以下，かつ，150nn未満のものは，鉄筋を纏やかに曲げることにより• Illロ部を避けて配筋できる

湯合は，補強を省略することができる。
(9)溶接金綱の余長は1格子以上とし，突出しは10...以上とする。
(10)溶捜金綱の貫通孔部分には，鉄筋1-13¢のリング筋を取り付ける。

なお，リング筋は，溶撞金綱に4箇所以上溶撞する．
(11)溶接金綱の割付け姶点は，横筋であばら筋の下側とし，縦筋では貫通孔の中心とする。
(12)他の開孔を設けない範囲は図7.3による．

喜旦釦：
夏［三

餌め筋 縦筋

H形

疇□突出し 余長 突合せ鴻撞

剛形及び＂膨

図7.1 梁貫逼孔補彊筋の名称等

｀ D

:筐
貫通孔が円膨の湯合

園7.2 補彊筋の定着長さ 國7.3 他の開孔を設けない範囲

配筋
斜め筋 縦筋 溶接金綱 配筋図

種別

剛1 なし 1, 

叩2-2-ll13 l なし

艤12 2-2--013 

剛3 2-2-013 

璽置鳥H 4-2-ll13 2-2-013 2-6¢-10嗚

剛5 4-2-D16 

請16 4-2--016 

疇4-2-l)13 2-6�-1暉

剛7 4-24)19 

（注） は．一般部分のあばら筋を示す。

7. 3 コンクリ ー トブロック帳壁との取合い

(1)控壁の配筋

壁糧クツ口ブ卜

t
 口

砂

暉2
 
←

 

ン

旦3 ［ 
2-

図6.3 二辺園定スラブ形譜段配筋（その2)

7.2 梁貫逼孔の補強形式

113 I H-013 

H4 1 4-2-D16 

H5 I 4-2-D16 

H6 I 4-2-D19 

H7 I 4-2-022 

臼
2-2-ll13 I 2-2-ll13 I 2-2-ll13 I 匿罷
4-2-ll13 I 2-2-ll13 I 3-2-ll13 I 且国

田 は．一般鄭分のあばら筋を示す。

表7.2 尉じ配筋

配筋 I 纏 溶接金綱 配筋園
種別

Ml I 2-2-013 I 

圃仙なし

"2 4-2-013 

M3 +， 2-D13 

冒置2-6¢ー1磯

114 | 6-2-013 

（注） は．一般部分のあばら筋を示す．

國7.3箆壁の配筋け平．垂直とも）

(2) 帳豊が土間コンクリー ト上に設置される場合の補強

D10

：ここ竺，J-卜の厚さ

800 

國7.4 螢付き土間コンクリー いの補強配筋

表7.1 H形配筋

配筋 鍼め筋 績筋 横筋 上下織筋
種胴

H1 なし

2-2-D13 なし I なし

H2 I 2-2-013 

配筋置l

共a.玉

師島県 村上市 道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
備考

繍尺

構関係共通事項（配筋標準図その4)
Al: S=l/100 
AJ: S=l/200 



備考

木質工事特記仕様書

1. 一般事項 口は適用項目を示すものとする。

(1) 適用範囲
※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材 ・ 木質材料を用いる工事に適用する。
木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

(2) 設計図書
設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

(3) 準拠する図書
設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

「木造住宅工事仕様書」（住宅金融支援機構監修）
「公共建築木造工事標準仕様書平成25年版」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
「木造計画・設計基準平成23年版」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版）」（日本住宅・木材技術センタ ー）
「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版）

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

(4) 設計図書の優先順位
設計図書の優先順位は下記による。

1指示書（現場説明書及び質疑回答書） 2設計図 3特記仕様書 4標準図
(5) 疑義

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。

(6) 製作要領書及び施工計画書の作成・提出
工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

(7) 施工図及びプレカット図の提出
工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック
ァップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

(8) 製作工場・ブレカット工場の選定、承諾
設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を
有した製作工場、ブレカット工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

(9) プレカット部材の品質確保

加工精度や加工効率の確保のため、ブレカットエ湯の管理者は、（一社）中大規模木造ブレカット
技術協会の主催する講習会の修了者とする。

(10) プレカット部材の瑕疵保証

主架構には、中大規模木造プレカット部材瑕癒保証、及び中大規模木造プレカットミス賠償
責任保険（運営 中大規模木造プレカット部材共済会 ） を付与された部材を用いる。

(11) 各種試験・検査報告書の提出
施工者は、各種工事の試験 ・ 検査結果ならびに施工記録を提出する。

2. 材料の品質 口は適用項目を示すものとする。

2 1 木質材料

( 1) 構造用製材
本項の内容は特記無き限り、構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格に準拠する。

口【構造用製材］

部 位 樹種名 強度等級 乾燥処理 保存処理 材面の美観
梁 甲種 n 1~3級または 造作用製材の（記入例） E50 ~Et50で指定 未仕上材015.020. D25 91、 K2 、 93 、 94.E 材面の品質の仕上材 SD15. SD20 の性能区分で指定柱 乙種 1~3級または で指定 基準により指定l,．ヨ�た＊ヽ E50 ~E150で指定

口主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

背割りを行う部材の有無
口有 （背割りを行う場合は、見えがかり部 ・ 相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）
口無

口強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕ロ
や接合部に欠点が当たらないように注意する。

口材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級1級相当とする。

(2) 構造用集成材、構造用単板積層材( LVL)
本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。

口［構造用集成材•LVL】
ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。

品 名 強度等級部 位 樹種名 (LVLの場合は区分） {LVLの湯合は薗1-f性能
複数樹種の場合 同ー等級 、 異等級．対称． E120--f拗

梁 は最外層．中問 非対称．断面の大、中、 などと記戴（記入例） 層を明示し記載 小を記載

材面の品質

1 種3
種

、
よ
2種り示｀ す

(3) 構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルポード、NDF等

使用環境

A. B. C 
で指定

ホルムアルデヒド
放 散 量
F女女女女

等で指定

本項の内容は特記無き限り．合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルポード及び
MDF等の日本工業規格に準拠する。

口【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルポード、MOF等】
単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。

強度等級 板面の品質 接着の租度 ホルムアルデヒド
部 位 (OSBの場合は曲げ性能） （注1) （構造用合板の場合に記入） 寸 法 放 散 量

F女女女女表面および裏
0)

面
で
の
指
品定9 屋外・常時湿潤な湯所は特類 厚さ（記入例） 2級

の基準(A~ 断続的に湿潤な場合は1類 を記載 等で指定

注1 構造用合板の板面の品質は、通常は9級がB-C. 2級がC--0
OSB の場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断 面が平滑であること。

注 2 特注 品の場合は納期に注意する-と(2ヶ月以上）

(4) 丸太•そま角

口【丸太•そま角】
本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

部 位 樹種名 縦振動ヤング係数区分 等 級

Ef150など測定した縦振動ヤング係数 材の品質を1等 、 2等．（記入例）
で定められる区分で示す 3等 、 4等 で示す

2 2 接合具

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。
接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準
めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板．227(JI S G 3302) 電気亜鉛めっき Ep-fe/Zn8/ CM2 とする。

(1) <ぎ、木ネジ

種 類 材 質 径(,m) 長さ(mm) 使用箇所 頭部／胴部形状

口N釘 耐力壁 、 床板 、屋根 皿頭網目付き鉄 JIS G 3532 S●計N ／スムース
口CN釘 鉄 JIS G 3532 S鵬N 耐力壁 、 床板 、屋根 平頭フラット
口ZN釘 鉄 JIS G 3532 S鵬N 補強金物 平頭フラット／,(ープ

平頭フフット及び口s釘 ステンレス JIS G 4309 S\JS304 耐力壁 、 床板｀屋根 網目付き／社-1
口GN釘 鉄 JIS G 3532 S鵬N 石膏ポー ド用 平頭フラット

口

(2) 木質構造用ビス

I� 
製品名 | ●�I 長さ(mm)

I
使用箇所

I
(3) ポルト、ナット、座金

ポルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181 の規格及び付属書JAによる。
種 類 材 質 径(..) 長さ(99) 防錆処理、使用箇所など

口呼び径六角ポルト JJS B 1180 強度区分4.6又は 電気亜鉛めっき
鉄 JIS B 1181 (4.8,4T以上に （ ） 口有効径六角ポルト JIS 8 1051 遍合する炭素鋼

口全ネジポルト ステンレス JIS G 4303 SUS304 生地
口

JIS G 3101 SS400 □ロ電気亜鈴めっき
鉄 JIS G 3138 SNR400B,490B （ ）  口ァンカ ーボルト JIS G 3505 SWRM8~10 

口 JIS 6 3507 1 渾CH8~10
ステンレス JIS G 4303 SUS304 生地

ロ角座金 鉄 JIS G 3131 SPHC 電気亜鉛めっき
SS400 （ ） 

口丸塵金

口
ステンレス JIS G 4303 SUS304 生地

・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと（引張． せん断）に下表により使い分ける。
尚、ポルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ポルト等の座金は、その仕様に準ずる。 （単位llll!)

座金の大きさ ポルト径 8 10 12 16 20 24 

引張を受けるポルト 厚さ 4 5 4 5 6 ， ， 13 
角座金の 一 辺 40 50 60 的 105 125 
丸座金の直径 45 60 70 90 120 140 

せん翫を受けるボルト 厚さ 32 3 2 32 4. 5 6 6 
角座金の 一辺 25 30 35 50 60 70 
丸座金の直径 30 35 岱 48 58 68 

(4)ドリフトピン、ラグ スクリュ ー、木栓
種 類 材 質 径（一） 長さ佃•J 防鯖処理、使用筐所など

JIS G 3101 SS400 

B
電気亜船めっき

口ドリフトピン 鉄 JIS G 3505 S●R●8~12 （ ）  
JIS 6 4051 SlOC 
JIS B 1180 強度区分4.6 口

ロ
電気亜鉛めっき

口ラ

（
グコー

スクチポ
リ
ルュ

ー

ト） 鉄 JJS 8 1051 又は、4. 8 （ ）  
JIS G 3101 SS400 

口＊栓 堅木（樹種 ） 

・ドリフトピンの先端テーパ一部の長さ： 1伽罰以下
・ 木栓はナラ ・ ケヤキ ・ カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものと

先端は、3~511111程度面取りすること。

(5) 接合金物、鋼材

種 類 品 名 短期許容接合耐力 メ ーカ ー等 防鯖処理 、使用箇所など
□溶融亜飴めっき口電気璽鯰めっき口 筋かい耐力壁の
口蕩羅亜鉛め辺口電氣互船めっき接合部

口輝醒めっきEht鷲亜紛めっき

口輝璽鯰め辺口電気亜鯰めっき
口柱頭・柱脚接合部

口漑愚亜紺めっき口電覧亜鯰めっき

□溶融亜沿め北口電気亜船めっき

口溶融亜鯰め丑口電気亘鯰めっき
ロ横架材接合部

m淳融亜紺めっきEl電隻亜飴めっき
口鋼材 口（ ） 
口( ） 口（ ） 
口( ） 口（ ） 
口( ） 口（ ） 

発注者

苛潟県 村上市

(6) 接着剤（接着接合）
ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。

1� 
製品名

I 
使用箇所

I
備 考

I 
3. 耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

(1) 木材の防腐・防蟻処理

木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。
•高耐久材の使用（注．部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）
・ エ湯処理材（注 現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）

保存処理材（性能区分） • K5 K4 K3 K2 K1 
AQ認証保存処理材 1種 2種 3種

・ 現場処理 塗布、吹付、浸漬 （特記無き場合は、処理量 300ml/m2、処理回数・2回）

（注・接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。
給棧水 用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。
処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

使用薬剤 日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

庄用部位 ュ-久材 工場処理材 現場処理
1土台 □ ( ） 口K3 □ ( ） 口 寧ヰ

•柱下部Im □ ( 
ロ；かい下部lm ロ(

．こ木質系面材耐力壁下部lm 口（
・底り □ ( 
暉 口（

） 口K3 D ( 
） 口K3 口(
） 口K3 □ ( 

） 口K3 口(
） 口K3 □ ( 

） 口(
） 口（
＼ □ （ 
) □  （ 
) □  ( 

） 
） 
） 
） 
） 

(2) 土壌処理

口防蟻薬剤による処理 薬剤（ ） 

特記無き湯合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等
以上の効 力を有するものとする。

口防蟻薬剤による処理と同等以上の対策 （ べた基礎 ） 
口土壌処理省略 □北海道 □ 東北 口北陸 口（ ） 
注・処理範囲は．外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺20cm 、東石等の周囲20cm

を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

(3) 耐候処理（塗装） ．劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。

|
罰宦

|
夏品答溶狂署）

|
塗り回数

|
4. 材料品質の検査方法 口は適用項目を示すものとする。

( 1) 構造用製材

現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、
速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に
基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則
全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

検査項目

口含水率測定 口抜き取り（部位： ） 口全数

口ャング率測定 口抜き取り（部位． ） 口 全数

口材種 ・ 等級の確認 □ 抜き取り（部位 ） 口全数

口外観検査 口抜き取り（部位 ） 口全数

口寸法検査 口 抜き取り（部位・ ） 口全数

口 日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は
製造工場の認定書の写しを確認する。

口 含水率測定の時期は、監理者の指示による。
□ ( ） 

・材種・等級は表示を確認し、外観·寸法検査は日本農林規格に準じて行う。
・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は

公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ ー認定品を、動的ヤング係数は
全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的ヤング係数試験は1荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用
する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法 (JIS Z 2101) に準ずる。

•特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。
•特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などのエ湯加工前に）に行う。

し
(2) 構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等

．搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品である
ことを、日本農林規格(JAS) -MDF等の場合は日本工業規格(JIS)一の表示ラペルまたは出荷証明書
で確認すること。

(3) 接合具

・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径令長さ
製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・ 同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。
口木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。

また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

(4) 接合金物

・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状
製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

5 木材の加工

(1) 刻み時の注意

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

(2) 加工寸法の精度

図面表示は仕上がり寸法である。

下記を除き、2 1 木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

許容差に準ずる。＼ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。

材種 □ （ ） 口 ( ） 

構造用製材、構造用集成材、LVL の材長

口 軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合 士10mm 以下

せん断用ポルト穴径 (dはポルト径）

集成材 d+l 0mm (d :aM12) 、d+2.0mm (d.:;M16) 
接合金物等 d+1 0mm (d:a;M12) 、d+1 5mm (d.:;M16) 

ドリフトピン ・ 木栓の木材の穴径• d 士0mm (dはドリフトビン ・ 木栓径）
ドリフトピンの接合金物等の穴径 d+l Omm(d :aM12)、d+l5mm (d.:M16) (dはドリフトピン径

(3) 表面仕上げ

口製材 ( ） 口集成材·LVL ( ) □その他（ ） 

(4)面取り
口柱．（ ) 11111 口梁． （ ） 暉1

(5) 加工状況の検査
口立ち会い検査

口外観検査 口加工寸法検査
口施工者自主検査記録の提出〔 ） 

6. 運搬・建方

(1) 輸送計画

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し
十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

口 輸送計回書の提出 〔 〕

(2) 集積·保管

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。
降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に
よる劉れが発生するため避ける。

口 集積場の確認 〔 ） 

(3) 建方計画

口 建方計画書の提出

アンカーポルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入 ・ 仕分け、地組み｀足場計画、建方、
養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

(4) 施工時の安全性

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する湯合、あるいは
柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に
対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

口 施工時の安全性に対する検討書の提出 口 施工時荷重条件の通知

(5) アンカーポルトの施工

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。
・ アンカーポルトは鉄筋等を用いて絹立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

行う。
・アンカーポルトはダブルナットとする。 口適用除外 ( ） 
•土台の穴あけはコンクリート打設後、ポルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

(6) 建方精度
・ 建方の精度基準は下記による。

口建物の慨れ ． ロ ・:aH/2500+10mn かつ e;:a50mn
口 〔 〕

口梁の水平度 □ e:a L/700+ 5nm かつ e:i15nm 
（節点間のレベル差）更 口 〔 ） 

口建物のわん曲 ： 口 e；；；； L/25“1nm かつ .；；；；25n罰
口 〔 l 

口柱据え付け面の高さ及びアンカーポルトの位置
柱据え付け面の基準高さからの誤差 □ 土3nm以下 ロ〔 - 〕
通り芯からの誤差 ・ ロ士3nm以下 口 〔 ） 
階高 ： ロー 5nm:a△H三＋5nm

□ 〔 〕

・建方精度に不具合が発生した湯合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する．

(7) 施工状況の検査

ロ アンカーポルト施工時の立会い検査
口 施工者自主検査記録の提出〔 ） 

口 地絹み時の立会い検査
口 施工者自主検査記録の提出( J 

口 建方時の立会い検査
口 施工者自主検査記録の提出( ） 

口 建方後の施工状況の検査 l 
口 施工者自主検査記録の提出〔 〕

口 最終確認
工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の
はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は
速やかに監理者に報告し対応策を協議する。
口 施工者自主検査記録の提出〔 l 

下和2年8月20日改訂 一般社団法人中大規模木造プレカット技
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木 造
＇

軸 組 接
1. 一般事項

合 部 標
2. 材料

準 図(1)
3. アンカ ー ボルト 4. 接合 一 般

(1)適用範囲
※本標準図は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる

工事に適用する。
木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

(2)設計図書
設計図書とは本標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答
書を含む）をいう。

(3)準拠する図書
設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

「木造住宅工事仕様書J （住宅金融支援機構監修）
「公共建築木造工事標準仕様書平成25年版」 （国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
「木造計画・設計基準平成23年版」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）
「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版）」（日本住宅・木材技術センタ ー）
「日本工業規格 JIS A3301-2015木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版）

(1)木材及び木質材料
主要構造部に使用する木材・木質材料の 品 質については特記仕様書で指定する。

(2)接合具
, a)＜ぎ

主要構造部に使用する ＜ぎはJIS A 5508で規定される鉄丸くぎ(N釘）または
太め鉄丸くぎ (CN釘）または溶融亜鉛メッキ太め鉄丸くぎ(ZN釘）または
ステンレス鋼釘(S釘）またはせっこうポ ー ド用くぎ(GN釘）を用いる。

b)木質構造用ビス
主要構造部に使用する湯合は構造上必要な剛性・耐カ・靭性が確保されるものを
選定することとし、造作用のビス（コ ーススレッド等）を用いてはならない。
使用箇所・呼び径・呼び長さ等については特記仕様書で指定する。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

(4)設計図書の優先順位
設計図書の優先順位は下記による。
1. 指示書（現場説明書及び質疑回答書）
2. 設計図
3.特記仕様書
4. 本標準図

(5)疑養
疑鶉を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理
方法について協議する。

(6) 製作蔓領書及び施工計画書の作成・提出
工事に先立ち、 製作要領書や施工計國書を作成し、監理者の承諾を受ける。

(7)施工図及びプレカット図の提出
工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて
接合部のモックアップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、
プレカット図を施工図と位置づける。

(8) 製作工場の選定、承諾
設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設傭を儘え、かつ
自主管理能力を有した 製作工場及び＊エ技能者を選定し、監理者の承諾を受ける

(9)各種試験・検査輻告書の提出
施工者は ． 各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

(10)接合工法
本欄準図に示す構造耐力上主要な柱及び梁の接合方法は、下記による。

・継手仕口による在来工法
・梁受け金物、及びホゾパイプ等による金物工法

なお、上記の方法はひとつの建物で混用して構わない。
また、本標準図は在来接合工法のみについて記載しており、金物工法を用いる
場合は、金物工法用の標準図を本標準図に追加して用いること。
本欄準図で指定していない金物に変更する場合は、監理者の承認を得ること。

( 11)加工部材に関する留意事項
本標準図で扱う 一 般的な在来ブレカット工場で加工可能な範囲は以下による。

・梁：部材断面が幅90冒m~150m●、梁成が幅と同寸～450m置、及び材長6m以下
．柱：90角～150角の正方形断面、長さ6m以下

これらを超える場合は ． 一般プレカット工場では加工できない為、任意形状の
加工が可能な加工機を有する工場を選定すること。

C)ポルト・ナット・座金

1)主要構造部に使用するポルト及びナットについては以下による。

・ポルトはJIS B 1051 ．ナットはJIS B 1052 に規定される機械的性質を満たす
炭素鋼

・公益財団法人日本住宅・木材技術センタ ー規格に準じた金物に使用するボルト
及びナット

[ zマ ーク表示金物】
【Dマ ーク表示金物】
【Sマ ーク表示金物］

•上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験成績
書を取得して、耐力が明示された金物に使用するポルト及びナット

2)主要構造部に使用するポルト・ナットのねじはJ!S60205に示すメ ー トル並目
ねじとし、構造上主要な部分にはM12以上を用いる。

3)ポルト及びナットを用いて木材及び接合金物を緊結する場合に！よ遍切な寸法
と厚みのある座金を用いる。

※ポルト・ナット及び座金の使用部位、種類、材質、寸法、表面処理について
は特記仕様書で指定する。

d)ドリフトピン・ラグスクリュ ー

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐カ・靭性が確保されるものを
選定することとする。使用箇所・材質・呼び径・呼び長さ等については特記仕様
書で指定する。

e)木栓・木ダポ
主要構造部に使用する場合は所定の強度が確保できる樹種を指定する。
樹種·径等については、特記仕様書で指定する。
節·目切れ等の耐力上の欠点のないものとする。

(3)接合金物
a)規格金物

構造材の接合に用いる接合金物の規格は以下による。
• JIS A 5531 :木構造用金物

・公益財団法人日本住宅 ・ 木材技術センター による規格に準じた金物；
Zマ ーク表示金物 、又はCマ ーク表示金物

・同等認定金物； Dマ ーク表示金物
・性能認定金物： Sマ ーク表示金物

上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験評価
機関で試験成績書を取得して基準耐力が明示された金物を、規格金物として
使用できる。
使用部位と金物の名称、材質、その他については特記仕様書で指定する。

b)製作金物
製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・ 表面処理等については、

特記仕様書及び設計図による。

※共通事項
・アンカーポルト及び座金の品質と性能、表面処理等は、特記仕様書による。

(1)土台固定用アンカ ーポルト
a)．アンカ ーポルトの埋設位置； アンカ ーポルトの埋設位置は以下による。

-1．耐力壁（筋交い ． 合板仕様共通）の下部：
耐力壁（筋交い．合板仕様共通）の下部は、その両端の柱の下部に近接した
位置（柱芯より200mm内外）とする。

土台

引張金物専用
アンカ ー ホルト

M16以上
埋込み長さ� 360 nm 

△基礎天罐

男木

アンカ ー ポルト
※J型及びL型アンカ ーポルトを用いる

場合の必甍埋込み長さを示す．

-2 ．土台切れの端部及び、土台の継手仕口；
土台切れの端部及び、土台の継手仕口では、男木の蝙部に設ける。
当該部分が出隅の場合は、出来る限り柱に近接させた位置とする。

仕口の場合

（見下げ）

200程度

(4)接着剤
原則として、構造計算による応力の検定に現場接着による接着剤の耐力は算入 1 (2)引張金物専用アンカ ーポルト
しない。但し、たわみや振動等に対する剛性確保のために接着剤の効果を見込む
場合はこの限りではない。
建築現場で用いる接着剤の名称・材質・使用環境等については特記仕様書による

-3.その他；

女木

土台

女木

〇下げ）

△基礎天端

※J型及びL型アンカ ーポルトを用いる
場合の必要埋込み長さを示す．

土台切れの場合（柱謄ち収まり等）

アンカ ーボルト l 
ーニ

ー

旦I （見下’

旦し

］
梨品

上記以外では、2. Om以内の間隔で設ける。

a)．引張金物専用アンカ ーポルトの径
引張金物専用アンカ ーポルトの呼び径は、"16以上とする。

(1)釘接合
·釘の長さは材厚の2. 5倍以上とする。

・面材 表面に対し、釘頭がめり込んではならない。
・ 自動釘打ち機を使用する場合は、圧力を適切に調整するか、弱めの圧力で打込ん

だうえに手で打込んで仕上げる等により、釘頭のめり込みを防ぐ。
・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。
•木口面に打たれた釘は、引抜き方向に抵抗させることはできない。

(2)木質構造用ビス接合
•木口面に打たれた木質構造用ビスは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；
比重が 0.5以上の樹種・・・・呼び径の 60~75 % 

上記以外の樹種 ・・・・・・呼び径の40~70 % 
※先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。

(3)ポルト接合
．締付けに先立ち、ポルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

ことを確認する。
・ポルトの締め付けは、座金等が木材に軽くめり込む程度とし、過度に締付けない
・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから2山以上突き出ていることを

確認する。但し、座掘り座金等、ナットと座金が一体になって土台に埋込まれる
タイプのものについては、メ ーカ ーの使用条件による。

・引張力を負担する構造上主要な箇所のポルトで、設計図書で指定する部位のもの
については、ダブルナット等、弛み止め等の適切な処置を行う。

(4)ラグスクリュ ー接合
｀座金の厚さと大きさは、同じ胴径のポルト接合部における規定値を用いる。

・締付けに先立ち、ラグスクリュ ー の長さ｀材質、呼び径、座金等が施工箇所に遍
していることを確認する。

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；
比重が 0.5以上の樹種・・・・呼び径の 60~75 % 

上記以外の樹種 ， ．．．．・・ 呼び径の40~70 % 

※先孔の深さは、ネジ部の長さと同寸以上とする。
・ラグスクリュ ーの挿入は、スパナやインパクトレンチ等を用い、必ず回転させて

行う。ハンマ ー等での叩き込みによる挿入を行ってはならない。
• 一 度ねじ込んだラグスクリュ ーは、抜き直して再びねじ込むことは避ける。

・鋼板を側材に用いる場合のラグスクリュ ーは、切削ネジタイプとし、転造
ネジタイプを用いてはならない。また、鋼板の孔径は以下のとおりとする。

・呼び径 "12以下； ＋1. 0mm 

・呼び径116以上； ＋1. 5mm 

(5) ドリフトビン接合
・ ド リフトピンは、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。
・ ドリフトビンは、原則として、集成材やLVL等の寸法安定性の寓い木質材料に

用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はKD材とする。
・施工に際しては、孔に対しテ ーパ ーのある側を先端にして打込み、無l!I!な打撃を

加えてはならない。

(6)木栓接合
•木栓は、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・木栓は、原則として、集成材やLVL等の寸法安定性の高い木質材料に用いる
ものとし、止むを得ず製材に用いる場合はKD材とする。

・施工に際しては、木栓を孔に対し打込む時に、折れ曲がりや割れ、頭部の潰れ等
が生じないよう注意し、無理な打撃を加えてはならない。

・木栓は湿気の少ない場所で保管し、現場においても水に濡れないよう注意する。

(7)グルー ドインロッド接合
・グルー ドインロッド接合とは、軸組部材の木口に先孔を開け、鋼棒等を挿入して

樹脂接着剤等を注入・ 充填させることにより、接着剤の付着抵抗と鋼棒等の引張
によって、応力を伝達する接合をいう。

・グルードインロッド接合は、原則として、集成材やLVL等の寸法安定性の高い
木質材料に用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はKD材とする。

・施工に際しては、所定の適用範囲や材料、手順、接着剤の使用環境、養生方法等
を遵守して適正に行う。

(5)防腐防蟻処理及び耐候処理
防腐防蟻処理及び耐候処理（塗装）は特記仕様書で指定する。
土台及び外壁 の地盤面からlm以下の構造材については適切な防腐防蟻処理を行うI•

適切な防腐防蟻処理については特記仕様書で指定する。

b)．引張金物専用アンカ＿ポルトの基礎への埋込み長さ
引張金物専用のアンカ ーボルトの基礎コンクリ ー トヘの埋込み長さは、
J型アンカ＿ポルトを用いる場合は、360 mm 以上とする。その他の

アンカ ーポルトを用いる場合は、引張金物の耐力を満た埋込み長さとする。

平成27年9月15日発行 一般社団法人 中大規模木造プレカット技術協会
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男琺者

苛潟県村上市

工事名称

道の駅「朝日」 （地城振興施設）建築工事

1111面名称 繍尺

木造軸組桜合部標準図(1)
Al: S=1/100 

A3: S=l/200 



木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図(2)

5. 軸組標準接合部
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(2)標準的な継手仕口 (mm)

A柱 ー 横架材仕口；一 般部（土台共通 ）

！柱+— -＿崎今 ーヤ
三旦旦

． ， 横架材（土台 ． 梁）

B柱 ー 横架材仕口；出p 部（土台共通 ） h :ホゾ長さ 口短ホゾ45~60 mm 

＇柱 横架材（土台，梁） 口長ホゾ 90 mm 

口上記以外( ) "＂ 

ii:;35 

ol:;35 

C通柱一横架材仕口：胴差し

舟疇
二大入れ

22~27 

h ;ホゾ長さ 口短ホゾ45~60 mm 
口長ホゾ ，90 mm 

口上記以外( ) mm 

C通柱ー横架材仕口；桁差し
※材せい150叫以下かつ、上階からの柱や

阻む胚受けないとき1::J'Iむること。

舟呻疇—+
横架材

ホゾ

h1 = H-5
1

程度

※胴差しで通し こ取り付く方向は2方向までとする。

ホゾ

D大梁ー小梁仕口：蟻仕口

（見下げ ） ！ 

※Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

※小梁せいが大梁せいより大きい場合；
小梁せいが大梁せいより大きい場合には、
柱持たせのおさまりとしなければならない。（下図参照）

（見下げ） ！ （女委）
梁

�1 

※斜め蟻の 場合；

E梁 一 梁i手；腰掛鎌継

F梁ー甲乙梁仕口；大入れ

（見下げ） ！ 

b=15n1111(BX1/4)※最大

坦 ＃ 

1 � 
＾＇ 

※
― 仁」

※梁からこぽれないよう注意

118.:; ,j忍木）

※柱持たせの 柱幅は、大梁の幅と同寸以上とする。

．．．． 
＼ ．  

大梁 ↑ 

（見下げ） ：＇、
〗

全 ．J0
° 

※0
゜ こ26.6

i �・／ （※特 殊 加 工 機対応）

丁\660 15

全

※材せ

H1 ii:; H2 とする。

h = H2x (2/3)程度

| |曰

〗 ::c:［応叶 hこHX1/4 | 
※甲乙梁下端～梁下靖までの寸法は、梁せいの

1/4以上確保すること。 （h,;:;Hx 1/4) 

G梁 一 梁仕口；逆蟻仕口 ※バルコニ等 の先端に架け る梁 に 用 いる 。

二こに已〗
h2 = 55nm以上．h1-25nm程度以下

※H は大梁と小梁の重なり寸法を示す。
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（見下げ）

1 そ の他；まぐさ欠き

＃ 

※筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。

kその他；垂木欠き

L斜め胴差し M斜め桁差し

Jその他；間柱欠き

横架材

(3)特殊加工機を用いた標準的な継手仕口 (nm) 

特殊加工機を用いることにより対応が可能な編手仕口 の一例を、本節に示す。
特殊加工機を用いた繕手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。
特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コスト が増すので注意すること。

柱

柱

※L,M ともに、梁幅が柱か らこぼれない範囲で用 い、柱断面を調整して使用すること。

※L,Mともに、柱梁の緊結には引きポルトの代わりにコーナー 金物を 横使 い とする。

使用するコ ーナー 金物は、羽子板同等以上の引張耐力を有するものとする。

〇登り胴差し P登り桁差し

ホゾ

Q登り斜めホゾ R登り座付きホゾ

ホゾ ホゾ

柱 I 柱 I

9渡り顎 X登り梁濃り顎

ロ
（ 4)継手・仕口の補強金物
・耐力壁枠柱 の柱脚・柱頭においては、 耐力壁 による引抜力を計算し、引抜力以上

の耐力を保有する接合金物を使用すること。
•上記以外の柱脚接合部には、5. 1KN以上の引張耐力を保有する接合金物（平12建告

1460号表3に 対 応する表符号の
”

は
”

相当以上 ）を使用すること。

（梁ー梁 接合部）
•水平構面の外周部横架材接合部

においては、床水平構面による
引抜力を計算し、引抜力以上の
耐力を保有する接合金物を使用
する こと。

•上 記以外の接合部には、7.5KN 

以上の引張耐力を保有する接合
金物を使用すること。 （右図参照）

（小梁端部接合部）
・小梁端部接合においては、

地震力によって 外れ落ちる
ことのないよう、最低3. OkN 
以上の引張耐力を保有する
接合金物で 緊 結する こ と。

v 方杖 一 柱仕ロ

＼ 
〇�11.3 ° 
^ l : 

山形プレー ト等
※平12建告1460号表3

（は）相当以上の接合金物

横架材（土台．梁）

短冊金物ビス又はポルト留め

短期基準引張耐力7. 5kN以上

ー：

両引きポルト
．角座金

輿書

師贔県村上市
偏考

・化麓おさまりの湯合

平成30 年 4月5日改訂 一般社団法人 中大規模木造プレカット技術協会

工事名称

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事 「
iii

:-009

織尺

Al: 5=1/100 
A3: 5=1/200 

図面名称

木造軸組裟合部標準図(2)



木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図(3)
6. 面材耐力壁

6. 1共通事項
各部仕口形状は、 (3)高耐力仕様構造用合板張り耐力壁を除き、木造軸組接合部標準図（2) 5．軸組標準接合部に準ずる。
面材張り耐力壁の面材に対する釘頭のめり込みは、面材厚の10％未満かつ1mmを限度とする。左記を超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること。
耐力壁の土台と基礎との間は、無収縮モルタル又は十分な耐久力を持つスペーサー材を挿入し隙間を埋めること。
柱の有効細長比（断面の最小二次率半径に対する座屈長さの比）は、150以下とすること。

6.2面材耐力壁の仕様
(1) 昭 56建告1100号に準じた耐力壁

a．面材張り大壁仕様耐力壁
※入隅部等で受け材を用いて面材を張った湯合の

壁倍率は、真壁仕様の数値を適用するここ Ill 
梁

（注） （単位）11111

面材種類：構造用パー ティクルボ ー ド、構造用MDF、構造用合板、構造用パネル(OSB)

b．受け材付き真壁仕様耐力壁
p @） 

C 
• • • : 6nm以上

· © 
•I氾

③ |
• B 喝 且

工 ® ® 

：v® 1: 
・

ロ
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: © 

土台 · 「1， 
'

D 

ご

謬

三
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a4
下
3また

は

伍

®各
階

の柱頭柱脚部
1 ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する

金物を 使用する
まぐさ欠きに15呻大入れの上、2-N75斜め釘打ち

間柱欠きに6~1如⇒こ入れの上、2-N75斜め釘打ち

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカ ーポルト：
"12以上のアンカ ーポルト を耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200nm内外）に
1本ずつ設ける

〕
床合板

土台又は横架材

床合板勝ち受け材要領図
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1 ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する
金物を使用する
突き付けの上、2憎75斜め釘打ち

突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカ ーポルト：
M12以上のアンカ ーポルトを耐力壁両蝙の柱近接位置（柱芯から2叩暉内外）に
1 本 ずつ設ける
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a-2. 標準仕様大壁耐力壁
面材および 構造用パーティクルポー ドt=9暉、構造用叩F t=9m 

①壁倍率

”” 

I 構造用合板t=9IAI以上、構造用パネル(OSB) t=9m以上
a-1.（高倍 率仕様）に同じ

2)各部仕口形状及び性能
®®©® | a-1. （高倍率仕様）に同じ

壁倍率：2.5
• • • 2.5倍

・・・2.5倍

® 

b-2. 標準仕様真壁耐力壁

三:::;；：；:：芯;:：こ？し二
②®④⑤@ I b -1.（寓倍率仕様）に同じ

2)各部仕口形状及び性能
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一般部 補強金物付近

一
6.3その他の耐力壁

・木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2017年版）の詳繍計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定に準拠することとし、釘 ピッチ配列等の仕様については設計図による。
・指定性能評価機麗またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については試験成績書の仕様に準拠することとする。
・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること。

令和4年6月1日改訂 一般社団法人 中大規模木造プレカット技術協会

発者 工事名称

禁烏県村上市 道の駅「朝日」 （地域振興施設）建第丁事
債 図面名称 織尺

木造軸組按合部標準図(3)
Al: 5•1/100 

A3: S=1/200 



木 造 軸 組 接 合 部 標 準
6B． 昭5 6建告第1100号第1第一号に基づく面材張り大壁耐力壁納まり図

く共通事項＞

・面材は、9m叫以上を標準とする。
・ 梁仕口部及び柱頭柱脚部の接合金物は、木追軸絹接合部標準図(2)を参照すること。
・間柱 ・ 受材 ・ 筋違等構透に関わる羽柄材の品質については�未乾燥材および皮付き材は不可とし、四面ビン角、ねじれ、反りの無い物とすることを原則とする。
・ 釘ピッチの基準は伎用釘本数を満たしている必要がある。記戴のピッチは「辺の長さ＋ピッチ＋ 1本」と饒むこととする。

1. 直交梁との取り合い
□ |B ：合板端欠 I

図 (3 A) 
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|B-2 ：合板端欠 I
※a （梁と直交梁の差）が規定の釘ピッチを超える場合

ii 

中一

・ 開口直下 の梁への問柱欠きは、原則行わない事。
・間柱（受材）を梁等へ留め付ける湯合、釘及び木質構造用ビスの長さは、受け材厚さの2. 5倍以上を標準とする。

受け材厚30mmの場合は、N75、CN75 以上
受け材厚45mm（耐力壁：水平力のみを負担する場合）は、N90、CN90（真壁の受け材留め付けと合わせる）以上
受け材厚45mm（水平構面：船直力と水平力を負担する場合）は、Nl 15、木質構造用ビスL110 以上

2. 勾配屋根の納まり
区五

3. 受材 ・ 間柱勝ち負けルー ル
| A：枠無し1 | B：枠有り I

4. 面材相互あきのルー ル

| A：上下面材あき I

どは
丑 1 柱 1:?7_

凰: I 柱 1;；；
| B：間柱取付面材あき I

息

梁

■ぶ閤ゴ后‘
3
て1;

/ ／ 

5. 入隅時納めおよび
枠材用ホ ー ルダウン納め

| D：耐力壁内に直交梁が在るとき I
※好ましくない納まり 璽茎

＿
ち

釘二

※（株）タナカ 枠材用ホ＿ルダウンHi 員．L (30, 45) 
※（株）カネシン 枠材用フレックスホールダウン

枠材厚45nnまで

6. 

梁 梁

床勝面材との取り合い
1

口

入1

| A：面材受材納まり I
桂

| B：床面材・スペーサー納まり I

X断面

土台

Y断面

，:芦二‘:9,‘,;，：

7. 

8. 

「
120

耐力壁

水平構面
区 150以下

「

ロ下野部分の納まり

□
国 耐力壁

丁

＝＝

］［

|B ：中桟仕様 I 

150以下

柱

2-
/戸!］ 、母屋受 ，． 

梁 梁

※水平構面を設置する前に耐力壁を施工する事を原則とする。

IB-2 ：垂木受仕様 I

旦
垂木受
N90@150 
干鳥打ち

150以下 梁 10以上r → | I n ' '  
9....! l�- - - - - - - - ·- - - - - - - - ·- - - - - - -• 

10以上げ2.5以上

22. 5以上

構造用面材

T

認～～

T
四9 .zu＿一
T
no-

T
器
l

如
ぶ
＃
L

闇柱

i

1�三L�

中桟

9. 小屋筋交い

| A:2倍耐力壁仕様 l

[ B: 4倍耐力壁仕様

二

※下耐力壁線の平均倍率が2倍以下まで．
それ以上の湯合は下耐力壁をヽJヽ屋耐力壁まで彊り上げる

筋違いプ1r-ト
引張金物
lOkN以上

※耐力壁内桟
仕様を参罵

※下耐力壁線の平均倍率が4倍以下まで。
それ以上の場合は下耐力壁をヽJヽ屋耐力壁まで張り上げる

柱

1 0. 段差
|A ：段差（梁内） I 

木質,,.皿m�＾ッし— 9,"←ょ —

@150干烏打ち g 
木質構造用

@150干鳥打ち
゜

|B ：跳ね出し梁 I 
受材 ．一―----------9

易I 

身琺者

平成30年4月5日改訂

工事名称

一般社団法人

菊湘馬県 村上市

中大規模木造プレカット技術協会

園面養号

S-01 1 
偏i考

置liii名称

木造軸組接合部標準固(3A)

道の駅「朝日」 （地域振興施設）遵竿T事

縮尺
Al: S•l/100 

A3: S•l/200 



木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図 (3 B) 

1.令46条に定められた仕様に準じ，かつ実験で性能が確認された筋かい耐力壁(PWA推奨仕様筋かい耐力壁）
A二つ割：45x 120の構造用製材の筋かいたすき掛け＿壁倍率：4.0 B. 二つ割：45x90の構造用製材の筋かいたすき掛け＿壁倍率：4.0 C.柱同寸：柱と同寸の構造用製材の筋かいたすき掛け＿壁倍率：5.0
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団

①柱：105x105，または12ox120以上．※E65以上のヤング係数を有する襲材または集成材とすること。 0) 柱：12ox120以上 ※E65以上のヤング係数を有する製材または集成材とすること。

®土台：105x105，または12ox120 ※樹種はスギ，スプルース等、比重の低いものを除く。 Q) 土台：120x120以上 ※楕種はスギ，スブル ース等、比重の低いものを除く

①横架材：梁幅柱寸法と同寸以上，梁せい＿180以上，かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする． G）横架材：梁幅＿柱寸法と同寸以上，梁せい＿180以上，かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする．

④筋かい：45x120以上 ④中間横架材：梁饂柱寸法と同寸以上，梁せい＿180以上

E70相当以上のヤング係数を有する材とすること。 G) 筋かい：45x90以上 ※E70相当以上のヤング係数を有する材とすること。

※節 ・ 目切れの少ないものを用いること。 ※節 ・ 目切れの少ないものを用いること。

筋交い靖部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、叩輝程度とする． 筋かい靖部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、80nm程度とする．

⑤間柱：45x105，または45X120以上
ド/可

④間柱：45x120以上

金物例示仕様 ＊質構造用ねじ¢6-l100
（片iii2本x胃園．lt·4本）

④ 筋かい金物：柱梁3点留めフラットタイブ

ヘキサプレートSDまたは2倍筋かいくブレイン＞ （タナカ）、

DP-�ジャステンプレート (BXカネシン）、

ターミネイションプレー ト（カナイ）同等以上

® 柱頭 ・ 柱脚金物：※計算によって求めた必要な耐力を有すること。

® 筋かい—間柱接合；木質構造用ねじが6, LlOO（片面2本X両面、計4本）

xポイントビス_DXP6100 （若井産業）

パネリ ー ドn+.J'6x100 ll+（シネジック）

® 土台固定用アンカーポルト：M12

④ 間柱端部接合 2-N75釘 ※斜め打ち

（ア詳繍図参照）

ア詳細図

金物例示仕様 イ詳細図
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④ 筋かい金物：柱梁3点留めフラットタイブ

ヘキサブレー トSDまたは 2倍筋かいくブレイン＞ （タナカ）、

DP-2ジャステンブレート (BXカネシン）、ターミネイションブレート （カナイ）同等以上

® 柱頭 ・ 柱脚金物：※計算によって求めた必要な耐力を有すること。

① 筋かい—間柱接合：木質構造用ねじ¢6, LlOO（片面2*X両面、計4本） （ア詳細図参照）

＠） 中間横架材端部梁受金物：金物工法用梁受け金物 ※__h105用を梁せいの中心に

取

付 （イ詳細図参照）

叫10（タツミ）、PS--lOSU(BJ(カネシン）、副—90（タナカ） 同等以上

（短期耐力：

引

張ー8 . 0kN以上，せん断および逆せん断ふ5kN以上）

⑤ 柱基礎直結

型

柱脚金物：PS翌120角用 (BXカネシン）

® 土台固定用アンカーポルト：M12 @） 間柱端部接合2-N75釘 ※斜め打ち
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D.柱同寸：柱と同寸の構造用製材の筋かいたすき掛け＿壁倍率：5.0
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①柱：120x120以上 ※E65以上のヤング係数を有する製材または集成材とすること。

①柱：1 05x105． または120x120以上．※E65以上のヤング係数を有する製材または集成材とすること。 ＠）土台：120x120以上 ※樹種はスギ．スプルース等、比重の低いものを除く。

＠）土台：105x1 05． または12ox120 ※樹種はスギ．スプルース等、比重の低いものを除く。 G) 横架材：梁幅一柱寸法と同寸以上．梁せい＿180以上．かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする．

①横架材：梁楓柱寸法と同寸以上． 梁せい＿180以上．かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする． G) 中間横架材：梁幅一柱寸法と同寸以上．梁せい＿180以上

④筋かい：105x105． または12ox120以上 ※E65以上のヤング係数を有する材とすること。 G) 筋かい：120x120以上 ※E65以上のヤング係数を有する材とすること。

※節 ・ 目切れの少ないものを用いること。 ※節・目切れの少ないものを用いること。

筋かい蜻部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、如皿程度とする． 筋かい蟷部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、100ml程度とする．
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木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図 (4) 
7. 水平構面 （注） （単位)nm

7. 3 JISA3301仕様高耐力水平構面

(1) 2階床水平構面の条件及び仕様
桓期許唇せん断耐力

14. lkN/m 

7. 1共通事項

•各郁仕口形状は、 (3)寓耐力仕様屋根·床水平構面を餘き、木造軸組接合部榎準図（2) 5 ． 軸組標準接合部に準ずる。
・木造軸組み工法住宅の許容応力度設計(2008年）の詳繍計算法による水平構面については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。
：指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機農で成績書を取得して耐力が明示された水平構酉については試験成績書の仕様に準拠ずることとする。

7. 2水平構面の仕様

(1)＊追軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた床構面

(a)日の字釘打ち （b) JII 11)字釘打ち
饉糊許唇せん断耐力 饉期許容せん斯耐力

7. 84kN/m. 3. 53kN/m 

3 

1)各部材料および 、寸法
①面材：構造用合板t=24mm~ 30mm横架材に直貼
②甲乙梁：幅45霞m以上xせい45mm以上・梁及び甲乙梁の間隔1000m璽以下

※合板は 、 横架材に対し 2)各部仕口形状及び性能

／
配置

且呈：晋且且菩翌罪：

［［し汽

告示i1カ壁ー床納まり
大壁合根耐力壁 一床構面

（壁島）
真壁合飯耐力璧 ー床構面

（壁層）

⑦

④
 

撓み等に注意する事

筋違耐力壁 一床構面
（筋違謄）

認定仕様例示）日合遍(JP川A)仕様耐力壁 ー麻謄納まり

盃：a：り品i孔り9 塁茎畠饗日森t註"
筋違金物による床層ち納まり

会社名
(W呻）

匿定番号（

(2)屋根水平構面の条件及び仕様
植備許容せん断耐力

甘： ！出}�:｛含塁g 臣 ;;{5:}
四：面材

①

②

®

®

⑧

©

⑨

⑦

④

を150 mmピッチの二列打ちとして留め付ける

(2)＊遣軸籠工法住宅の許喜応力度設計に準じた量根構面

(a)登梁一厚合板
僅揚許容せん断葡力
7. 84kN／●（勾配薗に対して）

｛b)垂木一合板
饉備許唇せん断耐力
1.96kN/"（勾配面に対して）

可＂布らよび寸法
面材：構造用合板t=24●m~30m冒横架材に直貼
登梁：幅105一以上Xせい105m■以上 間隔1000●m以下
甲乙梁：幅45mm以上xせい45m■以上 間隔1000"層以下

小屋耐力壁：15m●以上X90一以上
（端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合）

2)各部仕口形状及び性能
®各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる

引張力を上回る耐力の金物を使用する
⑧構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には

甲乙梁を設ける
©耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるようヽJヽ
屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

三
転び止め

⑦ 

9璽m~15m■（横置）
せい45m國～90mm@500M冒以下
上X9011111以上
0号の筋違酎力壁の接合）
■m程度

下
力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう/Jヽ
屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

I! の上面に対してN75釘2本打ち

ひねり金物

口
／

／ 

3
-
5

①

②

®

④
 

―

―

 

――
 

―

―

 

――
 

貫通孔
梁貫通孔の条件及び仕様

ュ[

大貫通孔を設ける
ことができる範囲

梁の上下面に小貫通孔を
設けることのできる範囲

（大貫通孔は不可）

塁

悶
® 

⑤ 

© 

⑦ 

④ 

ねじ部長さ50以上）
1
本を斜め打ちとする

⑨ 
干鳥打ちとして留め付ける

8.2 耐力壁貫通孔
(1）ヽJヽ開口付耐力壁：木造軸絹工法住宅の許容応力度設計(2008年版），

※壁倍率7倍までの孔開けル ー ル
剛性・耐力に影響しない面材耐力壁の小開口の設け方

9 -‘―• -‘―ァ

に ’-，!-'-ぶ

I P/3 
I 
P/3 

I 
P/3 | 

！ 横架材 A 

□
s:

本

／

止

標
／

芸

g。
1仕様

:

c

i
]

［ 

面材厚：t

令和2年 2月17 日改訂

:r:事名称

一般社団法人

菊潟県村上市

§- - l『

〗[9
斜め打ち
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中大規模木造プレカット技術協会
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木造軸組接合部標準図(4)

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
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木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図 (5) 

1 0. 妻構面

平屋建物の妻構面の標準架構（耐風仕様）

( 1)共通事項及びキ ー フレ ー ム
・無開口または小開口（開口幅�2P )有の場合 （叩1)

＃
⇒
噸

9
9

9
9

9
 

#
1
蝦

B>----t/
2P I 2P 4P程度

・大開口（開口幅＞2P)有の場合

| F.／-

所し賓／
）

1 2 P | 2 P 
I 

※1 pは柱—柱間の1モデュール寸法を示し． 面材耐力壁に
用いる構造用合板の1枚分の短辺幅を檬準とする。

但し． 面材耐力壁のとき．P,?; Hw/5.0(m) 

筋交耐力壁のとき． p ,?; H胄／3.5 (m)
H胄� 6.0 (m) 

··-··-··-·· 

0
0
0'
8

VI
H
 

o
S _

a9

VI

三
H

• - , .. ＼ ` 、

(2)継手仕口

•一般部

A. 登り梁一 柱風接合部

・↓せい；120~150のとき

•土台勝 ち：ホゾ差しの場合

※ ホゾの種類； 口短ホゾロ長ホゾ

I 
口左記以外（ ） 

［ 
,;; 8,000 

・妻構面の耐風柱の最寓寓さは、基礎立上り天端から、8m以下を標準とする。
・妻構面の柱 幅は120以上．柱成は以下の寸法以上 とし、構造計算によ り安全であることを

確認する。

柱長さ―Le:;; 8, 000 (mm)；柱せいーDcie:210(mm)
;:. 7, OOO(mm)： ie:180(mm) 
:ia6, OOO(mm)； ie:150(mm) 
:ia5, OOO(mm)； �120(mm) 

・妻構面の柱は2Pごとに、基礎から登り梁までの通し柱とする。但し、棟を挟んで4P程度の
範囲は、1p ごとに通し柱とする。

・妻構面に設けたヽJヽ開口（幅2P以内）の両脇の柱は、登り梁 下端まで 通し柱とする。
・妻構面に設ける大開口（幅2P超）の長さは、8m以下を欄準とする。
・妻構面に設けた大開口の両脇 には大開口脇耐風柱を｀上部には耐風梁を設ける。

また、垂壁支持梁を耐風梁の 上部に設け 、耐風梁と構造用ビスにて緊結する。
・大開口脇耐風柱は平角柱として、風圧力による面外方向の曲げ応力に対して、安全で

あるものとし、構造計算によって求めた断面寸法、樹種、強度等級とする。
・耐風梁は平角材 を平使いで用い、風圧力による面外方向の曲げ応力に対して安全で

あるものとし、構 造計算によって求めた断面寸法、樹種、強度等級とする。
但し、計算上 、垂れ 壁支持梁の断面性能のみで も長期鉛直荷重と風荷重の両方を負 担
できる場合は、耐風梁を設けなくても よい。

・垂壁支持梁および耐風梁は、両大開口脇耐風柱の間に1本の通し材 を用いなけ れ ば
ならない。途中に継手を設けることは、絶対に行ってはならない。

・母屋は登り梁を欠き込み、勝たせたうえ で 、けらば側に片持ち梁としては ね 出 す こと
が出来る。

登り梁

..:; 180のとき

矢示a.

•土台謄ち：ホゾパイプの場合

(nm) 

B.土台一柱脚」接合部
※ 土台の幅は、柱幅以上とすること。
※ アンカ ーポルトを柱の両脇20011111の位置に設けること。
※柱間隔が1pを超える湯合、面外鳳圧力による負担せ ん断力を計算の上、決定すること。

・大開口周辺部

C.登り梁ー大開口脇耐風柱・柱頭ー接合部

登り梁

矢示b.

＃
鵬
濫
譴
口
匿
k

＃
鵬
涵
饂
口
塞
k

F.登り梁ー耐風梁上束＿接合部

譴
虚ロ

G.耐風梁ー耐風梁上束＿接合部
＇ および、耐風梁ー垂壁支持梁＿接合

(nm) 

※平使い

」
梁受け金物 （現場にて、後付け）

-i

c↑ 

垂壁支持梁

耐風梁

木質構追用ビス
2一 の6, L200@900~1000内外

--•• -----•• 
----

•-
----

---- ----

耐風梁

矢示c.

金物工法専用柱脚金物
; HSBC-40kN他

アンカ ー ポルトM12

※ 基礎立上り幅
耐風柱せい＋100程哀：

△函蘊芙面

注意；

シャッターや引き戸等の設置に際しては、そ れらによる常時鉛直荷重を
耐風梁に負担させないものとし、垂れ壁支持梁または大開口脇耐風柱に
直接取付くおさまりとすること。

H. けらばの納まり例

木質構造用ビス<1>6, L200 

母慶
※

※水平構面用構造用合板の上で、
転ばしの垂木をそのままはね出しても可。

矢 示d.

※登り梁を母屋分欠きこんで、
落し込み

登り梁

ンカ ー ポルト2憎1 アンカ ー ポルト2-M16

一般社団法人
発書

平成30年4月5日改訂
工事名刊

薪晶県 村上市

中大規模木造プレカット技術協会
図繭書号

S-014 
’'考 園面名称

木造軸組接合部標準図(5)

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
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A ：アンカ ーボルト直結＿柱脚 (HSBC-50kN)
※柱勝ち 囮旦上

金物工法 Node.HSS（ストロ ーグ） （1) 

B：柱脚ー土台＿隅柱 (HSP-190)

己

B：柱脚一土台＿隅柱 (HSP-100L)

下

ーボルト直結一柱脚 (HSB---30kNC
(HSS-10Lと取り合う湯合）

G ：通柱一胴差ー仕口（梁背105~180nm)

耳奮一二
ュ 門

.. , a xl 

H ：梁ー小梁＿仕口（梁背105~180血）

G ：通柱一胴差ー仕口（梁背180~240nm)

直F全頸
＂‘卜X2ユ 門

9-

H ：梁ー小梁＿仕口（梁背180~240mm)

璽HSML-2 

仕口（梁背240~330111TI)梁ヽ＇
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G ：通柱一胴差 仕口（梁背600~660rrm)

遭仁完］
用ポルトx7

ISIIL-4 

匿国
D：柱頭＿梁ー柱脚＿隅柱

塁
〗

座

※ 

E：柱頭ー梁＿中間柱
ホゾパィブ

座

F：柱頭ー梁 隅柱

醇

G ：通柱ー胴差 仕口（梁背330~390呵）IH ：梁ー小梁

＂嗚二土〗
嘩専用ポルトX4

HSIL4. 疇］
専用ボルいX4

H潤L-4

G ：通柱一胴差＿仕口（梁背450~540rrm)

ンx5

G：通柱一胴差＿；口（梁背390~450mm)|H ：梁ー小棗仕口（梁背390~450mm)

・ii 暉 ） 〗

※上記以外の梁せいは起点Bから、キープラソ；にある
距離d以上を確保する事で使用が可能です。

L：梁ー登梁＿受梁直交＿仕口（下端）

ヨ

冒

ー
梁

J:トラス ー梁 仕口

｀ 

〇：梁ー登梁 受け梁平行 合掌仕口

こある
屋層d1早上考惰倅する事で代用が可筐です，

N：登梁

架M梁旦｀

※上記以外の梁せいは起点Bから、キーブランHにある
厖雇d1昂上査帽倅する事で費用が可欝で

k：登梁ー母屋 母屋※水平

座 幽

共；・ るi

師潟県 村上市
備考

園画名称

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事

織尺
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木造軸組接合部標準図2 金物工法 Node. HSS （ストロ ー グ） (2) ■ ；採用 口；不採用

G：通柱一胴差仕口（梁背660~750mm) I H：梁ー小梁 仕口（梁背660~750mm)

登
， | ． 1 .

G：通柱一胴差仕口（梁背750~810mm) IH：梁

蔚~-••一ゴ―

G：通柱一胴差仕口（梁背810~870mm) IH：梁ー小

直で••一—一

例）累せし'8700)湯合I
di= 870- 832.5 

= 37.5 

接合具 アンカ ー ボルト取り合い 接合部耐力

種類 ・ 記号 形状

ス
ト
ロ

ー
グ
梁
受
コ
ネ
ク
タ

□HSML-1 

□HSML-2 

口HSMl..-3

□HSML-4 

口HSML-5

□HSML-6 

整

HSML-4 

囮
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HSML-5 

り
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HSML-6 
n
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ク
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土
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手

□HSS-0 tO HSS-D 

柱
脚
コ
ネ
ク
タ

柱
頭
·

柱
脚
コ
ネ
ク
タ

□HSB-30kNC 

口HSB-50kN

口HSP-lOOL

□HSP-lOOR 

口HSP-190

口HSP-20kN

口HSPT-20kN

0
.
-
．

し
190ps

c
 寄
り暉
n
凡p
 
s

 

p
 
s

 

H

u"
 

HSPT-20kN HSP-20kN 

①HSP-100L • R 

HSP-100L•R 
l l.f

柱

③SB-30kNC 

共
通
部
品

口HSDシリ ーズ（ドリフトピン）

□HSFシリ ーズ（ボルト）

口ZK-28x2.3 
（専用座金）

ロフランジナイロン
ナット

口せん断キー

｀
 HSML-R60 
（横架材用）

09 111 19 弓

0 lJ::=
⇒

J

M12 

© 
外径¢ 28-内径(/) 12.5 

江 ◎

喝HSML-S105 
（柱用）
9

年

⑳SP-190 

@HSB-50kN 

ストロ ー グ柱頭柱脚コネクタ（柱：E95-F315:梁：E105-F300)

短期基準
引張耐力

〔kN)

短期基準
剪断耐力

〔kN〕

短期基準
引張耐力

〔kN〕

HSP-100 

（中柱型）
10.44 

（隅柱型）

6. 79

（中柱型）

5. 92 

（隅柱型）

5. 92 

HSB-30kNC 

34.44 

HSP-190 

，（中柱型）
21. 57

（隅柱型）

14.29 

（中柱型）

8. 70 

（隅柱型）

8. 70

54.97 

短期基準
剪断耐力

〔kN〕
13. 39 22.03 

HSP-20kN 

（接合A)
22.56 

（接合B)
25.80 

（柱 一梁
13.65 

（梁一 梁
13.65 

HSPT-20kN 

21. 64 

13. 65 

※集成材(E65-F225)、スギ製
材(E50) 、 LVL(60E-225Fl 
の耐力表は以下連絡先より
お問い合わせください。

http://www.stroog.com 
tel :076-471-2021 

ストロー グ梁受コネクタ（柱：E65-F255，梁：E65-F225)

短期基準
剪断耐力

〔kN〕

（柱一梁

1 2.94 

（梁一梁

6. 76 

梁

35

梁

20

ぽ

碑

ぼ

33

梁

22

梁

97

ぽ

四

g

21

（柱一梁

55. 07 

（梁一梁

49.40 

短期基準
逆剪断耐
力〔kN〕

（柱 一梁

3. 83 

（梁一 梁

5. 45 

（柱一 梁
15. 28 

（梁一 梁
16. 74

（柱一梁
25. 25 

（梁一梁
26. 77 

（柱一梁

38. 36 

（梁一梁

39. 53 

短期基準
引張耐力

〔kN〕

短期基準
剪断耐力

〔kN〕

短期基準
逆剪断耐
力〔kN〕

短期基準
引張耐力

〔kN〕

短期基準
剪断耐力

(kN〕

短期基準
逆剪断耐
力〔kN〕

短期基準
引張耐力

〔kN〕

備考

（柱一 梁

4.50 

（梁五云土；
，

（柱一 梁 1 （柱一梁

46. 59 I 64. 76 

（梁＿梁

54.30 

（柱一梁

40. 13 

（梁一梁

42.80 

（柱一梁

30.45 

（梁一 梁
27.56 

HS鼠4+HSlll-4

（柱一 梁

78. 34 

（梁一梁

94.60 

（柱一梁

80. 73※ 

（梁一梁

92. 48※ 

（柱一梁

37. 11※ 

（梁 一梁

41. 26※ 

（柱一梁
11.06 

（梁一 梁

74.36 

（柱 一梁

58. 50 

（柱一梁

7. 50 

（

三（柱一梁ー］ーニ梁

67. 80 I 69. 00 · 

（梁一梁

69. 43 

（柱一梁

58. 50※ 

苔
〗

三

（梁一梁

68. 17 

（柱一梁
29.65 

（柱一 梁

37. 97 

（梁一 梁

55. 99 

（柱 一梁

37. 97※ 

（梁一梁

55. 99※ 

（柱一梁
20.50 

（梁一梁

92.57 

（柱一 梁

80. 73 

（梁一梁

92. 48 

（柱一梁

37. 11 

（梁一梁

41. 26 
HS凰ー6+HSML-5

（柱一梁

121. 67 

（梁一梁
115. 61 

（柱 一梁
122. 56 

（梁一梁
113.02 

（柱一梁

28. 10 

（梁一 梁

66.98 

HSB-50kN 備考
※下位サイズの試験データを流用しています。
※上記耐力表の数値は、柱：スギ集成材(E65-F255)、

梁：スギ集成材(E65-F225)で試験したものとなり、
これらより強度区分の高い集成材が使用可能となり
ます。

霙注者 工事名称

新潟県 村上市

平成29年5月 15日発行 一 般社団法人中大規模プレカット技術協会
匿1111警号

S-016 ．道の駅「朝日」
備考

園面名尊

木造軸組接合部標準図2

（地域振興施設）建築工事

編尺
A1: S=1/100 

A3:S=1/200 



輿昧者

直：測量鋲H. 33 (H=31. 590ml 
設計GL=K暉+-410..,（H=32. 00伽）

-- -- . 

“ 

菊贔県 村上市

V 

V 
V 

��--,. -；；；；；；=＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝===--------

--� 

□1 

園薗名称

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事

織尺

地盤調査位置図
Al: S=l/750 

A3: S.1/1, 500 



一

一 ▽設計GL=KB出410□(H=32.000『) -—
-

-

— ▽KBIi；測量鋲H.33M=31.590m)-
- -

R5-BV-1 
T. P. +32. 07m 
Dep. =20. 33m 

N値

50/28 

- - - - - - -

- - - - - - -

皿お

競潟県 村上市

R5-BV-2 

T. P. +32. !Sm 
Dep. =20. 31m 

N値

5
0 □□;_ : ： ： ： -

50/27 

50/26 

50/16 

60/26 

工事名称

園菌名称

R5-BV-3 

T. P. +3L82m 
Dep. =20. 26m 

N値

三
—

□][
： ：一：

50/23 

50/21 

道の駅「朝日」 （地域振興施設）達築T事

縮尺

柱状図
Al: S=l/100 
A3: S=l/200 
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蓑注看

新潟県村上市

使用材料

,.コンクリート設計彊度 FC21 

2.使用鉄筋 SD295A(D10, D13. D16) 

S0345 (D19以上）

特記事項

特記無き基礎はNF1とする。

基礎下端GL-i, 350 

特記舞き基磯柱はFC1とする。

、 IT事名杵

図

ニ

［ニコ

区

一

ヽ ｀

図

廿

特

凡例

床下点検口600口

スラブ：FS1

ピット範囲を示す

土閏コンクリー ト

布壁 H=FL+t. 000 

人通口 6 0 O? 

床卓検口 600x600 

機械設傭用スリーブ(80?-200?)

電気設備用スリーブ(100?•250?)

道頑朝日」＇（瑯轟調躙の膨釦亨
囮壼BIt 縮尺— l :：：芯
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新潟県村上市 朝日」（地國誕峨臨鉛

レベ叫図



布基礎断面リスト S=l/30 j 

符号 NFl NF2 NF3 NF 4 NF5 梁貫通補強鉄筋標準配筋
製品を使用する場合は、設計者及び監督員と打ち合わせを行い監督員の承認を得ること）

位置

: ::::::::=szn:: : 
▽孔

断 面

b X D 250 X 1,350 250 X 1,350 250 X I. 350 250 X 1,350 
I 上端筋 2-D19 4-019 2-019 4-D19 

主筋I 下端筋 2-019 4-D19 2-019 4-D19 

スタ ー ラップ 2-D10-@200 2-ll10-@200 2-D10--@200 2--010-@200 

腹筋 8-D10 8-D!O B-D10 8-010 

幅止め筋 010-@1.000 D10屯1,000 010-@1. 000 D10--@l. 000 

備考

3如

80<？:,100 100<？�150 150>?>250 

折筋2-(2-D13) 斜筋4-(2-D13) 斜筋4-(2-D13)

縦筋 STP 2-D13-100@ 縦筋 STP ·2-2-013 縦筋 STP 2-2--013 

横枷筋2-(2-D13) 横福筋4-(2-D13) 
筋STP 2-2-D13 筋STP 3-2-013 

言□ 冒旦｀ 
℃ 哺—戸て.・［「i:_ �

9

口

-,し―図’’
芦茫

i：ロ

(71ヤ屯んx礫以上

250 X 1. 350 
2-019 
2-D19 

2-010--@200 
8-010 

010--@1. 000 

一礎柱裂断面リスト S=l/30 I 
符号 FC1 FC2 FC3 FC4 FC4A FC5 

断 面 Li] LI] 口］ ロ］ ロ〗] ロ］
y 

しx

し し 丘 丘 し 丘
B X D 450 X 1. 000 450 X)50 300 X 400 300 X 450 450 X 300 300 X 300 

主筋 16-019 12-D19 8-019 8-019 8-D19 4-D19 

HOOP □-D13--@100 □-D13--@100 □-D13噂100 □-D13--/1100 □-013噂100 □-D13-@100 

TOP. HOOP 2-D13 2-013 2-D13 2-D13 2-013 2-D13 

傭考

スラブ配筋リスト

短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋）

符号 版厚 支持状態 層 中 央部 両端部 中 央部 両端部 備考

端部④ 中央 ⑧ 全域⑥ ⑨ 端部⑨ 中央⑧ 全域④ ® 
上013場200 013 -@200 D13 --@200 D13 --@200 D13 -@200 013 --@200 

FS1 180 4辺固定
下D13 -@200 D13 -@200 D13 --@200 D13 --@200 013 噂200 D13 --@200 

上

下

上

下

® ® ®

®

(C 

立迂．包
スラブ段差処理

® ® 
端部「DhJゴo

[ でてご‘‘‘
—- 茎I'-

® ® 
L2

� ~、
Z____

\いlミ
L
← 

印 Ly（長辺）凶
1スラブ配筋区分図

o[中

了

央
—

戸

50

戸

0
--,-

L
7

2DJ 

し_
50

-ー0,ニコ、I'-＝ 
埋戻し部分については根切土（良質）又は山砂等を伎用し、
埋戻す場合は300mm以内、壁際・基礎際・基礎梁際は200呻
以内毎に、十分転圧を行うこと。

g
 

:D10屯2009・ プル

3 

▽fl._― 

三

Iー一

基礎梁布壁配筋詳細図 S可j命
―
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三
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AX.BX通りフレ―L基礎柱廻りヽlヽ開口範囲

L2 

基礎梁般部遁り小開口紺囲

u―

 人通口孔(600？以下）

基礎梁一 般部廻り人通口範囲］

発注者 土亨名称

新潟県村上市 道の訳「朝日」（地域振興施設）建染l-

備考 凹匿花：科 籍沢

基
A1: S=1/a 

A S1/60 



NF1. NF3, NFS 床下人通口開口配筋補強 NF2, NF4 床下人通口開口配筋補強

0
ニ

—
到t

-2-D19 

キャノビー棟 基礎伏匿l S=1/100 

;
1

」

立 ! 虚

景臼清 T亨名許

親村上市 道の釈l眠ヨ」（地嗚尉随極蜀姓如阜

薗薗名称 縮尺

部分翻虻は駆り
A:S=1心

,0,. S=1/60 
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新潟県村上市 朝日」（地噴囲瑚臨粕

梁•柱因図
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― T事名青

新潟県村上市

閏面fIt

凡

区:zJ I 榔鮪拾緻rl4(4周紐n

特記事項

枯梁担9材とする

道の瞑朝日」（地由腿瑚響岬l系

RF梁•血図 I-: ご芯
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2＝剛性計算用せん断賽形角(1/120)

新潟県村上市 朝日」（地贅国醐晦b沖羊I*
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T市名許

新潟県村上市 日」（坦貞腿覇錮
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軸 組 床 組 II 小 屋 組 II 小 屋 組

部 位 | 部材リスト I 備 考 部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト I 備 考

柱 C1 I 150x600 I E75-F240 土台：D1 150x120 ひのき KD G1 150x180 E75-F240 B 1 150x300 I E75-F240 
有効細長比＝

柱 C2 I 150x450 I E75-F240 土台：D2 1 3 5 X 1 2 0 ひのき KD G2 150x690 E75-F240 B2 150x240 I E75-F240 
有効細長比＝

I I E75-F240 •‘ 

E75-F240 I E75-F240 柱 C3 150x450 土台：D3 120x120 ひのき KO G3 150x630 B 3 150x210 
有効細長比＝

柱 C4 I 150x240 I E75-F240 G4 150x600 E75-F240 B4 150x180 I E75-F240 
有効細長比＝

柱 C5 I 150x150 I E75-F270 G5 150x600 E75-F240 B5 135x330 I E75-F240 
有効細長比＝

柱 C6 | 135x135 I E75-F270 G6 150x570 E75-F240 B6 120x210 I E75-F240 
有効細長比＝

柱 C7 | 120x120 I 
E75-F270 G7 150x480 E75-F240 B7 120x180 I E75-F240 
有効細長比＝

柱 C8 | 150x270 I 
E75-F240 G8 120x330 E75-'-F240 B8 120x120 I E75-F240 
有効細長比＝

柱 C9 | 150x300 I E75-F240 G9 120x300 E75-F240 B9 105x105 I E75-F270 
有効細長比＝

柱 c,o | 240x120 I 
E75-F240 G10 120x270 E75-F240 810 150x105 I すぎ
有効細長比＝

G 1 1 120x240 E75-F240 B 1 1 150x120 I E75-F240 

G12 I 135x330 E75-F240 

G13 150x330 E75-F240 

筋違 陀 150x150 I E75-F270 G14 150x240 I E75-F240 

筋違 即 120x120 I 
E75-F270 G15 150x390 j E75-F240 屋根下地 1 屋根下地構造用合板t=24 1 四周釘打ち

方杖1 Tl 150x240 E75-F240 
タルキ 45x105 @455 すぎ

軒先タルキ 120x105@227. 5 すぎ

方杖2 T2 150x150 E7臼70

野地板 構造用合板t=12

方杖3 T3 I 150x150 1 E75-F270 

共 通 事 項

仕様は全て共通事項による 集成材は全てすぎとする 耐力壁ツナギ材Vll 1 5 0 x 1 5 0 E75-F270 

図面中特記亡きはすぺて本リスト表による。

工事の仕様はJASS11木工事による。 r

構造耐力上主要な部分は地面から＋1, 0 0 0までを防腐・防蟻剤を塗布する。

各所柱·梁 ・ 方杖等の接合部における接合要領の優先順位は下記とする
第1優先：駐闘眉 1. 2及び架構詳細図と同様の接合の場合は、

• 2及び架構詳細図の接合要領に倣う

第2優先：木造軸組接合部標準図1 • 2の金物工法の接合要領
第3優先：木造軸組接合部標準図(1)~ (5)の接合要領

耐力壁9tギ材V21 1 3 5 x 1 5 0 E75-F240 

構造材含水率は15％以下とする。
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軸 組 床 組 小 屋 組 小 屋 組

部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト 備 考

柱 C8 150x270 E75-F240 G13 150x270 E75-F240 B7 120x180 E75-F240 
有効細長比＝

G14 150x240 E75-F240 

タルキ 45x105 @455 すぎ

P 1 1 150x150 E75-F270 
有効細長比＝

方杖3 150x150 E75-F270 野地板 構造用合板t=12

CB1 2-60x240 E75-F240 

同上受材 120x270 L=150 

共 通 事 項

仕様は全て共通事項による 集成材は全てすぎとする

図面中特記亡きはすべて本リスト表による。

工事の仕様はJASS11木工事による。

構造耐力上主要な部分は地面から＋1, 0 0 0までを防腐·防蟻剤を塗布する。

構造材含水率は15％以下とする。

傭

発注者

菊疇村上市

工亭名称

図面名称

雁ぷム靱

道の罰朝日」（地域振興施設）神争1_＿
緒

Al: S=1/100 
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軸 組 床 組 小 屋 組 小 屋 組

部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト 備 考 部 位 部材リスト 備 考

柱 C21 150x240 E75-F240 G21 150x360 E75-F240 B21 150x240 E75-F240 
有効細長比＝

ヽ•

G22 150x240 E75-F240 

タルキ 45x75 @455 すぎ

方杖3 150x150 E75-F270 
野地板 構造用合板t=12

共 通 事 項

仕様は全て共通事項による 集成材は全てすぎとする

図面中特記亡きはすべて本リスト表による。

工事の仕様はJASS11木工事による。

構造耐力上主要な部分は地面から＋1, 0 0 0までを防腐・防蟻剤を塗布する。

構造材含水率は15％以下とする。

景注清 T許

新潟県村上市
傭考

胃寵花青

キャノピー 柱•郷雄目
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同翫許
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9. 
娃区珪店且士主U-1-廷羊 (1) 

修正箇所は下線を引くこと。 4. 地 盤 6. 紀H訃工事（施工方慈轄恒暉） ／ 
T再人ヌ IT寸tiLI.L詠 適用は■印を記入する。 (1)地盤調査資料と舅査計画 （1)鉄骨工事は指示のない限り下記による

1. 本仕様の適用範租 3. 使用建築頭隷表・ 使用構造祐料一覧表 口 有 （ 口 敷地内 □ili剛 □ 憮 （員査計iiiDli□-） ■ 日本建藁学会「J蕊6 」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針J

諷199ーデン｀”ンデ"'

資料有り 員査計
爾 調

査項目 資料有り
調

査踵言●●.. 
資料有り調査

It
圃 ■ 一社）日本鋼構遣協会「重簗鉄骨工事篇エ指針j

(1) 本仕様の適用範囲 （1) コンクリー ト （レディミクストコンクリート JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308) 静＋的皿貫ら」入＇↓印員 ■ 鉄骨鼠作管理技爾者登録懺構「突合せ継手の食い違い仕口のず れの検査・ 舗強マニュアル」

本特記仕様および配筋標攀園は、設計基準強度が 18N/曲以上60N/,.,以ヤの
適用 筐 百 設計基準複度 品質基畢蓋度 スランブcm 比璽 平極載荷試験 (2)工事監理者の承諾を必要とするもの

コンクリ ー トと、JIS G 3112に規定するS0295、S0345、SD390およびS D 490の鉄筋 眉 部 位 Fe = N/nm' FQ = N/mm'（スランプフロ ー）y = kN/日' 嘗考
現場透水試験 ■ 襲作工場 ■ 襲作嬰領書 ■ 工作国 ■ 計

圃
書

コンクリート用棒鋼を用いる富さが6伽以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等直簗物の設計 及び工事に遍用する。 口 柱 □ 壁 □ ■ 認定 または登録工事（大臣認定 S O R J グレード 都登録Tl T2 T3 ランク）

(2)仕様書等の優先順位
□

口

梁
柱
口□

床
梁阪

口

□ 壁
注）上記衷中の資料が有るもの｀舅査計画が賓るものに0を記入する。 ■ 材料績格籠明書※、または試験成績書

設計國書および仕様書の優先順位は以下による 口 床甑 □ 口 (2)ポーリング標準貫入値、土質構成 （基叢 ・ 杭の位置を確認すること） ■ 鋼材 ■ 富カポルト ロ特殊 ボルト ロ爾付スタッ
n,.. ��� 

口 柱 □ 累 口 壁 □ 地盤國 は別艤(S-00)による ※一社）日本鋼構造協会「豊簗構造用鋼材の品賃国1111ガイド ライン」の幾格証明 方 、またはミルシート。
‘"配U"'

■ 社内検査襲 口 口
②設計図（伏臥輪絹11!1、部材リスト、詳細図など） 口 床阪 □ 口 翠土買し 榎準貫入試朧
③橿準図（鉄筋コンクリート構遣配筋榎皐図など） D柱D累 口 壁 度 1 0 20 30 40 50 90 (3)工事監理者が行う検査項目＾ 口暉 □ □ 0員査蟻番 （ ■ 印以外の項目 の検査結果については、工事監理者に糧告すること）Ol璽簗工事欄畢仕様書 ・ 同偏Ill（日本豊簗学会）等

口 柱 口 梁 □ 壁 LY旦 。現寸檎査 ■ 111立 ・ 開先検査 ■ 製品檎査 ■ 方検査 口
口

口

床輝阪 口

口

口

□ (4) 接合部の鴻接は下記によること
2. 建築物n湘随疇 F ■ 基匿 □ 亀中夏］ 21 21 15または18 23 

0位置図 • 平成12年度鷺設省告示篤1464 号第二 号 イ．ロ
ロ ロ 口鉄骨造等の璽簗物の工事に舅する東京椰1111扱屡綱

(1)建築場所 土闘コンクリート ■ 21 21 15 23 •本仕様特記外 ． ロ+鯵..幽ムf土櫨〒止鑢•圏鱈訊 I II I I I ’‘‘ V VD vm IX' 捨てコンクリート ■ 18 18 15 23 •本仕様特記外 口'..軍干z•n”ぃ．99平....匹m..、、、...、、、．』
新潟県村上市墓沢1212番 地外

■ 普逼ポルトランドセメント □中庸
慧ポルトランドセメント ■ 日本菖璽学会「鉄骨工事技奮指針工事環場篇エ量J

(2) 工事種9l
セメントの種讀

口

口

口

口

低砂
砂
水

慧利

道

ポ

＊

ルトランドセメント ロ (5) 接合部の検査
■ 断皇 口 増簗 □ 改聾 □ 増改隻 編骨材の種頴 □ 山砂 口砕砂 〇 遍宜

■ 溶接綿の検査（検査結果は犠日工事覧璽者に籟告する と）薗骨材の種顆 口 砕；； 口 口 遍宜
(3)構造設計ー級建築士の國与 □ 紐 ■ 必屡としない 水の区分 □ 地下水 口 工業用水口 遍宜 檎 査菖厨 検 査 方 法 工叫i1主檎査

検
1算
査

三皐者
又
曼
は

入
検

槍
査

奮数工事覧還者 饂考
口 法第20粂篤二 号 (ORC造高さ20.超 国鵞4階建以上 口滋t高さ1油超 口の他） 構造体コンクリ＿卜櫨度を 材齢（ ■ 28日 口56日 091日 D ) 

雪
- 保置する材齢 養生（ ■ 楓準 口 夏場水中 □ 夏場封かんD ) ．完全溶込み溶接部 ／100 % 30 % % 

※篤

（

平

目
14

楓成
64

及

1
号
2

び

年
篤tt鷺

二
lll設号

)

省
に

告
よ

；；；i ロ
単位水量 ■ 185kg/n!以下 □ 175kg/n!以下 □ （突合せ藩接） I/ 100 % 30 % % 

(4)階数 皐位セメント量 ■ 27砒g/吋以上 0 0 % % ゜ % 

DAE減水剤 □ 富性能滅水剤 D % % 
ポンブ室 地下111 地上1庸 塔屋庸 盟和惰 ロ ロ ロ 遍宜

0 支持地璽地層及び薫さに 値 量l

紐ために自ら契餐

喫饂百 亀下111 地上1胄 塔屋庸 皇鸞量 •4.5% 以下 口3.0% 以下 □ ついて11)
、
コメント ■ 爾肉簿榛綿 外量検査(※) / 100 % 30 % 

塩化犠量 ■ 0. 3kg／日以下 □ 口 篤一 者檎査櫨員名 ／ （都知事畳鎌
水セメント比 ■ 65％ 以下 □ 50％ 以下 口 算三者檎査艤員とは．重簗主．工事監珊者又は工事篇行者が、曼It入 れ檎査を代行させる

(5)構造種別 した検査会社をいう。 ／

構 造 種肩 該畠111等 槃 構特費等 (2) コンクリー トブロック （口 JIS A 5406) 注1)現場溶接綿についてlat!員 して算三者検査櫨舅による全敷検査とし、外観檎査｀超盲汲採傷檎査を1印％
■ 鋏筋コンクリート造 (RC造） 基置 庸～ 胄 □ 免震菖犠 0直 □ 暉 口 c種 厚 □100 □ 120 □150 □ 190 使用筐ili(D 口 ） 行うこと

口 鉄骨鉄筋コンクリート造 (SRC造） 庸～ 庸 0割量璽犠 (3) 鉄 筋
°孔内水位 注2)知事が定めた重大な 合が覺生した場合は、是iE蘭に対応驚を菫簗主事等に糧告すること

直— m ■ 富カポルトの検査（ 査結果は畿日工事監遭者に糧告すること）〇鉄骨遣 (S造） 庸～ 胄〇塔状董物 鉄筋 璽璽 使用径四 使用箇所 ●考
輪力導入試験 墨 ■否富カポルトすぺり係敷試験 □ 妻 ■否■ 木造 償造） 1農～ 口 ■ S0295 D16以下 ■ 重ね縫手

■ S D345 D19" D 25 ■ ガス圧接縫手 Oili
設

距

lll

膿
計

デ

が
地
ー

あ

看タ

る
と

の
は

員約査地番•
の
と ■ 一時緯め マーキングを行い．二次締めの隻そのず れを見て、共回り響の異鸞がないしとを菖匡する。ロ ロ

異懸 鉄 筋 □ S0390 口 藩接縫手 ■ トルシア富カポルトは二次緯め隻、マーキングのず れとピンテールが醸翫を置麗する。
ロ ロ {JIS G 3112) □ SD 490 □ 11械式纏手

(6)防錆塗
(6)主要用途 □

ロ
口

ロ
櫨械式定董工法

・防鯖の纏囲は．寓カポルト横合の皐撮iii及びコンクリー トで櫨覆さ れる以外の畠分とする。鯖止め
口事覆爾 □ 共同住宅 口 病院 □ 暉 □ 倉鼠 ■ その11事務扉コ □ 685 D大臣匿定番号

〇●考
ペイトは．D JISK5621、■ JISK 5674、口 （フォ ースタ ー F*＊＊＊）を伎用し、

(J)屋上付属物 富直匿せん爾櫨董篇 □ 785 IISIIB -
2 りを欄皐とするが．実状に応じて決定すること。

□ キュービクル kN □ 高槃水糟 kN口広告堪 kN 口 饂突 ＂ 

□
口

1275 ● における冨カポルト接合畠 及び接合部の棄亀員豊は入念に行い、塗羞は工場塗蓋と同じ鯖止め

口 太霞光糞電覆饂 □ □ 口 攘植金綱 D 150•150 ペイントを使用し、2回菫りとする。
(JIS G 3551) 口 （ 耐火被覆の材料(8) 設計荷重

'"’ー8 注1)S04関をガス圧捜する場合は菖工蘭に試験を行うこと。 ロ{a)主な積鼠荷重 9mJ 注2)各纏手の使用 詳編については本仕様その2の9、(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■こて襄示すること。

室 ● ● • ^.. ... ... " • • 
m.....呵....,り...,.皿劃＂遭〇置......夏する着會も•& 7. ＝』廿貞g日iX

璽麺 使用箇所 磯場簿撞 JIS規格・ 認定番号 等
0 
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□ Sl\400 SN490C

D SN400A, B. 
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1
1
0

36
1 JIS G 3106 JIS G 313 

埓環工事
■ 璽纂覆偏（昇“紐く。）、鷺簗霞●の 支持構造椰及び 累結金揃は｀貴食又は貴朽のおそれがないものとし｀

□ 
□ 駁m賣蕊舶

□
口-0»ね蜘5 □ “匹

□
口

●省 □
□

● ● J
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□ SSC400 口胄 □ 讐JIS G 3350 ■ べた基慶 口 布H D 

饂分に、支樹紐薗It.重簗物の構造耐力上主墨な部分に、累緒すること。
0)一次霞計JII亀震力 □ STK400口 口 肩 □ ● J IS G 3444 深さGI.- 0.65m支持層ー 長闊許専応力農 30 kN/m 量青試鼠 □ 有 □撫 口 鯉突の

量
上突出饂の富さは、れんが遣·石造、コンクリートブロック遣 又は偏筋コンクリート造の湯合は鉄員の

Co= Z= Rt= K（鎗下）, D D ,り‘ 地量改良 □ 浅層混合Ill理工法 口震層麗合Ill遷工法 □ 支枠を!!titたものを障き 関口以下とすること藩榛材料 口 JIS Z 3312 "' 、 . 
(9)凰青重

D D 翠さOL―
＂ 影輯喜応力度 kN/m' 鼈費印員 □有口憮 □ 111突で屋内にある醤分は、餓篇に銹するコンクリートのかぶり厚さを比以上とした鮫篇コンクリート造 又は

紐iii1i1度区分m 基準凰遠Vo= 創•印 注）「重簗物のための改良地菫の設 計及び品質管理指針：日本直纂センタ ー2002」を参考とする。 厚さがお日以上の纂筋コンクリート造、れんが遣、石遣若しくはコンクリートブロック遣とすること．

(�冒臀重 (5) ボルト等
(3) 杭基礎 支持層ー ■ 重璽犠に霞ける給 ＊・樽水その愴の配f11t●（綸湯設傭を檎く。）は．釦£、土圧及び水圧菫びに 亀震その値の

■ 量直積冒量220om □ 設計用1荷重 kN/m 口 口 富カポルト 撮働及びIi撃に対して安全上 支胄のない構造とすること。
（●）特殊の青重 及び仕上げ材 □ FlOT CJIS B1186) 口 SlOT大臣匿定書号 ("BLT-0125) （ □ 116、□ 121l、ロ1112、E駆人口） 杭糧 材 料 篇工

グ
法 嘗 考

■ 董隻轡1:111ける給水、榛水その値の配管設鬱（給ilill偏を欝（）は量璽物の欝分を貫遍して配曹する場合に0湯所打ち コンクリート Fe N/nm'ロォ＿ルケ＿シン . . 
〇エレベー タ ー kN 基 0曼水槽 kN ロエスカレー タ ー ロ清薗亜紛めっき畜カポルトF8T大臣匿定番号 (181.T--0050） （D 116.□皿｝、口皇2.亡筐4．口）

コンクリート 杭 スランブ m以下 □リバースサーキュレーション 匿定 おいては．畠槙貫逼畠分に配管スリーブを殷ける等有効な管の損●防止のための檀置を講ずること。 又、特記
ロ □ D D セメント量 kg/m'ロァースドリル 算 号 以外の梁貫遍 孔は扉舅として霞けないこと。

(9) 構造計算ルー ト 0ポルト (JIS B 1180) I I □ 4.8(41)0 D 皐位水量 kg/m・ ロ拡憲杭 □ 杭璽．拡慮杭 年月日 ■ 重隻犠に骰ける給水、排水その饂の配管設●（給湯霞●を隷く。）は．管の伸編その働の責罹により当核管に

X方向ルート Y方向ルー ト
ロアンカーポルト （構造用アンカーポルト） b 口 鋼磯曾植（積

ロ
杭D 損儡が生ずるおそ れがある湯合において．檸編璽手 又は可Ill手を覆ける等有効な損●防止のための構置を' 

口認船0 員 L= inmナット（ロシングル □ ダブル） 濃 lo
手
櫨颯械橿 讀ずること。

(10)一次設計時用層閏変形角 □ ABR400 員 L= 四 ナット（ロシングルロダプル） （JIS B 1220) ■ 重隻物に設ける給水、篠水その儀の配罰贖（給湯殿●を隷く。）は管を 支持し、又は固定する湯合に
X方向 1/ 『ad y方向 1/ rad D M L= ""' ナッ、卜（ロシングル □ ダブル） 既鼠 杭 ・ 嶽 璽璽 材 料 篇 工 法 ●考 おいては つり金犠 又は駐楓ゴムを用いる等有鵡な地震その饒の撮動及び書肇1/J霞和のための権置を111ずること。□ PRC DI璽 □ I!糧 □ Ill種 □ 鯛材 口 ［壇め込み

(11)付帯工事 0頭付スタッド (JlS B 11闘） □ PHC 口 A種 □ BIi □ Cl!I D 鋼材 □ 打ち込み Ill定 〇 法篇20彙算一 号 から算三号 までの重簗物にl!tltる屋上水槽等にあっては、平咸12 年鷺設省告示算138"引こ

□ l"I塀 □ 傭壁 口駐輪湯 口 楓櫨式 駐輪場 □ か L, 疇 使用●百〇柱 □大璽E片累） 口 鋼管 コンクリート □FC85 算 号 より｀風庄菫びに地震その値の量慟及び衝鷺に対して構造耐力J:安全なものとすること。

(12) 特定天井
炉 L= ,. 伎用筐百〇柱□大梁 Eh累） □SC コンクリート OFC105 年月日 ■ 給温覆●は．凰 圧、土圧及び水 圧菫びに地震その値の撮戴及び書肇に対して安全上 支障のない構遣とすること。

杭仕様 □ 篇エ計
爾
書承匿 口杭篇エ緒累糧告書 藻水時の貫量が15kgを超える給湯設 偏については、地震時に対して安全上支障のない構造として、平成12年

口 有 □ 鱚
因誼 （口[]If) （口打ち込み・ □璽青 ・ ロ孔壁漏定） ＊ 菫設省告；；；算1388号算5に親定する構造方法によること。

(13)屋根、床、壁 杭径（暉）11t計 支持力(kN) 杭の先纏の濃さ(9) ＊徽 特 記 事 項 ■ Ill嘗 櫨暑の槃台及び基置については．凰圧 ・地震力等に対して構造繭力上安全であること。

材 種 型式 厚 その饒 使用筐爾 仕様·構法 口エレペ ータ ー・エスカレー タ ーの 支持構造饒及び緊結金薔は．庸食又は腐朽のおそ れがないものとすること。

ALC CJIS A 5416 □ スライドロボ，，，ト止め ロ エレペーク ー・エスカIr-ク ーは． 支持構造饂又は璽簗物の構造耐力上主璽な鵠分に、支持構造鶴は、豊簗檜の

郷し鼠懸セメント簾
厚 口壁 口 床阪ロロッキングロ 構造耐力上主璽な畠分に、累結するしと。また、亀震時の層閏愛驀角に這従できるしと。

□ ヽヽー フ氏a版 □ Pea版 厚 □ 壁 □ 床甑 □ ロ エレペ ータ ー ・ エスカレー タ ーIf)青璽It.璽饗慟全体へ考慮すること。エレペータ ー・エスカレー タ ーの曼材が

折簾 H＝ 厚 口 屋根E] 口 直撞取り付く梁 ・ 小累纂は安全なものとすること。

..皿- ブ
0..鑢 口 亡に □ ● 特記以外の梁貫iii孔は原舅として1111ナないこと。匹Tッキ レート大国註（ ） 型式 厚 .. 皿 ..... 

■ 床 スラブ内に設儀配管等を埋込む湯合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5c"以上を

厠舅とする。

蜘 ＼ 工事g榔 醐胴積

新潟県村上市 道の駅「朝日」（地域振興施設）達竿T事 S-101 
編考 國璽名檸 I 駅 意1電I
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，テ
樟贄造言倒i甘舗召士様足 (2) 修

適
正箇所は下緑

を

を引くこと。
12)鉄筋 (3) かぷり厚さ

用は ■ 印記入する。
(al施工 ■ 最,1ヽかぶり厚さは、表96に規定する設計かぶり厚さを111nm減じた値とする。

■ 鉄筋はJIS G 3112 （鉄筋コンクリ ート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋 ■ 設計かぶり厚さは、コ ンクリート打込み時の変形 ・ 移動などを考慮して、最小かぷり厚さが

8. 鉄筋コンクリ ート工事 i)普通コ ンクリート 格子は、JIS G 3551 I溶接金絹および鉄筋格子）に適合するものを用いる。 確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。
■ 調合を定めるための基準とする材恰は、原則として28日とする。 □ 高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し｀建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。 表9.6 設計かぶり厚さ （単位 呻）

(1)コンクリート
■ 構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。 ■ 鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置｀I!手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造 構造体の計画供用期間の級 標準・長期 超長期

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5による
表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準 配筋標準図(I)~(3)」による。 部材の種類 屋内 屋外

の
屋内 屋外'”

(a)コンクリ ー トの仕様
| 供試体の養生方法 | 試験材齢

＂＇
| 判定基準 : ■ 鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と 柱・梁 ・ 耐力壁 40 50 40 50 

本仕様書では、J給S 5 に規定する醤通骨材を用いた一般仕様のコンクリ＿卜を「普通コンクリ I 標準養生
a) 

! 28日 | X ;a, F. I 使用箇所を定め特記による。
構造部材

床スラブ・屋根スラブ 30 40 40 50 
ート」と定義し、表91に示す様に設計基準強度が 36N/111TI'以下のコンクリ ートについてはJASS5 ! コ ア I 91日 | X -'F, | 表9.4 鉄筋の継手 構造部材と同等の耐久性を
の3節～11節を適用し｀ 36N/呻 を＇ll!えるコンクリ ートについてはJASS 5 の17節（高強度コンクリ ただし、X I回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値 (N/o,)' 要求する郁材

30 40 40 50 
継手の位置等の設計条件による仕様・等級

ート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める
F. コ ンクリートの調合管理強度 (N/岡）

）

＇ 

＇ 鉄筋継手工法 (2) 11)以外の部位"' 鉄筋II)径 使用箇所
非構造部材

計画供用期間中に維持保全f, コンクリートの品質基準強度 (N/躙 (I)引張力最小部位
を行う部材"’ 30 40 (301 （柏）

翡合管理強度以上とし、発注するレディミクストコ ンクリ ートの呼び強度が表92に示す ［注］（1)早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。 A級 B級 SA級
JJS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必嬰がある。 (21工事監理者の承認を得て｀供試体成型後｀翌日までは20土IO"Cの日光および風が直接当たらない ■ 重ね継手 標準図による ＼ ＼ ＼ ■ D ( 16)以下 直接土に接する柱・梁・壁・床および
軽量コンクリ ートについてはJASS 5 の14節によること。 筐所で、乾燥しないように養生して保管することができる．

■ 圧接継手 ■ 告示1463号第2項各号 ロ ＼ ＼ 布基礎の立上り蔀分、111壁の壁部分
50 

■ D ( 19)以上

表91 コンクリート圧縮強度 (N/nrnl'に応じた仕様書の使い分け
※標準養生供試体の代わりにあらかじめ準偏した現場水中養生供試体によることができる。 口溶接継手 口告示1463号第3項各号 口 口 ＼ □ D ( ）以上 基礎｀擁壁の基礎 ・ 底盤 70 

設計基準強度 Fe I 18 I 21 I 24 I 27 I 30 I 33 I 36 I 39 I 42 I 45 I 48 I 51 I 54 I 57 I 60 I 
その場合の判定基準は材齢18日までの平均気温が10℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度 口機械式継手 口告示1463号第4項各号 口 口 口 □ D( ）以上

JASS 5での区分 1 晋通コ ンクリート | 高強度コンクリート | 
の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は．3晉の供試体の圧緒強度 注） （1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示算1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、 注） （II計画供111期間の緻が 超長期で 計画供111期間中に縫持保全を行う部材では、維持保全(/)111期に応じて
の平均値から 3N/面を浅じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。 日本盪簗センター等の認定・評定等を取得した縫手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋縫手 定める。

表92 レディ ーミクストコンクリ ートのJIS規格品 ※コア供試体の代わりにあらかじめ準偏した現場封かん養生供試体によることができる。 使用基準（建蔓物の構造関係技術基準解説書2007)』によって検討した郁材の条件 ・ 仕様によること。 (21 計画供用期間1/)緻が1111濃、長闊及び超長闊で｀耐久性上有効な仕上げを籠す場合は、屋外側では
調合管理強度 cN/nrn)'I 21 I 24 I 21 I 30 I 33 I 36 I 39 I 42 I 45 I 4s I 51 I 54 I 51 I 60 I 60超1 設計 かぶり属さを10.訊減じることができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値 ■ 機械式継手および圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋縫手協会「鉄筋継手工事標準仕様
呼び強度 (JIS規格国）21 I 24 I 21 I 30 I 33 I 36 I 40 I 42 I 45 I 50 I 55 I 55 I 60 I 60 I * I から 3N/間 を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。 書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて｀工事監理者 ■ 完成した構造体の各蔀位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最IJヽかぶり厚さ以上とする。

汲印は規格外 ■ 調合管理強度は以下による。 の承認を受ける。 ■ コ ンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定

(bl品質と筵工 F., ＝Fq +.Sn (N/血）2 ■ ガス圧接の施工は、強風時または降雨時に原則として作業を行わない。ただし｀風除け する数値を満足し｀構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

■ 構造体の計固供Ill期間の級は特記による。特記がない場合は標準とする． F. コンクリートの調合管理強度 (N/nm) 2 覆いなどの設嘗をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。 講じれば上記によらなくても良い。

口傾期 ●標準 口長期 口超長1111 Fq コンクリートの品質基準強度 (N/暉）2 ■ 圧接技量資格者は． （公社）日本鉄筋縫手協会によって認証された技量遍格性証明書を工事監理
■ コンクリ ートはJIS A 5308 （レディ ーミクストコンクリ ー ト） に適合するJIS認証工場の ・ふ 標準養生した供試体の材齢n日における圧縮強度と構造体コンクリートのn日における 者に提出し、承認を受ける。 (4)型枠

製品とする。 圧篇強度の差による構造体強度補正値 (N/,m)' 口機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物 ■ 型枠および支保エの存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。
口設計基準強度が 3絹／mを逢ぇるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、 ■ 調合強度は標準養生した供試体の材齢罰日における圧薦強度で表すものとし、下記の両式を を用いる。 表9.7 型枠存置日数 昭和46年建設省告示第110号 （昭和63年改正建設省告示1655号）

「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通 満足するように定める。調合強度を定める材齢n日は、原則として28日とする。 種類 せ き 板 支 柱
大臣が指定建築材料として認定した高強度コ ンクリートの製造工場とする。 F ;.;.f + 1 7:0- (N/nm) ， (b)検査 部位 基礎、梁側、柱、璧 ＼ スラプ下、梁下 スラブ下 梁下

■ レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には．コ ンク Fia;0.85E +:U (N/間）2 継手部の検査方法 阜複ポルト 昔通ポルト

口i: 
阜強ポルト 着直ポルト 早強ポルト

リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると F コンクリートの調合管理強度 (N/暉）， 各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋
セ

の
メ

種
ン

類
ト

うンドセメント ランドセメント うンドセメント ランドセメント うンドセメント

認められる技術者が常駐していなければならない。 6 伎用するコンクリートの圧11i1強度の標準偏差（N/暉）
＇

で、レディーミクストコンクリ＿ト 継手協会の仕様書を参照のこと。
篇
A種
炉セメント 畜炉セメント 奮う

直ンポ
ド
ルト

■ 施工者は．工事に先立ち・コンクリートの調合・襲造計画、施工計画、品買管理計画書を作成し、 工場の実績による。実績がない場合は、 2．訓／111l1'、または、0.1たの大きい方の値と 表9.5 継手の検査 A種 う セメント

工事監理者の承認を得ること。 する。 継手方法 外観検査 引 張 試 験 超音波探傷試験
A
シ
種
リカセメント

A
シ
種
リカセメント

環
畜炉セメント

■ フレッシュコンクリートの流勤性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が 1 ガス圧接 ■ 有 1009 口有 ■ 無 ％ 個 ■ 有 □ 無 1ロットにつき30ヶ

36N/nm 以'Jc 33N/nm以上あ場合スランブ21cm以下、 33N/mm未溝め場合スランプ18cm以下 (d)検査 2 溶 接 口有 ％口有 □ 無 ％ 個 □ 有 □ 無 ％ 個

I ＼ 
シリカセメント

とし設計基準強度が 36N/mm釦4訓/mm未満あ場合はスランプ21cm以下またはスランプフロ ー ●フレッシュコ ンクリートの塩化物測定は．原則として工事記録で（一財）国土開発技術センター 3 機 械 式 口有 ％ 口有口憮 ％ 個 存
I/)

置
平

期
均

開
気温＼ A種

50cm以下．設計基準強度が 45N/mm 以l(/)湯合はスランプ23cm以下またはスランプフロ ー の技術評価を受けた測定器を用いて行い｀試験結果の記餞及び測定器の表示部を一回の測定ごと コ ンク 15℃以上 2 3 4/ \6 8 17 28 
60cm以下とし、特記による。 に撮影した写真（カラー）を保管し．工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合 ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合．最初の数ロットについては引張試験 守リート 5℃~15� 3 5 ¢ N 12 25 28 

■ コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として 0. 3迎／i以下とする。 1日1回以上とし、1回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その も併用し、1回の引張試験は5本以上とする。(Iロットは同一作業班が同ー作業中に作業した 5℃未満 5 8 /10 1瓜 15 28 28 
■ コンクリートの糠混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120ll（外気温が25℃を超える場合は90分） 平均値を試験l!iとする。 圧接箇所で、200箇所程度とする。） コ ンクリート1/) ※ 5. ON/mm ' ／設計基準強度の50%\

を限度とする。 ■ スランブの許容差は．普通コンクリ ートの場合．スランブが18cm以下の場合土2.5cm. 21cmの 口鉄筋に継手の試験・検査は「嬰綱」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。 圧縮禎度 下記（1)参照 下記(2)参阻

■ コンクリートの打込み時の自由落下の高さは．コンクリートが分羅しない範囲とする．
場合士1 5cm（呼び強度27以上で高性能圧減水剤を使用する場合は土2cm)とする． 拭験・検査機関名 （都知事登餞 号） (1)

圧
荷
圧

縮
璽

縮

彊
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が
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設
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計

に
計

基
つ

基

攘
い準

撥
て強

度、
以

度構
上
造
(

で
計Fe

あ
算

) の85％
以上又は12 N/.. 以上であ り．かつ、施工中の

■ 打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。 高強度コンクリ ートの場合は．スランプが18cm以下の場合土2 5cm、21cm以上の場合士2cmとし、 により安全であることが確認されるまで．

■ 打込み後の湿潤養生の期間は．セメントの種類および設計基準強度に応じて5日以上とする。 スランプフローの許容差は．目標スランプフローが50cm以下の時は、土7.5cm、50呵を超える時 (2) り、かつ、籠工中の荷重及び外 力につ いて、構造計算により
安全であることが確認されるまで．

は土10cmとする。 ※JASS 
O

5
NI
で.. は以

贅
土

逼
、
コンクリ ー トの湯合 計國供用期間の級が標準にあ

以
＇
上

っては5.0N/躙ば上、長1111及 び趙長1111(1)場合
(cl調合および構造体コンクリ ー ト薩度 ■ 使用するコンクリートの圧縮強度試験は．普通コンクリー ドでは標準養生を行った供試体を用い は 1 また高強度コンクリー トの場合はJO N/.. 。

i)寓強度コンクリート て材齢28日で行い、1回の試験は打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ、150m'またはその端数 注） 1片持ち梁、庇、スパン9．伽以上の梁下は、工事監理者の承認による．

口調合禎度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は、28日とする。 ごとに3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する．
注） 2 大簗の支柱の璽替えは行わない。また、そのI!!(/)梁の場合も原則として行わない。
注） 3支柱の豊曽えは、必ず直上諧のコンクリート打ち後とする。

口構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は、91日とする． 高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m �とに検査ロットを構成して行う。1検査ロット 注） 4菫讐え後の支柱頂部には．露い受氣角材またはこれに代わるも1/)を置く。
口構造体コンクリート強度は次o(j)また1;1:(i)を満足するものとする。 における試験回数は3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ 注15 支柱の豊曾えは． Iヽヽ梁が終わってから スラブを行う。一時に全綿の支柱を取り払って置替えをしてはならない。

(])標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において から採取した合計9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法
注16直上麿に薯し（大きい積戴荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を餘く1 (/)璽替えを行わないこと。
注） 1支柱の董替えは養生中のコンクリートに有書な影響をもたらすおそれのある振動または衝置を与えないように

調合管理強度以上とする。 は標準養生とする。 行うこと。
⑫構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において ■ 構造体コ ンクリートの圧縮強度の検査は着通コンクリートでは．打込み工区ごと、打込み日ごと、

設計基準強度に 3N/mm を加えた値以上とする。 かつ 150mまたはその端数ごとに1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運撮車
口調合管理強度は、以下による。 から1個ずつ採取した合計3個の供試体を用いる。

Hf■ = Fe+.sn (N/暉）2 高強度コンクリートでは、打込み日、打込み工区かつ300mピとに行う。検査には適当な間隔を
"F• 高強度コンクリートの調合管理強度(N/閻）

＇

あけた任意ll)3台のトラックアジテータから採取した合計9値の供試体を用いる。検査に用いる
Fc コンクリートの設計基準強度 (N/llffl) 

＇ 
供試体の養生方法は榎準養生または構造体温度養生とする。

・ふ 高強度コンクリートの構造体強度補正値でJASS 5 による。 ■ 使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5 による。
口調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で衷すも1l)とし．下記の祠式を満足するように定める。 構造体コンクリートの圧編強度の判定は｀ （c)調合および構造体コンクリート強度による。

•Fこ• E + 1. 7o•H (N/mm) ， ロコンクリー トの試験は｀ 「建簗物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱J 9. その他•Fと0.85,f + o•H (N/mml2 第4条の試験機関で行うこと。
,F .高強度コンクリートの調合強度 (N/mml 2 試験・検査機関名 （都知事登餞 号）

■ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。(JH・高強度コンクリートの圧縮強度の榎準偏差（N/nm)'でレディーミクスト 代行業者名 （登餞番号 号）
■ 各試験の供試体は公杓試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1,jH&)とする。 代行業者とは．試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。
■ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。
■ 図面及び特記仕様に記戴されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕罰制定の

「公共豊簗工事榎準仕様書・同指針（達簗工事編）（最新版）」による。

発注者 工事名称 國面誉号

新潟県村上市 道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事 S-102 
鍾考

巴面々.. 意l電、1

I
縮R

Al' -
構造設計特記仕様(2) ［付属棟］ A3' ～ @I機I

、7

L /
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呵
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鉄釦ンクリ ート櫛緬濁濡準図 1)
→ l (5） 定着長さ

※修正箇所は下線を引くこと

ー

(1)構造図面に記戴された事項は｀本標準図に優先して適用する。

(2) 記号

d•9•具骸棒鋼の呼び名に用いた敷菫 （径） 炉部材の成、l11キ賛欝内法直径
9•••Ill隔 r ・・・半径 CL•••中心饒 l, ．，・部材間の内法距鼈 h...，部材間の内法富さ
ST•••あばら筋 、HOOP•••帯筋 S.HOOP--・植強帯筋

9
』 鉗ヰ

(1)鉄筋の折り曲げ加工
S0345 

國

180-� 

会長4d以上

135°→ 
90°

-

令

i[l.t) (1) dは呼び名に用いた徽値とする．

(2) スパイラル筋の重ね継手綿に90・ フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。
(3) 片持ちスラブ先績、壁筋の自由蝙側の先蝙で90゜ フックまたは135゜ フックを用いる湯合は、

余長は4d以上とする。
(4) スラブ筋、豊筋には、溶接金綱を像いて丸鋼を使用しない。
(5) 折り111iげ内法直径を上襄の徴値よりもヽlヽさくする湯合は・事箭に鉄筋の曲げ試験を行い

支胄のないことを菖鼠した上で亀 工事監理者の承匿を得ること。
(6) S04900>鉄筋を90・ を趙える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は事菌に鉄筋(/)i11iげ試顧を

行い、支障のないことを置塁した上で．工事藍還者(/)承麗を得ること゜

(2) 加工寸法の許容差

項目主噂
D4

1以下
あばら筋・帯筋・スパイラル筋

加 工艤の 全 長

［注］（1) 

各

加工

寸

法及び11J工畿の全長(/)lllり方の例を下國に示す。

主鰭

｛戸｛戸

主〗

折り曲げ角度

180° 

135" 
90• 

鮫筋の種員

SD295 

SD345 

鉄筋の径1:
よる区分

D16以下

鉄筋の折りilliげ
内法直径(D)

3d以上．

D19-D41 4d以上
SD390 

SD390 041以下
5d以上

D25以下
90° 叩490

D29~041 6d以上．

コンクリ ート
，銑筋種捌 I の 一艇

設計基畢積�I L, I L,, I ,_(3) 
Fc(い） （フックなし）（フックあり）

L. 

18 I 40d I 30d I 20d 
21 I 35d I 25d I 15d 

24~27 I 30d I - 20d I 15d 
30~36 I 30d I 20d I 15d 
39~45 I 25d I 15d I 15d 
48~60 I 25d I 15d I 15d 

18 I 40d I 30d I 20d 
21 I 35d I 25d I 20d 

24~27 I 35d I 25d I 20d 
30~36 I 30d I 20d I 15d 
39~45 I 30d I 20d I 15d 
絡～60 I 25d I 15d I 15d 

21 I 40d I 30d I 20d 
24~27 I 40d I 30d I 20d 
30~36 - I 35d I 25d I 20d 
39~45 I 35d I, 25d I 15d 
絹～60 I 30d I 20d I 15d 
24~27 I 45d I 35d I 25d 
30~36 I 40d I 30d I 25d 
39~45 I 40d I 30d I 20d 
48~60 I 35d I 25d I 20d 

［注］ （1) フック付き鮫筋の定着長さL珈は、定着起点から鉄筋の折り曲げ開姶点までの匿農とし｀
折り曲げIll姶点以鼻のフック饂は定着長さに含まない。

(2)、フック鶴の折りilllげ内法直纏D及び余長は亀 「鉄筋の折りi11i げ皿エ」の裏による。
(3) 梁主筋を柱へ定着する湯合、水平定着長さがla纏保できない湯合は折りi11iげ定着とし、

全定着長をL,以上とするとともに、水平投影長さをし以上とし｀余長を8d以上とする。
蘭、しの値は犀則として柱せいの3/4倍以上とする。

(4) 耐圧スラブの下嶋筋の定着長は一鼠定着L'とする。

SD295 

$D490 

定 着 の 長 さ

(6) 継手

■重ね縫手

(2) 杭基礎

(l)場所打ち杭

ェ＂組
法

各

寸

号
b
b
b

符
て―

』
生

L

許害差
士15
± 20 

且

一

□��

ー
、＂
ー

加工檜の全畏(L) ー
ー

l 
加工緯の全昴(Ll l 

(3) 鉄筋のあき

異形鉄筋では呼び名に用いた敷儘1.5d以J:..糧骨材の最大寸法の1.25倍以上かつお暉のうち最も大きい値

具雌篇”

(4) 鉄筋のフック

a~9に最す鉄筋の末嶋鵠にはフックを付ける。
..あばら筋、帯筋、および幅止メ 筋

b.煙突の鉄筋（壁の一髄となる場合を含む）
c.柱、梁（基礎累は論く）の出すみ部分

および下蝙の両嬉にある場合の鉄筋（右國参罵）
d.単純霙の下蝙筋

,.その儘、本配筋欄準に記載する筐所

勤•日の鋏筋の重ね晨手の
東嶋にはフックが必墨

柱

ロロ梁[] 口

定着起貞

ロ

二
』

9パフ

ッ
.

.
t

:［
[三折り111iげ開姶点 定着起点

下蟷Iii(/)フック付き定着長さi.,,
（小晨・スラブ）

Le
-
lsd-
lsd-
lsd-
lsd-
lsd-
lsd一
郎一
邸一
lSd-
lsd-
lsd-
lsd一
郎一
珈一
lsd-
lsd-
lsd

小梁下蝙筋 スラブ下蟷筋I

（フッこェニ

20d 10d 10d 
かつ

150以上

90

•

8d
;

:

i11i

戸
折り曲げ闘捨貞 定着起点

▽ 
135° フック

1.,, ▽ 

裏
三

＝

折り111111開姶点 定着起貞
▽ 

1駁r フック
し▽

nフック付き定着の長さし

二小累・スラブの上端筋11)累内
折り曲げ定着の投影定着長さし

コンクリ ート 重ね縫手長さ
鉄筋種肩

匿F
計

C
基

(W
準瓢強

I
復， L, L’’’ 

（フックなし）（フックあり）

S0295 
18 45d 邸d
21 40d 30d 

24~27 35d 25d 
30~36 35d 25d 
39~45 30d 20d 
48~60 30d 20d 

SD345 
18 50d 35d 
21 45d 30d 

24~27 40d 30d 
30~36 35d 25d 
39~45 35d 25d 
48~60 30d 20d 

S0390 
21 50d 35d 

24~27 45d 35d 
30~36 40d 30d 
39-45 40d 30d 
48~60 35d 25d 

SD490 
24~27 55d 40d 
30~36 50d 35d 
39~45 45d 35d 
48~60 40d 30d 

［注］ （1) 覆中のdは、具骸鉄筋の呼び名の徽値を襄し、丸鯛には遍用しない。
(2) 直径の異なる鮫筋相互の重ね霞手の長さl広繍い方のdによる。

(3) フック付き重ね縫手の長さは、餓筋相互の折り曲げIll給点閻の距菖とし、折り曲If闘給点
以員のフック部は縫手長さに含まない。

■纏手に員する注意点
1.縫手位置Iふ応力の小さい位置に設けることを鼠舅とする。
2. D29以上の具骰鉄筋は、原則とし℃重ね縫手としてはならない。

3.鉄筋径 dの差が7,.,を饂える場合は、圧撞としてはならない。
4.ガス圧撞纏手の罹状｀および纏手の配置は下図による。

・ガス圧榛骸状（平成12年重設省告示1463号下國のほか、折れ曲がり｀燒き割れ、へこみ、垂れ下がり
ll.び内鼠欠損がないもの）
2mm以下 圧厘

□三ニ(1.2d} 
（）内はS0490の湯合

・重ね縫手（下1111のいずれかとする）← ← 
Fコ—] r= ＝ 

r,= =〉Fコ =う―

し 旦 LJ 約0.5L

5.藩撞纏手および櫨械式縫手を用いる場合は量頼できるII舅の得定等を曼けたA縁纏手エ庶とする。

6.賽磁劇貪査は工事藍理者が承難した雷籟できる検査櫨闘で行うこと。

・圧榛縫手

I L, 1 

直線重ね継手の長さL,

会長

鉄筋

A〗ここ＝

＝

ニニ
鉄筋B

I L" | 

｀嘔F点 折りは；臀点

フック付重ね継手の長さしh

ーニ---d／以下 l ーニ下

a杭•基礎 （配筋については地震力等の水平力を考慮して肩途検討すること）

(1) 直接基礎

〇槙立勘亀

1

ご二
度

〗Aの拡大霞l

②ぺた墓置

ハンチを付けた場合（a�3)

i
三

:

蝙
r
う`

編
E
m
べ
輝
疇

叫
ニ
ふ

一

マ
し
力
な

ハ
の

杭頭是理晏領

②PltC杭

(3) 基礎接合部の捕強

__J 
「
_

J

＿

＿

 

―
―

 

直
バ

阻
”昌

00二〗上以000
 
．

 

ー＋
 〗

⑪­饂
輝
確

JI「 -' |

⇒ コンクリ ー ぶ 。更は曲げ上げ
なヽtもよい

丘
11の三角壁厚さは、200以上又は地中璽幅とし、
配筋は同厚の豊’Jストにならう

印筋の継手は片側溶接
10d又は重ね纏手40d
フック付き

訴

は特記による

臨大匿l
L, e;tOOかつ4d+70以上

c, 

d ：基朧筋の径
do：基磯篇・ハカマ筋の

編い方の径

※印筋はD10噂200とする
H(3()1)は※印筋は不憂とする

亡匡圭戸l

1. ilEE翫欝箭の継手位置は床スラブにならう
但し上筋と下筋を醜みかえる

2． ①の釦筋はスラブ主筋I[)径以上とする
3．⑦の鉄筋はD13以上
4.埋罠し土のある湯合は40を70とする

大震主筋の柱内折り曲11定着の
投影定着長さし

鼻注者

新潟県村上市 道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築上挙
m 

【付属棟】

籠R

A1 : -

A3: -

L



□_. 7 
鉄筋コンクリ ート構造配筋標準図 2) ※修正箇所は下線を引くこと

9. 壁

7. 小梁、片持梁 8. 翠反

(11 定着

⑨梁に

15) 耐震壁端部の納まり

®柱に（平面図）

(1) 定着

®りヽ梁の定着

斜めでもよい

虹：信三，tt打‘梁主筋正./〗〗三

®段差／民梁の配筋（連続端の場合）

※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする

青としてよい

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

一
性」

終績と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

段差菰でハンチを設ける例

—戸 I

二
LJ 段差hがh)D- 4可「どなる場合には

ハンチの検討をする．

111 定着および継手

一般スラブ（四i1l固定）

二

@)1団梁筋の継手位置
IIヽ梁

［三□
三

齊
Eミミ3圧接・縫手中心位置の好ましい範囲

＠片持梁の定着

(3) 片持床スラブ定着及び出隅部補強

®片持床スラプ定着
L, 100以下 60 

| | | n 

]
­

“
 
禦
笞
畠
はl
01

(
�
 

ャ一
函!
*010
サー
溢
碧
し

，Cl(＿

“l
g
瞑
1"一
言
廿
e
謡
如
l)
C.}

＠ 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

径"G =1. 500とし、上端筋の上に配筋する。
配筋の罷かぶり厚に注意すること．

® ※の箇所（入属）は各階補強する

LJ 1閲以上直線定着の場合は25d以上

®片持スラブ出隅部犠強 注）出隅部の植強筋は、計算により算出する。

璽月同本数をヽ
配置する。

I,とする
し上」

＇

（出隅曼け部配筋）

(4) 床版開口部の補強 （開口の径500以下程度の場合） 「―—―lし 孔と孔のへりあき100以上

｛
i
-

l
l
 

3

3

6

1

1

1D
 

」

r

|

|

1

ー

L
l．

め

ニニ
(a)先端部の範囲とカットオフ位置 (b)先端1Jヽ梁の定着

(5) 床版段差
し

全斯 | D13 | I'- 全断

こーここ―＝旱モ
血し 1

叶

゜

卜

IOd以上直繰定着の場合は25d以上

T
玉p8
C�
ふ[

T
蕊
09l

る

コ

コ
コ

L

[二

は
目

筋
本

縦
一□

 
汀ロ

」
口
□

り□
Ho

は
は
置

ー
〕

置
又
配

配
｀
を

の
梁
目

筋
も
段

横
と
一

注）設偏のヽlヽ開口が連続してあく場合
は縦、横、鋳禍強筋とは例に開ロ
によって切断される鉄筋と同じ鉄
筋を開口をさけて補強する。

3

®床に （非耐力壁とスラブが取り合う場合）

凸丁
受筋01＼王／

スラブに上端筋力：：戸:

=＝＝

―口二』こ口

Jb二→三万：□□こ
＠壁と壁（平面図）

L 
「 n 

予二万
心 三

冒戸
配筋

二冒以上

(2) スリット部 （設計図に記入のあるとき）

二こ彗閉品血岬
柱 弓

| 250It 25d 
t は階高の1/100程度

(3) 手摺、パラペット

手摺 パラペット

L 
「―l

こ：鉄筋径および1111隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、
壁筋に135 ロ フックを設けた場合のLは8dとする。
壁筋にフックを設けない場合のLはしとする。

(6) 連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

（但し、H〉800以上の場合、設計図による）

補強筋

補強筋

注）補強筋はEW150の場合3-01嗚100シングル
E眉180~200の場合4-D13@100シングル
印250以上の場合4-D16@100ダプルとする。

10. 柱、梁戸ンクリ 一卜補強 （増打するときは事罰に設計者、
及び工事監理者と打合せII)こと）

門三
拘束筋ゴ ーD10@200

三

三
大梁主筋

(1)柱

二二□言］［喜

を

:

0

:

一般麿

三

三

大梁主；；

(c)隣接する梁がある場合で柱定着
又は．隣接する梁へ定着する湯合

(d)隣接する梁がない場合で柱定着

(6) 土間コンクリ ー ト

®11作［；
戸゜

⑮間仕切壁との交叉郁

三
宍弓

| 300 | |50 

(J) 釜場

注）t ：底盤と同厚

(8) 打継ぎ補強 （ダメ穴IT断面について）

●設計配筋間隔の1/2ビッチ 長さ2L以上
●無筋部分010-@200 長さ800以上

| I., I I., | 

| L, I L, 1 

注）h>&25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く
注）1!手部は必ずモルタルを充填すること

a:a,150 

•印は補強筋を示す

●補強筋は、梁主筋の1段落し径(016
以上）とする。

●あばら補強筋は、 梁と同径、同ピッチ
とする。

●腹筋DlOビッチは、梁の腹筋と合せる。
●B.;400の場合は補強筋を 3本とする。
●梁下蟷増打コンクリ ートの場合も上端

増打コンクリ ート補強と同様とする。
●ハッチ罰分は増打コンクリ ートを示す。
●150以上の増打ちは図示による．

●増打ちso以下は補強なし ．

(4) コンクリートブロック帳壁

一般の場合

11. 梁潰通孔補強 （開口補強については計算により確認すること）

(1)設置可能範囲

梁靖部（スパふ／10以内かつ20以内）は原則として避ける

□三

二

上

；；合

(2) 既製品 （指定条件と具なる場合は、設計者又は工事監理者と1l合せのこと）

口製品名
施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

発注者

新潟県 村上市
纏考

L 

縮尺

A1 : -
A3: -



ー 7
木質工事特記仕様書(1)

1.一般事項

(1)適用範囲
本仕様書は董簗物および工作書の構造上主夏な鵠分に木材を用いる工事に遍用する。
■は遍用項目を示すものとする．

(2)設計図書
殷計図書とは本仕様書、覆計図、見積璽籟書（覆場鼠睛書および員疑目答書を含む）をいう。

(3)標準仕様書
殷計111書に記麟なきものは「住宅金11支援櫨構監修・木造住宕工事仕様書J及び『111土交通大臣
官房胄庁営繕部藍修・＊遣菫簗工事曇準仕樟書」に皐ずる．
上1i!の仕様書に記載なき場合は、公共親格かこれに準ずる親格を遍月する．

(4)設計国書の優先順位
量計國書の優先●位は下記による．

1.見積蔓領書（覆場設明書及び買111回答書）
2.覆lt111
3.本仕樟書
4.橿攀仕様書

(5)疑暮
Ill●を生じた湯合や工法の提稟を行いたい場合には監珊者に車し出、その饂理方法について饂●
する。

(6)襲作萎領書及び籠エ計圃書の作成・提出
工事に先立ち．璽作墨傭書や篇エ計眉書を作虞し．藍糧者の承儲を曼ける．

(7)篇エ図及りス、カット図の提出
工事に先立ち各璽0篇工111を作成し量璽者の承崖を曼Itる。また．必璽に応じて檀合畠のモック

アッブの作咸を行う。ブレカ ット鼠贔を使用する場合には、ブレカ ット国を菖工111と位量づける。
(8)襲作工場の選定、承罷

覆計図書に基づき、当鼠工事の規鼠加工内喜に応じた技鷺と置●を僅え．かつ自主管還鼈力を
有した襲作工場及び＊エ技麓看を選定し、藍遷者の承層を曼ける．

(9)各種試験·検査轍告書の提出
工場生童看、篇エ看は．そのエ糧工事舞に自主檎査を行い、Ii!員を作虞、晨Iする．
菖工看は、各璽工事の鼠順 ・ 檎査結果ならびに菖エ記員を榎出する。

2. 材料の品質

2.1 木質材料
(1)構遣用皇材

本瑣の内専は特記傷き隕り、構遣用襲材や広累菖襲材、下嬉用襲材を鯖象とし．襲材の日本農林
規格に攀楓する。

【構造用麗材】

［構遣用単板積層材 (LVL)】
単箪の欄覆や簡虫是還については必璽に応じて特記する。

薗位 菖璽名 盪度簿畿 乾艤是覆 晨存是題 材薗の美璽
土台 ヒ／キ D20 
景 スギ D20 

曇屋 スギ 020 
小量東 スギ D20 

柱 スギ

I:：

艤

十二

三

n
［広業纏襲材】

饂位 儀璽名 董慶攀量 乾爆是珊 俣存饂夏 材iii，，蓋曇——•

----- --—• 

ン
----

一

ー

□ 配入霧き霙桁．母量．皇木等の幽 げ材のうち、見えがかり材は目視纂畿材の翠種2畿、
見えない綿分の木材は皐種3量とする。その偏は乙種2饂とする。

□ 主璽構造謡には讐械等艤区分襲材を用いることを厘l11とする．
■ 乾燥の匿胄割りを行う。但し見えがかり饂・ 相欠き瓢材 ・ 構造用合飯の釘横合iiiには

行わない。
■ 含水率は平均含水率とし下地材等に用いる湯合でも含水皐D25以下であることを

菫置する．
■ 董度纂畿を指定した材料は特に、材料の欠点の算、目切れ等に注霊して材料を選定し、仕口

や憧合籠に欠自が当たらないように証工する．
■ 材の薗がりについては、上記にかかわらず目視等畿1鼠相当とする。

(2)枠絨壁工法構造用襲材、枠繍壁工法構造用たて継ぎ材
本項の内容は特記儘き11り、枠籠璧工法構造用襲材及び枠組璧工法構造用たて縫ぎ材の日本
農林親格に畢拠する．

部 位 品 名 寸法鬱式 Ill種名・欝 区分．纂巖 保存処夏/

グ
／ 

／ 

／ 
レク

グ
レ

／ 
レ

レ／

(3)構造用集成材、構造用単板積層材(LVI.)

本項の内喜は特記纂き履り、集咸材及び単娠積層材の日本農林親格に準提する．

［構造用集咸材】
ラミナ0)枚徴や特殊な試鼠については必憂に応じて特記する。

羅位 蝙璽名 品 名 材iiiの贔買
＊ルムアルデヒド

櫨度響繊 筐用環墳 鼠徹量
累 杉集成 対壽具等徽構成 E75-F240 
柱 杉集成 同ー等縁構咸 E75千240

(4)構造用合概．構遣用パネル(OSB)

*IJIII)内専は蜻記霧色置り、合箪及び構造Illヽ｛ネルの日本農林規書に攀拠する。

［構遣J11合績l
畢飯II)欄璽や簡虫是遷については必璽に応じて特記する。

醤位 櫨度等量 d11(
げ
1

性
畿

麓
の

基み準） 箪薗の贔貴 撞着II)覆虞
秘ム79レデヒド

寸 法 菫 徽 量
F 

豊 9nm 

飯iii(/)品賃は、遍常は1縁がB-C、2縁がC-D

【構造用バネル(OSB)]

欝 位 薗 げ 性饒 厚さ ホル ド
傲量

(5)丸太やそま角

本項の内喜は惰記儀き晨り、饂木璽を髯＜菫璽その愉ー量の用に倶される、素 材の日本農林艤格
などに皐拠する．

I/i□三□

2.2 接合具

ここに示す橙合具などは、木貫構蓋の接合綿に遍fflする。
撞合具の材質は一晨普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。
簑合具に傭を生じる恐れのある場合は遍切な筋鯖処理を篇す。鯛材の覆iii見還は特記による。榎畢
めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302) 電気亜鉛めっき：Ep-fe/Zn5／直2とする。

(1)＜ぎ、木ネジ。特殊ネジ
覆類 材 買 径 （圃0 長さ(•” 使用筐所 頭詞／肩罷懸状

鮫 JIS G 353 渾噌 N19~15 爾力璧、床簾、屋根 ●爾111目付き
■ N釘 ／スムー ス

19)I,1 JIS G 畑I SUS30 耐力壁、床簾屋櫃 平綱爾目
フ付ラ

き
ッ／U

ト-及1
び

□ CN釘 鉄 JIS G 353 SWII-N it力壁、床箪、屋楓 平111フラット
□ SN釘 銀 JIS G 353 g シージングポード用 平頭9うット／バーブ
□ GN F釘 餓 JIS G 353 S9B 石膏ポード用 平頭,,,ト
口
□ DTSN 鉄 JIS G 350 

四、22A
18 石膏ポード用 トランペットネジ -2 

ロ石膏ポード （大臣塁定薔号 ） 石膏ポードIll トランペットビス
口

(2)ポルト、ナット、皇金
ポルト ・ ナットはJIS B 1180、JIS B1181の規格による

璽樋 材 質 径伯疇 長さ（闘) 駒鑽是遭、伎用筐所など
■ 呼び径六角ポルト JIS G 3101 

S＂
S
IIUIB
S

四
伽~8

~IO 1 

□ 電気夏鈴めっき
0有効星六角ポルト 鉄 JIS G 3505 □ ( ） 

JIS G 3507 
口全ネジポルト lテン以 JIS G 4303 SUS304 生鍮

JIS 6 3101 S謂
謂
S400暉

畑
～
～10 

1 
D電鵞亘齢めっき

■ アンカ ＿ポルト 鉄 JIS G 3505 
□ ( ） JIS G 3507 

1;�1 JIS G 4303 SUS叫 生亀

餓 JIS G 3131 SPHC 口電虹夏負めっき
■ 角慶金 SS400 O( ） 
■ 丸皇會 l9ン以 JIS G 4303 SUS304 生地

・塵倉は用遼ごと（引蜃、せん翫）に下覆により伎い分ける。 (.111位：n)

ルト径 B I 10 I 12 I 16 I 20 I 24 

4. 5 I 4. 5 I. 6 I 9 I · 9 · I 13 
の一ill I 40 I 50 I 60 I BO I 105 I 125 
の直登 45 I 60 I 70 I 90 I 120 I 140 

さ 3.2 I 3.2 I 3.2 I 4.5 I � I 6 
皇會の一ill l 25 1 30 l 35 1 50 1 60 I 70 

のI堡 301 351 401 601 701 BO 

(3)ドリフトピン、ラグスクリュ ー．ジペル（スブリットリング、シアブレー ト）、木栓

璽舅i 材賃 襲e,,疇 長さ（瓢0 覇傭是1!1、fl!JII菖屑など

JIS B 11� 彊 巖は4
累

度T
Ill
に
区遍分合

4.す6又
る

口電覧亘羹めっき
■ ドリフトピン 鉄 □ ( ） 

口ラ（
グコ ＿

スチクポ
リ

ル
ュート） JIS B 118 彊は巖素

4
度T

鋼
に
区遍分合

4.
す
6又る □ 電気亘饂めっき

□ ( ） 

0スブリ ットリング 鮫 JIS G 310 SS400 
ロシアー プレート 観 ロ●賃夏員めっき
■ ＊栓 璽木

・木栓はナラ ・ ケヤキ ・ カシ攀で鶯乾It重0.6以上の広菓欄とし、箇や目慣れ書の欠貞の纂い
ものとする。

(4)接合直犠、1111材

璽舅i 材買 籠Ill欝専棲合耐力 メ ーカ ー、贔名等 簡傭墨1l!、使用●屑など

國示 D藩鼠夏餡めっき
口 電覧夏負めっき

■ 篇かい蝙畠の債合龍 □ 濡鼠亘員めっき
□ 電鸞亘鈴めっき

11!1；；； 
□ 攘11璽偽めっき
□ 電飯亘負めっき

■ 柱爾 ・ 往舅筐合饂• □ 濤懺亘饂めっき
□ 電鸞夏覧めっき
□ 揖II璽紛めっき
□ 電虹亘鵞めっき

図示 □ 濃量亘饂めっき
口電賃亘自めっき
□ 濯Ill!鈴めっき

■ 績景材撞合畠 □ 電皇亘偽めっき
□ 濃量亘員めっき
□ 電贄夏鈴めっき
O( ） 

ロ
D ( ） 
口（ ） □ 111材
□ ( ） 

•15kN以上`25kN以下の場合は｀アンカー長 L=360nn（ホ＿ルダウンアンカ ーポルト畠16)

(5)援着剤（艘着棲合）
ここでいう撞着撞合とは、直置舅湯で用いるものを州象とし·内喜は特記による。

3.材料品質の検査方法

(1)構造用襲材および枠組壁工法構造用襲材

舅湯または鑓工工湯に懺入された星材書は．知工に先立ち下記の璽饂で曼け入れ検査を実崖し、
遠やかに監理者に籠告する。また係員の立会いを夏する検査については、指定された試験屡饂に
基づいて、遍時抜取り簾査を実篇する。社内檎査で試鼠本敷や撞取り率の指定がない湯合は原則
全徴とする。検査の11暴、性能を漢たさない材料については遍用筐所を査更する等の楕量を行う、＇

（覧饂は％を景す）

菖霞する 材種 外観 寸法 含水亭l11定 ヤング簾徴潤定
郡材 菖鼠者 裏示 全屹重 含水畢 百 静的 馳的仕 様 響縁 檎査 槙査 量法 It 匹 試験

社内 心ー10 100 100 ,, 100 ,1 100 
慧等量材 藍遷者 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

柱 目視等饂 社内 100 100 100 100 100 

景 区分材 I警理者 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

l置懺尋瓢 社Pl 100 100 100 100 100 
区分材 監理者 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

社内
監理者

□ 日本農林樋格の目視等鼠区分構造Jll星材、櫨械纂縁区分構造J1l襲材を雙J1lする湯合は
襲造工場の匿定書の写しを菖匿する．

口 含水皐潤定の時闊は、監理者の撞示による．
□ ( 

• 1：覧還者の撞；；；による （欄璽、書畿．伐鰈地纂が同じであれば1費口と判翫できる）
・ 監理者•IDOは立会い検査が必蔓であることを示す。
・ 材璽·等畿は覆示を菫鼠し・外傭・寸法檎査は日本農林親格に皐じて行う。
·含水寧やヤング傷徴は刻印された薇示の菖匿を111爾とし、全乾重量法や静的ヤング簾璽試験は
公的試農場にて行う．含水寧計は日本住宅 ・ 木材技臀センタ ー麗定品を、馳的ヤング属量は
全国木材饂合遍合会の塁定贔をJllい'(lll定することを鳳爾とする。

・・全屹重量法や11的ヤング簾量拭順は1費口につき櫨匿する本徽で示す。試順体は実麗に使Jll
する1ii1一翻材の中から檎出し、木材の試順方法(JIS Z 2101)に準ずる。

•特記雛き場合は．含水亭11によるlll定は、襲材加工隻の工場出青菖に行う。
•特記儘き湯合は．働的試鼠は皇材蔓（縫手などの工場加工欝に）に行う。

(2)構造用集成材、構遣用皐概積層材(lVl)｀構造用合飯、構造用パネルなど
懺入される全襲品について、下記の墨儀で曼け入れ檎査を実菖し、置やかに1夏者に轍告する。

材 料 菖鵞瑣目
構造Jll 鶴位、断菖、長さ、徽量、
集鼠材 欄璽．贔名、櫨慶纏畿、材iiiの贔買、侵Jll遭填、ホルムアルデヒド慎戴量
構遣Jll 欝材、翫iii、長さ．徴量．欄璽、
LVL 区分、曲 げ性饂、水平せん翫性儲、雙J1l鷺墳、ホルムアルデヒド菫徽量
構蓋J1l 寸嵐徽量．豫虞纂量、
合飯 薗げ性鼈墓皐．箪iiiの品貫、檀着の種鷹。ホルムアルデヒド盪戴量

構造Jll 寸法、徽量、
パネル 畠位．薗 げ性鼈、ホルムアルデヒド放戴量

・必璽性籠を貰たさない材科は用いない．

(3)接合具
爾湯または加工工場に懺入される全て1J)橙合具について、下記の璽偏で曼け入れ檎査を実篇し、

遺やかに監還者に糧告する。

檀合具の種璽
■ （ぎ
■ 木ネジ、特巖釘
■ ポルト ・ ナット
■ 慶金
■ ドリフトピン
■ ラグスクリ ュー
■ スブリ ットリング

ロシアーブレート
璽＊栓、車知

憧麗の方法
■ 皇置工湯の麗定

書書の写し
●日本農林盪椿

(JAS)襄示の
置麗

□ it会い目楓槙査

菖璽項目
、11 ・ 頭径鶴、長さ、仕上げ

邑長さ、仕J:げ

堡、長さ、仕上げ

径、仕上げ

畏、長さ、仕上げ

径、長さ．仕J:げ

琶、懸状、仕J:げ
堡、驀状、仕上げ

、一暉度

憧麗の方庶
ロミルシートの写し
■ 皇示の置鼠
ロ＊桂薗げ試巖

・鼠計111書に111記された棲合具であることをil置する。同等性 麓の接合具をJ11いる湯合には、
その主旨を監還者に車し出、承111を得る．

・ 木襲品の橙合具につ•いては、予め薗げ鼠順などにより性鼈の直塁を行いその結景を糧告する。
また必璽に応じて立金いによる性鼈菖員を裏篇する．

(4)接合金曹l
爾湯または加工工湯に●入される全ての棲合會書について、下皇の璽饂で曼け入れ檎査を

裏菖し、這やかに管理者に糧告する。

撞合會書 直匿項目 菖麗の方浪
■ アンカーポルト ・ 塵金 ・ 皇金·鯛材種肩、径、長さ、仕上げ 口ミルシートの写し
■ Zマーク金鬱 ・ 員材璽刷、罹状｀仕上げ、襲造暦 ■ 襄示11)筐匿
■ Zマーク目等璽定贔 ■ Zマーク同等塁定書
□ Cマーク金物

纂置 □ Cマーク同纂匿定書
口Cマーク同 定贔 口性能塁定書
口性能置定贔 口性饒欝値書口性 麓評価贔
ロ
口鯛材 ・鋼材糧肩、量状、仕上げ、簿棲

·lltlt国書等に閉記された筐合金犠であることを置璽する。目等塁定品や性鼈評価品響を用いる
場合には、その主旨を藍理看に車し出、承鵞を得る。

覺差看 工事名壽

新潟県 村上市
纏囀

＂薗て行

木質工事特記仕様書(1) ［付属棟】

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
纏尺

A1 : -

A3: -

二



口 7
木質工事特記出掬書(2)

7.運搬・建方 8.軸組構法接合部の標準仕様

4.耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

(1) 木材の防廣・防蟻処理
・冨耐久材の使用 （注：部材は心材あるいは心持ち材または集咸材とする ）
；工場是理材 （注 ：爾場の加工、切Iii、9孔菖百などは、夏場是璽に皐じる ）

撚保存是理材 ： K5 K4 (ゆ K2 k1 

M匡証保存処運材： 1種 2種 3種
覆場処理 （注：棲合鼠亀覆鼠コンク，） ートなどに接する菖分は、特に入念な属璽を行う。

飴椿水用塩化ビニル管に接する饂分は、藁剤による損偏を防ぐため管を
保ilする。 是遭方法は、日本しろあり対策協会の欄畢仕様書に畢じる．）

・菫布 ・吹付 ・漫潰
特記鑽き場合は．拠珊量： 300ml/m'．処珊回徽：2回

使用藁惰：日本しろあり封策協会または日本木材保存畠会の塁定品とする。

材

り［『〗＇旧爾場是還

/r 

(2) 土壌是理
ロ臼藁悧による是還：藁胄(

特記纂き場合は、日本しろあり賛策饂金または日＊＊材晨存畠会匿定品、あるいはこれと同纂
以上の効力を有するものとする。

口簡蟻藁割による属理と目等以上の禎策 （ 
口土嶋是覆省鵬口北漏道 口稟北□北薩口（ ） 
注：是遭範illは、外爾鶉布基置II)"覧、内罷布墓置ll)JII辺20cm、東石等の爾i!l2Dcm

を璽皐とし、墨還方法は日本しろあり蜻驚協会II)璽畢仕樺書に準じる．

(3) 耐候是理（塗羞）

鶴位 董料の種籟
遣鑽塁 ・含漫塁
遣鼠型 ・含浸塁

・造鼠塁 ・含浸塁
・遍農塁 •含漫塁

色の有鑽
•着色（ 色）
・着色（ 色）
・着色（ 色）
•着色（ 色）

名一m-m

5.木材の加工

(1) 関み騎の注意
襲材に胄舅りのある湯合．Illげ材は1iiii0)爾輪と胄舅りの方肩を一盪させる。

(2) 篇エ寸庶の精度
llllili襄示は仕上がり寸法である。
下記を騎き．2. 1木貫材料に示す材の仕J:げ艤0)Iiiii寸滋の許喜羞は各々の農林親格の寸法
欝専差に準ずる。ただし、J:11●が綱置なしとなっている珊合は．饂畠による．

材璽：口 （ 口 （
構造用襲材、下嬉用襲材、広業欄襲材．枠観璧工鼓構造用襲材．枠薗璧工法欄遍用たて縫ぎ材、
化麓累構造用集賦柱0)材長

口軸繊み工法の縫ぎ手仕口の場合：士1.5mm以下
ロ ポルト橙合工法の場合 ；士5mm以下

構造用集成材、構造用鼠飯讀層材の村長
材長： 口士5mm以下 口

ポルト穴径 (dはポルト径）
集咸材 ： d+l.Omm (d::il12)、d+2.0min (d�l16) 
撞合會働疇： d+1.5mm (d::il12). d+1.5mm (d�l16) 

ドリフトビンの穴径： d 士0mm (dはポルト径）
(3)表薗仕上げ

口襲材 化慧材．

(4)塗装

素嬉胃璽：汚れ付着檜を巖去する
下地菫り ： 

(5)面取り

口柱 ： （ 
口累 ： （ 

瓢
圃

��
�

 

野働材： 飯材．←

仕上げ隻り：

6.接合

(1) 仕口、縫手の霞則
•仕口．継手の方法は構造國による。特記雛き湯合は 1.(3）璽準仕楓書に示された在来構法用

(/)一量的な遍Ill●例に従う。一饂的な遍Ill慣例については．8.輪纏構法撞合畠の璽準仕楓
による．

•慄用する方法は藍覆者の承置を得る。
・仕口、纏手の各麟に作用する応力を考慮し、鶴材の引き抜けが生じないように、願厠として

羽子霰ボルトや木栓など．弓1罹り抵抗をする補強畠材を併用する。

・下記撞合繹の項目について2.2接合具に記戴された仕様での籠工をIllll!する．
•横合鶴付近に節・目切れなどの欠点がある場合は、ii力を低薫する．接合具の本徴を増紐する
など監還者と協舅して承匿を得る。

(2) 釘接合
・釘は材の繊籟に対して乱に打ち、割れを生じないように蝙匿菖、縁匿農、釘闊扁を大きく取る．
・釘の長さは材厚(J)2.5倍以上とする。
•1ヶiii(J)釘の本徴は2本以上とする。

・釘に鯖を生じるおそれのある湯合は、遍切な防傭処理を菖す。
・自働釘打ち櫨を侵用する湯合は．iii材に釘がめり込まないようにする。そのために．釘打ち櫨

(J)圧力を爾めるか．最隻は手打ちを用いるなどの方法による。
・構造用iii材を耐力壁とする場合の釘打ち方法は「昭和56年菫設省告示1110号」による。
・構造爾力J:主夏な部分において、釘を引き椒き方肩に梃抗させることは置Itる．
• 木口面に打たれた釘は．引き援き方肩に抵抗させることはできない．

(3) 木ネジ接合
・構遣耐力上主璽な部分において、木ネジを引き複き方自に祗抗させることは這ける。
・＊ロiiilこねじ込まれた木ネジ は、引植き方冑に揖植させることはできない。
•**ジ(J)先ll(J)径：針藁欄· •主材 0.6d．偏材-0.8d

広業績・ •主材 0.8d、員材1.0d
(dはネジ径）

（先孔の濃さは．主材へのねじ込み景さ(J)2/3置度とする。 ）
・ねじ込みには遍切な道具を侵い、ハンマ ーなどで打ち込んではならない。
・ねじ込みを専昌lこしたり、損傷させないために胃滑潰などを用いてもよい。

(4) ポルト接合
・編め付けに先立ち、ポルトの長さ、材貫、野び径、皇會響が篇エ菖所に遍しているものである

ことを菖麗する。
・ポJりヽ）緯め付けは2回以上に分けて行い・111(J)ポルトの籍め付けは一様となるように行う。
・ポルM(J)緯め付けは．塵金が繹材にめり込む覆度とし、めり込み音が景生した騎点で綿め付It

を完了する。
・緯め付けを亮了したポルトは、ねじ欝がナットから2山以上突き出ていることを菖匿する．
•一度綿め付けたポルトについても．木材の皐纏によるポルトの量みをチェックし、量んだも(J)

については再度綺め直しを行う。

(5) ラグスクリュー棲合
・綱遣耐力J:主璽な畠分において、ラグスクリューを引き槙き方向に梃杭させることは置Itる。
•塵會の属さと大きさは．Iiiじ胃径のポルト横合1i1における艤定値を!IIいる．
・籍め付けに先立ち．ラグスクリュ―(J)長さ、材買．呼び襲等が篇エ菖所に遍しているもので

あることを置璽する．
・ネジ鑢の先孔の径：比重 0.5以上の欄糧・・・ネジ径(J) 60~ 75% 

その籠の書糧・・・ネジ径(J) 40~ 70% 
（長さはネジ薗の長さと員寸以J:とする。 ）

・ラグスクリューは先孔にレンチなどで目しながら11入し、ハンマ＿などで打ち込んではなら
ない。

•ねじ込みを専昌にするためや、11傷させないために漏爾濾などを!i1いてもよい。
●●畠の先孔の径は11菖と同径とし、長さも11111と目寸とする。

・一度ねじ込んだラグスクリューを磁き直し、再びねじ込むことは遷ける。

(6) ドリフトピン撞合
・ドリフトピンは孔に喜着させる。
・一度綺め付けた僭J1lポルトについても．木材の瓶纏によるポルトの艤みをチェックし、

量んだものについては再度編め直しを行う。

(7) ジペル接合
・＊瓢材は撞合薗付近の冒れ．甑目慣れなどの欠貞がないよう注重し．鵞込み•ITち込み

または圧入に属して＂れを生じないよう、ジペルの璽員に応じた爾薗と余長をもたせる。
・撞合材は十分圧着させる。木材の皐縮lこよるポルトの量みをチェックし、量んだものに

ついては再度緯め直しを行う。
•特殊ジペルは便Jll筐iii．使用方法を菖麗する。

(8) 接合金書による艘合
渭子箪ポルト、ひら會犠．置111金書、かね折り金物および籍金揃などの賑り付けは．それぞれ

の仕繍に基づき、植合頁材の1111が璽着するように緯め付ける。
•大liiii材Jllの横合金書l:Illしては、それそれ の仕樺に基づく．

(9) 接着接合
・撞合部の耐力は、筐Jlj材料および使Jll方法に遍した橙着性饂の試験を行い筐匿する。
•接着州を用いた撞合を行う手順は、榛着剤襲遣婁看の複霙する棲着仕機に微うとし、実順に

よって攘合薗1こ蔓求される耐力と爾久性が立証された場合はその屋の作業条件を榎準とする。

(10)その働の方法による接合
・侵Jll材料および使Jll方法は構造図によるものとし．置還看の承匿を得る．

(1) 輸送計眉l
襲贔の輸送に当たっては、直方計冒に支障がないように、道路状況、裏蝙作婁手順事を考慮し
十分な檎討を行う。また、輸送時に璽品の品質を損なゎないようにする．

口輸送lliii書の提出 ( 
(2) 集積・保管

集積0)罷は置当な曼It台などを殿It、材にねじれや
、

曲がりの樋傷を与えないように注意する、＇
鼻冒や属爾に対する晨霞としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は藍燥に
よる割れが景生するため置Itる。

口集積場の憧鵞
(3) 璽方計圃

I 菖方11眉書の提出
アンカーポルトの篇エ方法、董方スペース、建方機械、●入・仕分け、地組み、足場11凰董方、
養生．安全対驚などについて複討し｀重方LLLII書としてまとめる．

(4) 篇工時の安全性
璽方作彙中および作婁亀橋繋材上に肩材料または機械などの重量書を積鼈する場合、あるいは
柱に大きな引橿力を与えるなどの湯合は置l!I!者の承国を曼Itる．また．盪凰などによる儲外力に
鯖しては、必璽に応じて仮覆帽豫纂0)11l置を11iす。

口篇エ騎の安全性に賛する検討書の麗出 口籠工時有重条件の逼知
(5) アンカ ーポルトの麓工

・芯出しは、塁飯を用いて墓畢量に正しく合せて遍切な量暑纂で正直に行う．`
・アンカーポルトは鮫筋等を用いて織立て、遍切な楕IIIJ材で111定しコンクリートの打ち込みを

行う。
・アンカーポルトはダブルナットとする．口遍用犀外 （ 
• 土台の穴あItはコンクリート打巖畿、ポルトの逼り芯からのずれを実lllしてから行う．

(6) 直方精度
・菖方の精度基準は下記による。

I菖揃の11れ ： ■ •:SH/2500+10mnかつ●::ii50mn
ロ（

： ■ •::iiL/700+ 5mかつ •::ii15mn 

ロ（
： ■ •:SL/2501lnn かつ ●::.2伽

ロ(

■柱握え付ltiii0)冨さ及びアンカーポルトの位量
住握え付け面の基畢高さから0)鼠甍 ： ■士3nn以下
遍り芯から0)鼠差

‘ 

： ■士3�以下
庸冨 ： ■-細;$AH;$＋油

□ ( 

•鷺方精虞に不具合が覺生した場合は違やかに監璽看に囀告し対応驚を畠置する。

1累II)水平慶
（篇点閏II)レペル差 ）

1鷺書II)わん薗

(7)篇エ状況の檎査
•アンカーボルト菖工時の立金い槍査

■ 目視による精度菖Ill ロltllllllによる精度菖Ill
■ 篇エ看自主検査配録の提Ill(

•亀薗み峙の立食い檎査
■ 目視による精度菖置 口1t瀾櫨暑による精農菖Ill
■ 菖工看自主檎査記員の提Ill(

・菖方騎の立食い検査
■ 目機による精霞菖麗 口ltlll櫨暑による精度菖Ill
■ 篇エ者自主檎査記員の提Ill(

・菖方艤の篇エ状況の検査
■ 簡廣・ 簡蝙是遷 口材精の狐工寸法檜査
■ 接合會犠の菖工状況

口その饉（

■・菖エ看自主檎査記員の提Ill(
•最襲菖鳳

工事刺こ鼻生するポルトの●み．棲合具および榛合金書に影響する材の割れ、棲着爾の
はがれ書に注意を払い、不具合が景生した湯合は是正する。櫨盪の必璽がある湯合は
這やかに置覆看lこ糧告し錆応策を饂置する。
■ 菖工者自主檎査記員の提Ill(

■ アンカーポルト径、圃爾
） 

口材料の加工寸謎績査
） 

口材料の加工寸法検査
J 

口撞合具の麓エ状況

J
 

J
 

（
（

 

ロ
□

各撞合部共逼：ブレカット璽品を使用する場合はその屋状および許専爾力に及ぽす影響を
菖置する。

(1) 横槃材どうしの繕手
1. diげ応力や引彊力を負桓しない縫手：圃掛け蟻縄ぎ．屋掛け鎌縫ぎ

・せんIJj力が大きい場合は台持ち縫ぎとする。
•長謂青璽騎のせんIJjカの自きを考慮し女木と男木を決める．
•遵せんIJjと引彊の植罹として藍111金物等を併用すること。

・柱からの持ち出し位量は、遍籠梁の長謂荷重の反Ji1貞付近とする。
• 土台の場合は、縄手から男木傭1叩瓢付近にアンカーポルトを覆Itる。

屡揖It蟻

:

璽掛It

:

尻挟み晨ぎ

• ^ •

, •. • •9 ベ／

；

往

五

台持ち縫ぎ

璽掛It●艤ぎ 、 璽揖け蟻纏ぎ

ブレカット●械による縫手・仕口

2. illlげ応力や�I璽力を負星する縫手
直掛け大栓饂ぎ、會輪纏ぎ、昂挟み量色鯛飯挿入ドリフトビン横合

・伝遭できる曲げモー メントや引彊力は母材全liili檜度の勾翡l下と考えること．

、 ー ／ 舎■璽ぎ

鯛箪挿入
ドリフトピン

(2) 柱の縫手
・庸の中1薗における柱の纏手は員則として禁止する。
•やむを得ず柱の縫ぎ手を霞ける場合は、薗げと軸力による櫃合応力の檎定を行い安全性を

菖鼠する。

(3)横羨材どうしの仕口
1.せん翫力が曇材全翫iii豫度の”｀以下の仕口 ： （大入れ）蟻揖It

•長鑽費重睛のせん断力の自きを考慮し女木とll木を決める．
・置せん翫と!I彊の舗櫨として羽子箪ポルト等を併fflする。
・男木の 累せいが女木の2/3以下の暑合か、仕IJ●下に柱がある湯合には、大入れとして

もよいが、そうでない場合は男木のせいの2/3覆度のあごをかける。

髯注看 T曹名守

新潟県 村上市
鐵

園面を行

木質工事特記仕様書(2)

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
纏尺

A1 : -
A3: -【付属棟】
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口 三］
木質.:t事特記出菊書(3) (5)筋かい端部

•平12建告14的号の例示仕樺又は同等品とする。
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大入れ蟻畠け
あご掛けの湯合 仕口直下に柱がある湯合

2.せん翫力が最材全断iii櫨度の”'を饂える仕口：累曼It金物

・既襲贔の場合は會榊メ ーカーの許喜せん藍itカの値を用い•特注品の暑合は構造計算で

許喜せん斯爾力を算出して安全性を菖屋する。

3.一方を片持ち璽とする場合：レベル甍を霞け濃りあご掛け

直せん翫の櫨董として羽子箪ボルト等を僭用する。

片祷ち震

景曼け金鬱1/)悧
（クレテック金働） ／ 鷺りあご掛け

濃りあご揖け

/
／

ブレカット盪械
による纏手・仕口

(4)柱と横羨材の仕口

1. llのJ:下鱚鶴：Iiほぞ甍し、長ほそ甍し込み栓止め

•四叩l彊力に対しては平12鷺告1給碍、N値計算又は許専応力度計算により、

必璽i!力を有するZマーク金薔書を僭用すること。

a.. " ll� 
1 1 

·ほぞおよび平ほぞ穴

髯7ート 績羨材ll〗
／ 

ブレカット櫨撼lこよる縫手・仕口

2．土台II)出属入Ill畠

•土台どうしは鑽輪小根ほそ差し又は書せほぞ甍し、柱舅鶴は爾ほそ差し又は書せほぞ差し

又は書せほぞ甍し（柱層ちの湯合｀蔦とし蟻、あるいは土台を書せほそ差しとする。）

• lilll/I)�,彊力に対しては、平12鷺告146呼、N櫨計算又は許喜応力度計算により、

必屡爾力を有するZマーク童曹書を併Ill すること。驀とし蝙II)爆合は、 HD金書を用いる．

」L晨
蔓ぞほ爾

�
定

3.逼し柱と11差し：Il、II付きほそ差し、籠ぎ大入れほぞ差し．棗曼It金物

・累曼1ナ金物以外の仕口には、弓Illの補強として恒1i1金物やかね折り金物等を併用すること．

ブレカット艤械による縫手・仕口

累曼It金榊の例
（クレテック金揃）

(6) 火打ち、方杖
ぃ／

ぢ
ぃ
g庄旧

・角材を用いる湯合の蜻瓢は、傾ぎ大入れほぞ差し＋ポルト綺めとする。

. zマーク鋼星火打ち又は目書品としてもよ い 。

火打ち、力杖

土台火打ち 桁火打ち 中闊火打ち

ミ〕 □
ブレカット櫨械による縫手・仕口

(7)小屋東の上下蝙龍

・置ほそ甍し又は長ほそ羞し込み栓止めとする。
・匿lこそ豊しの場合．凰圧力による弓Illカの帽櫨として、

かすがい2本又はひら金書又は山罹ブレート止めとする。

ひら

剛欄2ー＂
 
（卜

、
和

／

/
‘

芯

小量婁

(8) 根太、垂木と横榮材

・薦とし込み根太：績榮材に大入れまたは根太掛け＋饒め釘

・半欠き楓太：横繋材に大入れアゴ掛け＋欝め釘

·転ばし根太：楓太が正角IJiiii(/)場合、績繋材に羅天釘止め

根太が艤長角lfiili(/)場合、鋳め釘2本＋転び止め
..．．8 

屋＊：績槃材に垂木道を璽り、転ばし楓太と同様に止める。

・風の負圧の傭櫨：許容応力度計算により必蔓i!力を有するひねり金物等を取り付ける、＇

で書物言
ブレカット楓械による縫手・仕口

(9) 1111柱と横槃材

•上下犠景材に翠さ細嘩度大入れ＋鍋め釘

•上瓢ほそ羞し、下部突き付け＋欝め釘

(10)釘の最小閏隔及び最I�蟷あき距雛

旦岳糾 臼

I I I I I寸

言／

攀＇ E1 

'"'1 Pl I 12d I 10d 

15d I 10d 

邸

Sd

sd

sd

 

臼

”

露
攀
111
2
r
コ

(d：釘径）
＾ 
々、

(11 )ポルトの最小圃扁及び最IIヽ蟷あき距農

枷力方肩

●籠方胄 I 繊籠直交方同

E1 
ld（貴重負I!!員）

I 7d . ； 4d（荷1非負祖員）

t/d=2 3d 
Pl 7d 2:iitld(63d~5d 

t/d冷 5d 
t/d:ii,6 1. 5d 

塁i E2 t/d>6 4d（青璽負祖員）

1.SdかつP2/2 1.5d（費璽審負恒員）

P2 3d “ 

(d:ポルト径．t：主材属）

ご一片 営

江
「

(12)爾材ii力壁

,.大壁遣の湯合

篇造用合飯

曼材以外で合Ii
を縫ぐ湯合
11つなぎ及びIll柱
45x100以上

2.真璧遣の場合

曼材は、30x40以上を柱•土台・績槃材に
NJ5-鉛叩以下で平打ちする。

（単位：111)
釘N50 1!150 

・曼tt材は柱や横槃材にN7ふ鉛旧以下で平打ちする．

・舅口罰は曼材を覆ttて櫨彊すること。

発注響 T事名"

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事
●考

新潟県 村上市

L 

園置名壽

木質工事特記仕様書(3) 【付属棟］
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二，滋 1 365 1 365 1 365 1 365 
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贔 X3 X4 X1 X2 ⑬ (X4 

i 基礎伏図 1 I 土台伏図 1

特記なき隕り下記による
・耐圧版はFSlとする

耐圧販レペルは1FL-20とする
• HD金物は柱・壁伏図による
•匹はスリー ブ(RC外壁）位置を示す

I （凡g |アンカ ーポルト �13 L=400 (Z金物昌12) | 管柱 120x120
土台12ox120
構造用合板両面（面材張り大壁）

1耐圧版リスト1

符号 厚さ 位置 短辺方向 長辺方向

FSl 180 上蟻筋 010 • 013噂200 010 • 013噂200
下端筋 010 • 013--@200 010 • 013--@200 

Y4 

5
9
C
 

！母屋伏図1

特記なき厩り下記による
・母量は120x120とする
・妻の出は化粧材とする
・妻の出はH120とする
・（＋ ）内は小屋桁レペルからのレベルを示す

（凡例）

�</>13BOLT（通し）止め

〈凡例〉
= |母屋120x120

量木45x90 @303 

I 使用材料表 I

［ ペタ基礎 S=1/20 

コンクリート： FC=21N/mn' 以上
鉄筋 ：S0295 

部位 材質 断面サイズ
土台 檜KD 120x 120 
柱 杉KD 120x 120 
柱 杉集成 120x 120 
梁 杉KD 120x 150~ 
梁 杉集成 120x390 

母塵 杉KD 120x 120~ 
※県産材使用

l 機械基礎
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I 小屋伏図 1
特記なき限り下記による
・梁は120x150とする
・妻の出は化粧材とする
・妻の出 I胡120とする

X4 

豊正l ロ
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1. 365 1 1, 365 | 1. 365 
4．墜

Xl) (X2) (X3) (X4 

柱頭柱脚の使用

告示表三 Nの値 継手・仕口の仕様

特記なし NO.O以下 餓ほぞ差しまたはかすがい打ち

ろ N0.65以下 長ほぞ差し込みまたはかど金物CP-L

は Nl.O以下 かど金物CP-L、山形ブレートVP

に Nl.4以下 羽子板ポルトまたは餓冊金物（スクリュー釘無）

ほ N1.6以下 羽子板ポルトまたは短冊金物（スクリュー釘併用）

ヘ Nl.8以下 引寄金物HD--B10 (S-11)10) 

と N2.8以下 引寄金物lt.)-815 (s-HD15) 

ち N3. 7以下 引寄金物HD-820 (8-HD20) 

り N4. 7以下 引寄金物HD-825 (S-11)25) 

ぬ NS. 6以下 引寄金物ゆ-815 (s-H015x2個）

※耐力壁以外の軸組の柱と仕口は下記のいずれかとする。
・綬ほぞ差し、山形プレート (VP) 当て釘打ち
・短ほぞ差し、かど金物 (CP • T) 当て釘打ち
．鯉ほぞ差し、ひら金物（譴—12) 当て釘打ち

※"16: HDアンカ ーポルトのコンクリート基礎へのHD25kN以下定着長さ 36h叫以上、
HD25kN超え35. SkN以下定着長さ 51<."以上、
塵金t=9．OxSO角

I柱 ・ 壁伏図1 巳堕？
▲ I 構造用合板両iili(iili材張り大壁）

※構造面材が段差などで切れる部分は間柱若しくは半柱同寸の下地材にて補強し、必ず面材の四周を固定してください。

※構造用合板使用部分の間柱は＠910で割5を使用すること。

舞注者 工璽名許

新潟県村上市
働考

閏薗名府

道の駅「朝日」 （地域振興施設）建築工事

繍尺
Al: Sal/ 50 
Al: S•l/100 ポンプ室伏図
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IY1通軸組図1 |Y3通軸組図1 IX1通X4通軸組図I IX2通X3通軸組図l

〈部材）
土台
管柱
母屋
垂＊

120• 120 
120• 120 
12ox120 
45x 90 

壁量計算表

木造壁量計算表（蘊築基準法施行令第46条）

施行令第46条表一 鼠9l皇量の小計(X●位量長X饂所＝）

軸組の種類 倍率
X方向 Y方向

1階 1階
厚さ4. 5センチメ ー トルで幅•
センチメ ー トルの木材又はこれと

2.0 (4) 胃筆以上の耐力を有する筋かいを
入れた輪鑢
そのfl!l(1)から（7)までに掲
げる軸繍と同疇以上のii力を賓す 2.5 

(8) るものとして国土交逼大巨が定め
た構葦方法を用いるもの又は

5.0 
136.5x 4 136.5x 4 

国土交通大巨の麗定を曼けたもの

設計壁量の合計 cm 2,730.00 2,730.00 

※上の敷値が必ず下の数値以上であること。

木造壁量計算表（平成12年建設省告示第1352号に基づく軸組みの配置チェック） 施行令第46条 表二地震力によって定まる壁量

施行令第46条表一 設計壁量の小計(X単位壁長x個所＝）

1階

軸組の種類 倍寧 X方向 Y方向

側靖部（上） 側端部（下） 側端部（左） 側蟷部（右）
厚さ4 5センチメ ー トルで
幅9センチメ ー トルの木材又I

2.0 (4) これと同攀以上の耐力を賓ず
篤かいを入れた輪縄
そのfl!l(1)から（7)まで1
掲げる輪縄と同等以上の11カ1 2.5 

(8) 
賓するものとして國土交遍大E
が定めた構遣方法を用いるもヽ 136.Sx 2 l36.5X 2 136.5x 2 136.5x 2 

又は国土交遍大臣の11定を 5. 0 
受けたもの

設計（存在）壁量(LD)の合計cm 1,365.00 1,365.00 1,365.00 1. 365. 00 

必要壁量 om 

0『： いずれか大きい戴値

VII VII 

1,132.40| t132.40 | ［ 必要壁量（l-")

②or④ ② 0『⑥

2.4 1 · 2.4 1 

1階平面必要壁量

1贄床面積m2 襄二の数値 必憂璧量0m

仁 x [：互こコ＝ 1 1, 132.40 |→ 

X面立面必要壁量

11111!1.付國積m2 襄三の数値 必蔓壁量0m

仁コ亘］ x ロコ王コ＝ 1 365.00i噸）

Y面立面必要壁量

1霞見付面積m2 表三のII:纏 必璽豊量0m

仁 x ［二匝コ = | “5.oo|喝

cm 

y:,1の場合壁率比のチェック

壁率比(y1Jヽ／r大）

”Jヽ／ r大こ0.5の場合OK 

1階側端部必要壁量

283.48 I 

4.82 

OK 

1.00 

OK 

283. 48 I 

4.82 

X方肉欄蝙椰（上） IX方向欄罐鬱（下）

283.48 I 

4.8 2 

OK 

g
-
OK

ー

床画積m2 表二の数値 必妻壁量日
1 

床面積m2 襄二の戴値 必璽壁量 .. 

巨x［コ［コ＝［コ� I ITせ二|x[� = ［互亘B

283. 48 I

4.82 

Y方向側蝙鶴（左）
床面積m2 表二の数値 必妻豊量Cl1

□亘コ x ［互コ ＝ ［三召

Y方向傭端郵（右）
床iii積m2、表二の数値 必甕壁量日

□互コ x こ王］ ＝ □亘丑

庸の床面積に彙ずる敷値 皐位 cm/a 

蘊築 物
階戴が1の建築物

屋根：スレー ト屋根
外壁．サイディング

® 積●：2.2111

施行令第46条表三風圧力によって定まる壁量

見付面積lこ彙ずる敷値

壱呈呈tiii;；i;！i:I :i至ii;i;i奎手幸i:
® 

go
 

側端部（上）
3. 73m 

側端部（下）
3. 73m

側端部（左）

3.73rrl' 

◄一

◄ 

側端部（右）

3. 73rrl'

三
1階見付面積 8.90rrf 

三
1階見付面積 7. 30nf 
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I基礎伏図 1

特記なき限り下記による
・耐圧版はFStとする

耐IE販レベルはtFL-200とする
·Ill金物は柱・壁伏図による

・〇は増打レペルを示す

匿 伝�13 L=400 (Z金物"12) l 
g-

•
-
＝

 

1耐圧版リストI

己

讐柱 120•120 
土合120•120 

犠遣用合振片面（面材彊り大豊）
構造用合飯閻ili(ii!材彊り大璧）

竺
芸

短辺方向
010 • 013如
010 • 013如

長辺方向
D10 • 013畑
D10 • 013噂200.

！使用材料表 I

［
爾薗サイズ
120• 120 
120• 120 

120x150~ 
120• 120 
120• 120 

［ ペタ基礎 l 
コンクリート： FC=211Vm'以上
鉄筋 ：S0295 

S=t/20 

造成工事で実篇される載荷試験を元に

逓耐力20kN/112以上が肇保されていることを確匿すること

▽ 

△ 

I土台伏図 1

Y 1 

I小屋伏図 1
特記なき限り下記による
・果は120•150とする
．壁以外は化麓材とする

O
l
 
x

g1

 

産|||（+471. 25) 

9
0
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x
 9
0
l
 

謳

I母屋伏図 1
特記なき限り下記による
・母屋は120•120とする
・母屋、東は化粧材とする
・（＋ ）内は小屋桁レペルからのレペルを示す

蒻¢13BOI.T（逼し）止め

I柱 ・ 壁伏図 1

（凡例）

で
ー

1 dヽ屋東 120x120

= 録屋 120x120

柱頭柱脚の使用

告示裏三 "11)櫨 畿手・仕口の仕樺

特記なし 即．0以下 耀ほぞ羞しまたはかすがい打ち

ろ N0.65以下 長ぼぞ羞し込みまたはかど金物CP-L

は Nl.O以下 かど金物CP七山形ブレートVP

に Nl.4以下 羽子板ポルトまたは簸111金暢（スクリュー釘撫）

ほ Nl.6以下 羽子飯ポルトまたは耀Ill金物（スクリュー釘併用）

ヘ N1.8以下 引寄金物旧→10(s-HD10)

と N2.8以下 引喜金物HIHl15(IHll15) 

ち N3. 7以下 引害金物印-820(&-11)20) 

り N4. 7以下 引寄金物lll-825(s-HD25) 

ぬ N5.8以下 引寄金物HD-ll15 Cs-HD15•2欄）

※耐力壁以外の軸l11の柱と仕口は下記のいずれかとする．
・耀ほぞ差し、山懸ブレート(VP)当て釘打ち
・耀ぽぞ差し．かど金物(CP・1)当て釘打ち
・饂ほぞ羞し．ひら金物(51-12)皇て釘打ち

紅16: Illアンカ ーポルトのコンクリー

は塁ら霜2塁討翡ぢ塁2註：
座金t=9.0xBO角

鉛＿
△＿
▲

5
 構造用合飯片薗（薗材彊り大璧）

犠造用合飯頁iii(iii材彊り大壁）

※犠造爾材が殿羞などで切れる綿分は闊柱若しくは半柱同寸の下地材にて補豫し．必ずiii材の1!!1111を1i11定してください．

※構造用合飯使用部分の閻柱は＠910で145を使用すること。
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軸組図

構造用合板片爾張り
120x150 

構造用合飯爾爾張り
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|X3通軸組図1

〈部材〉
土台
管柱
母屋
小屋東

12ox120 
120x 120 
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12ox120 

壁量計算表

木造壁量計算表（建築基準法施行令第46条） 木造壁量計算表（平成12年建設省告示第1352号に基づく軸組みの配置チェック） 施行令第46条 表二地震力によって定まる壁量

施行令第46条 表 一 殷計壁量のIM計(x単位壁長x値所＝）

軸組の 種類 倍率
X方向 Y方向

1階 1階
厚さ4. 5センチメ ー トルで幅9
センチメ ー トルの木材又はこれと

2. 0 (4) 同等以上の耐力を有する筋かいを
入れた軸組
その他(1)から(7)までに掲 136.5x 4 
げる軸組と同等以上の耐力を有す 2. 5 

(8) るものとして国土交通大臣が定め
た構造方法を用いるもの又は

5.0 
91 X 2 

国土交通大臣の認定を受けたもの

‘設計壁量の合計 cm 1,365.00 910.00 

※上の数値が必ず下の数値以上であること。

施行令第46条 表 一 設計壁量の小計(X単位壁長X個所＝）． 
1階

軸組の 種類 倍率 X方向 Y方向

側端部（上） 側端部（下） 側端部（左） 側端部（右）
厚さ4. 5センチメ ー トルで
幅9センチメ ー トルの木材又I

2.0 (4) これと同等以上の耐力を有すi
筋かいを入れた軸組
その他(1)から(7)まで1: 136.5x 2 136.5x 2 
掲げる軸組と同等以上の耐力を 2. 5 

(8) 
有するものとして国土交逼大臣
が定めた構遣方法を111いるもo; 91 X 1 91 X 1 
又は国土交通大臣の認定を 5.0 
受けたもの

設計（存在）壁量(LD)の合計cm 682. 50 682.50 455. 00 455. 00 

必要壁量 cm 

or : いずれか大きい数値

VII Vil 

782.46 | 782.46 | ［ 必要壁量(LN)

②or④ ②or⑥ 

cm 

壁量充足率(r=LD/LN)
1.74 1. 16 1 上下·左右各々でr>tの場合 OK 

1階平面必要壁量
r<1の場合 壁率比のチェック

1階床面積m2 表二の数値 必妻壁量 cm 
壁率比(rヽIヽ／r大）

| 12.42 I x I 63 I = I 782. 46 |―② 
r1Jヽ／r大 :.::o. 5の場合 OK 

X面立面必要壁量 1階側端部必要壁量

X方向側端部（上）1階見付面積m2 表三の数値 必要壁量 cm 
床面積m2 表二の数値 必要壁量CII

4. 19 I x I 50 | 209. 50|ヨ
[DO X DC] = I 195.301 

Y面立面必要壁量 Y方向側蟻部（左）
表三の数値 必要壁量 cm 床面積m2 表二の数値 必憂壁量CII9麿見付面積m2 

工 X�=I 195.3� I 10.22 I x I 50 511. 00|崎）

195.30 I 195.30 I 195.30-1 195.30 I 

3.49 | 3.49 2.33 | 2.33 

OK OK 

1.00 1.00 

OK OK 

X方向側罐郷（下）
床面積m2 表二の敷値 必要壁量cm

□河JxOO = ［コ邑B
Y方向側靖部（右）

床面積m2 衰二の数値 必蔓壁量cm

�x[]「］ ＝ロコ邑丑l

階の床面積に乗ずる数値 単位 cm/rr 

建 築 物
階数が1の建築物

屋根：金属板
外壁：サイディング

＠ 積雷：2.2m

施行令第46条 表三風圧力によって定まる壁量

見付面積に乗ずる数値

区 域 単位 cm/nf 
特定行政庁がその地方における 50を越え、75以下の範囲内

I 過去の凰の記録を考慮してしば において特定行政庁がその地方
しば強い凰が吹くと認めて規則 における風の状況に応じて規則
で指定する区域 で定める数値

2 (1)に掲げる区域以外の区域 ® 

X I ▽ I I ▽ 
側端部（上）

3. 10 ポ

側端部（下）

3. lOni

I
△

I 1, 365 ニ1 365 1, 365 

5 4ti0 

Y 

側端部
y

（右）側端部（左）

3. lOrrl 3. 1 Om

o
iel
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o
g
 

-゚

三
1階見付面積 10. 22rri 

三
1階見付面積 4. 19吋

発注看 工事名称

新潟県村上市 道の駅「朝日J （地域振興施設）建築工事
• 

國面名称 繍尺

喫煙所軸組図、壁量計算表
A1: S=11 50 
/,3: S•l/100 




